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　本学の教育の理念は、設置母体である曹洞宗大本山總持寺の発願をより

どころとする、仏教主義による禅的行持の実践を目指す教育にある。

　建学の理念を表す標語として「大覚円成（だいがくえんじょう）」「報恩

行持（ほうおんぎょうじ）」の二句八字が用いられている。これは、初代

学長中根環堂先生が總持寺御開山で学祖と仰ぐ瑩山禅師の御垂示（教え）

から選ばれた句で、曹洞宗の実践目標である「さとりの完成」と「利他行

の実践」を示しており、これを教育目標に置き換えれば、仏の教えに基づ

く人格の完成と社会への恩返しという奉仕活動のことである。さらに、本

学では、この標語を「感謝を忘れず　真人となる」「感謝のこころ　育ん

でいのち輝く　人となる」と、現代語に分かりやすく言い換えて、学生の

皆さんに提示をしている。

　本学においては、以上の教育の理念、建学の精神を学生の皆さんにも理

解してもらうため入学式や卒業式をはじめとして、新入生参禅会、精霊祭、

御征忌、太祖降誕会、成道会、涅槃会等の諸種の宗教行持の場を通して、

周知をはかっている。また、保育科においては「宗教学」、「仏教保育」、

歯科衛生科においては、「宗教学」等の本学独自の授業科目を開講し、こ

れらの学修を通じても教育の理念、建学の精神の理解を深めるようにして

いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短期大学部長　　田坂　裕子

短期大学部の教育方針

～建学の精神の具現化をめざして～

ひ　と



保育科

（１）

ディプロマ・ポリシー(DP)：卒業認定・学位授与の方針
　保育科では禅仏教の教えに基づき、宗教的情操に裏打ちされた円満な人格の形成と、豊かな識見をも

った向上心あふれる保育者を養成することを目的としています。

　この目的のため、下記の能力を身につけて所定の単位を修得した場合に短期大学士を授与します。　

あわせて、幼稚園教諭二種免許状と保育士資格を取得することができます。

　１．教育、保育、福祉、医療の各分野に通底した生命尊重の思想や倫理観を基盤にして、深い自己洞

　　　察を行い、世界における自己の役割を位置づけることができる。

　２．禅仏教の教えに基づき、保育者として深い教養と広い視野を身につけ、子どもと親に寄り添いつ

　　　つ子どもの発達を援助できる。

　３．保育者として子どもの健全な発育、発達と福祉を保障していこうとする自覚と実践力をもつこと

　　　ができる。

　４．多様化した現代社会において、保育者としての使命と責任を自覚し、保育に対して主体的、かつ

　　　真摯に取り組む意欲をもっている。

　５．感謝と思いやりの心をもって地域社会や家庭とかかわり、専門的知識・技能を備えた保育者とし

　　　て活動する姿勢を身につける。

カリキュラム・ポリシー(CP)：教育課程編成・実施の方針
　保育科では、人の一生を見据えながら就学前教育・保育を考える広い視野にたてる保育者、かつまた

子どもの健全な発育、発達と福祉を保障していこうとする有能な保育者を養成するためにカリキュラム

を編成しています。

　各科目は、文部科学省・厚生労働省による指定科目のほかに、本学独自の科目があります。

　これらは教育、保育、福祉、医療の各分野に通底した生命尊重の思想や、高い倫理観をもち感性豊か

な優れた実践者として一人一人の学生が育つことを念頭に、以下のカリキュラムを編成し、実施してい

ます。成績評価に対して成績評価値（Ｇrade Point Average、ＧＰＡ）を設定し、ＧＰＡが1.0以下の学生

に対しては個別の指導が行われます。

　１．基礎的教養教育

　　人間の在り方を基礎から学ぶために「哲学」、「文学」、「心理学」等を設置する。これらによって、

　人生を幅広く、かつ深く思考する態度を養成する。

　２．禅的情操教育

　　さまざまな仏教行事をとおして禅的情操教育を行う。また、「宗教学」を学ぶことで、異なる文化、価

　値観の中で生活している人々に対する理解を深める。更に、禅の精神に基づいた慈愛の心を育み、互

　いを認め合う共生社会を実現させることの重要性を理解する教育を行う。

　３．キャリア教育

　　社会における保育者の役割と倫理を理解し、専門性を備えた保育者を養成するために保育者論を設

　置する。

　４．専門教育

　　幼稚園教諭二種免許状取得に必要な「領域及び保育内容の指導法に関する科目」、「教育の基礎的

　理解に関する科目等」、「大学が独自に設定する科目」を設置する。また保育士資格取得に必要な

　「保育の本質・目的に関する科目」、「保育の対象の理解に関する科目」、「保育の内容・方法に関

　する科目」等を設置する。更に教育実習、保育実習を設置する。

　５．独自教育

　　本学独自の科目として、「いのちを大切にする」ことを子どもたちの心に育む仏教保育を設置する。

　それにより、仏教保育の理念を柱とし、保育の専門家として日々精進する（大覚円成）ことで世の中

　に貢献できる具体的行動を起こす(報恩行持)ことのできる保育者を養成するための教育を行う。

アドミッション・ポリシー(AP)：入学者受入れの方針
　本学では禅仏教に基づいた教育を行っています。保育者(幼稚園教諭、保育士)は保育をとおして子ど

もの人格形成に関わる重要な役割を担っています。また、今日では保育の専門性を広く社会で生かすこ

とが求められています。そのために保育者には幅広い教養と専門性が求められています。したがって、

保育科では以下のような人を歓迎します。

　１．禅仏教の教えに基づき、子どもの人格を尊重し、育てることに意欲を持っている人。

　２．保育者としての幅広い教養と専門性を身につける努力をする人。

　３．読解力・表現力等の国語力を含めて人間関係におけるコミュニケーション能力を身につける努力

　　　をする人。

　４．日頃から社会における出来事に関心を抱き、かつ保育現場におけるボランティアに積極的に参加

　　　する等の社会的経験を有する人。



（2）

アセスメント・ポリシー：学修成果の評価方針
　「授業科目の履修について」の章に基づき、学修評価の質的水準とその具体的方法について示す。

　（１）授業科目の評価は、授業への参加度、試験・レポート・実技・実習などの成績、及びその他の

　　　学習作業の結果を総合して行う。

　（２）各授業科目の成績評価方法は、「授業計画（シラバス）」に掲載している。

　（３）試験・成績に係る詳細な事項は、「履修要項」に掲載している。

　（４）定期試験は、筆記、レポート、実技などの方法で実施し、評価する。

　（５）試験を受験し、単位が認定されるためには、授業時間数の３分の２以上の出席が必要である。

　（６）GPA制度を導入している。GPAは、学生の学修成果を総合的に示す指標であり、これにより学

　　　修成果の評価を行う。１セメスター毎に成績の確認が行われ、GPA1.0以下の学生には指導を行

　　　う。

　（７）GPAによる成績評価は、「成績の評価と通知」P.10～を参照。

【評価に関する指標】

GPA・成績分布状況

学修・生活に関する調査

休学率

留年率

退学・除籍率

入試選抜

学修・生活に関する調査

機関レベル

（大学）

1

２

３

卒業率

就職率

進学率

卒業時アンケート

卒業後アンケート

企業アンケート

GPA・成績分布状況

取得単位数

授業評価アンケート

入学前教育取組状況教育課程レベル

（学部・学科）

卒業時アンケート

卒業後アンケート

成績評価

学修履歴

学外実習評価

授業評価アンケート

科目レベル

ディプロマポリシー（DP）、

カリキュラムポリシー（CP）

アドミッションポリシー（AP）対応するポリシー ディプロマポリシー（DP）

評価レベル 新入生 在学生 卒業生



歯科衛生科

（３）

ディプロマ・ポリシー(DP)：卒業認定・学位授与の方針

　歯科衛生科では禅の教えに基づく人格の形成という建学の精神を基にして、人々の健康と福祉に貢献

する有能な歯科衛生士を育成することを目的としています。このような目的に沿って構築されたカリキ

ュラムを履修し、卒業時までに以下の能力を身につけ、所定の単位を修得し、卒業要件を満たした場合

において、短期大学士(歯科衛生学)の学位を授与します。

　１．歯科衛生士として必要な、科学的根拠に基づいた論理的思考力を持ち、自己を正しく認識し、社

　　　会に貢献できる。

　２．禅の精神に基づき、医療人として慈愛の心を持ち、他者に共感できる。

　３．歯科衛生士として求められる口腔保健に必要な知識と技術を持ち、思考力と共感力を基に新しい

　　　課題の解決を主体的にできる。

　４．歯科衛生士として必要な専門知識・技術を身につけ、医療現場で起こりうる事象や課題に適切な

　　　判断及び行動ができる。

　５．歯科衛生士として必要なコミュニケーション能力を持ち、他の医療に関わる専門家との協働・連

　　　携をはかることができる。

カリキュラム・ポリシー(CP)：教育課程編成・実施の方針

　禅の教えに基づく人格の形成という建学の精神を基にして、有能な歯科衛生士として必要な専門的知

識・技術・態度を修得し、高度な実践力を備え、人々の健康と福祉に貢献できる人材を育成するために、

以下の教育課程を編成し、実施しています。

　１．基礎的教養教育

　　科学的根拠に基づいた倫理的思考を構築し、自己を正しく認識し、社会に貢献できるよう基礎的思

　考と深い教養を習得するための、「科学的思考の基盤」と「人間と生活」を学ぶ科目を設置する。

　２．禅的情操教育

　　医療人としての慈愛の心を育み、他者に共感できる力を養うことを目的に、「宗教学」等を設置す

　る。 

　３．キャリア教育

 　口腔保健に必要な知識と技術を養い、課題の解決を主体的にできる力を養うことができる科目を設

　置する。 　　

　４．専門教育

　　歯科衛生士に必要な専門的知識・技術を取得することを目的に、専門基礎分野の「人体の構造と

　機能」、「歯・口腔の構造と機能」、「疾病の成り立ちと回復過程の促進」、「歯・口腔の健康と予

　防に関わる人間と社会の仕組み」を学ぶ科目を設置する。専門分野として臨床歯科医学を理解し、歯

　科衛生士の業務を修得するために、「歯科衛生士概論」、「臨床歯科医学」、「歯科予防処置論」、

　「歯科保健指導論」、「歯科診療補助論」を学ぶ科目を設置する。歯科医療現場で実践する力を修得

　するために「臨地・臨床実習」を設置する。 　

　５．独自教育

　　他の医療に関わる専門家と協働・連携をはかることができる力を養うための科目を設置する。

アドミッション・ポリシー(AP)：入学者受入れの方針

　禅の教えを建学の精神とし、感謝と慈愛の心を持って、人々の健康と福祉に貢献できる人材を育成し

ます。そこで、以下のような人を歓迎します。

　１．科学的思考に基づいた倫理的思考力を持ち、社会に貢献できる人。

　２．慈愛の心を持ち、他者の気持ちを考え共感できる人。

　３．口腔保健の知識と技術の習得に向上心と向学心がある人。

　４．歯科衛生士として必要な知識・技術を身につけるための基礎的学力のある人。

　５．コミュニケーション能力があり、他者と協働できる人。

（2）

アセスメント・ポリシー：学修成果の評価方針
　「授業科目の履修について」の章に基づき、学修評価の質的水準とその具体的方法について示す。

　（１）授業科目の評価は、授業への参加度、試験・レポート・実技・実習などの成績、及びその他の

　　　学習作業の結果を総合して行う。

　（２）各授業科目の成績評価方法は、「授業計画（シラバス）」に掲載している。

　（３）試験・成績に係る詳細な事項は、「履修要項」に掲載している。

　（４）定期試験は、筆記、レポート、実技などの方法で実施し、評価する。

　（５）試験を受験し、単位が認定されるためには、授業時間数の３分の２以上の出席が必要である。

　（６）GPA制度を導入している。GPAは、学生の学修成果を総合的に示す指標であり、これにより学

　　　修成果の評価を行う。１セメスター毎に成績の確認が行われ、GPA1.0以下の学生には指導を行

　　　う。

　（７）GPAによる成績評価は、「成績の評価と通知」P.10～を参照。

【評価に関する指標】

GPA・成績分布状況

学修・生活に関する調査

休学率

留年率

退学・除籍率

入試選抜

学修・生活に関する調査

機関レベル

（大学）

1

２

３

卒業率

就職率

進学率

卒業時アンケート

卒業後アンケート

企業アンケート

GPA・成績分布状況

取得単位数

授業評価アンケート

入学前教育取組状況教育課程レベル

（学部・学科）

卒業時アンケート

卒業後アンケート

成績評価

学修履歴

学外実習評価

授業評価アンケート

科目レベル

ディプロマポリシー（DP）、

カリキュラムポリシー（CP）

アドミッションポリシー（AP）対応するポリシー ディプロマポリシー（DP）

評価レベル 新入生 在学生 卒業生



（４）

アセスメント・ポリシー：学修成果の評価方針

　「授業科目の履修について」の章を元に、学修評価の質的水準とその具体的方法について示す。

（１）授業科目の評価は、授業への参加度、試験・レポート・実技・実習などの成績、及びその他の 

　　　学習作業の結果を総合して行う。

（２）各授業科目の成績評価法は、「授業計画（シラバス）」に掲載している。

（３）試験・成績に係る詳細な事項は、「履修要項」に掲載している。

（４）履修登録単位数は各学年53単位を上限とする。

（５）定期試験は、筆記、レポート、実技などの方法で実施し、評価する。

（６）試験を受験し、単位が認定されるためには、「履修要項」に定める出席が必要である。遅刻は30

　　　分以内で、３回につき1回の欠席扱いとする。

（７）歯科予防処置論Ⅰ～Ⅳ、歯科保健指導論Ⅰ～Ⅴ、歯科診療補助論Ⅰ～Ⅳは、段階履修とする。

（８）歯科臨床実習Ⅰ、歯科臨床実習Ⅱ、歯科臨床実習Ⅲ及び臨地実習は、「履修要項」に定めた科目

　　　を修得した者でなければ履修できない。

（９）歯科臨床実習Ⅰ及び歯科臨床実習Ⅱは、登院試験に合格しなければ履修できない。

（10）歯科臨床実習Ⅱは、歯科臨床実習Ⅰを修得した者でなければ履修できない。

（11）総合講義は、当該年度に卒業所要単位を満たす見込みの者でなければ履修できない。

（12）GPA制度を導入している。GPAは、学生の学修成果を総合的に示す指標であり、これにより学

　　　修成果の評価を行う。１セメスター毎に成績の確認を行い、GPA1.0以下の学生には指導を行う。

　　　２セメスターにわたりGPA1.0以下の学生には再指導を行う。

（13）GPAによる成績評価は、「成績の評価と通知」P.10～を参照。

【評価に関する指標】

GPA・成績分布状況

学修・生活に関する調査

休学率

留年率

退学・除籍率

入試選抜

学修・生活に関する調査

機関レベル

（大学）

1

２

３

卒業率

就職率

進学率

卒業時アンケート

卒業後アンケート

企業アンケート

GPA・成績分布状況

取得単位数

授業評価アンケート

登院試験

学力判定テスト

入学前教育取組状況

入学前教育確認テスト

教育課程レベル

（学部・学科）

卒業時アンケート

卒業後アンケート

国家試験合格率

国家試験合格者数

成績評価

学外実習評価

授業評価アンケート

科目レベル

ディプロマポリシー（DP）、

カリキュラムポリシー（CP）

アドミッションポリシー（AP）対応するポリシー ディプロマポリシー（DP）

評価レベル 新入生 在学生 卒業生



専攻科保育専攻

（５）

ディプロマ・ポリシー(DP)：卒業認定・学位授与の方針

　短期大学部専攻科保育専攻では、本学の建学の精神である「大覚円成　報恩行持」（感謝のこころを

育んで　いのち輝く人となる）に基づく人間性豊かな専門的指導力と研究心を持つ保育者の育成をしま

す。

　本学では下記の要件を満たした場合において、課程を修了いたします。

　１．保育に関する基礎的学修を基に、更に社会の変動にも十分な視野を持って保育の意義を認識でき

　　　る。

　２．保育に関する基礎的知識を基に、人間性豊かな子どもへの保育実践と保護者支援の専門性に基づ

　　　く働きかけができる。

　３．保育の専門的実践者として常に研究心を持ち、自己研鑽の姿勢を持ち続けることができる。

カリキュラム・ポリシー(CP)：教育課程編成・実施の方針

　短期大学部専攻科保育専攻では、ディプロマポリシーに定める素養と能力を身につけた人間性豊かな

専門的指導力を持つ人材を育成するために、次の方針に基づき、教育課程を編成しています。

　領域及び保育内容の指導法・教育の基礎的理解に関する科目とこれらの科目を基本とした実習、更に

学習者自らの選択による特別研究をとおして主体的に学び、保育を探求する人材を育成するために教育

課程を編成しています。

　１．専門教育

　　専門性を深めるために、教育学特論、保育学特論など教育の基礎的理解に関する科目と研究方法論、

　専攻科特別研究などその他の科目を必修科目として設置する。また保育内容特論、保育指導法研究、

　保育内容研究など、領域及び保育内容の指導法に関する科目、現代保育論、特別支援保育特論などの

　教育の基礎的理解に関する科目更に仏教保育特論、児童文学などの科目を選択科目として設置する。

　２．技術指導　演習等

　　保育演習、専攻科実習により専門科目などをとおして得た専門的知識をさまざまな保育の場面にお

　いて実践し、保育技術の向上を図るために設置する。

アドミッション・ポリシー(AP)：入学者受入れの方針

　短期大学部専攻科保育専攻では、短期大学での学業を基礎に子どもの健全な発育、発達と幸福に貢献

し、人間性豊かで有能な指導力を備えた専門的実践者を目指している人を歓迎します。

　１．社会における乳幼児の課題に深い関心を持ち、保育の専門職となる意欲のある人。

　２．保育実践について、考察・研究を深めようとする人。

　３．豊かな人間性を培い、自己を高め続けようとする人。

（４）

アセスメント・ポリシー：学修成果の評価方針

　「授業科目の履修について」の章を元に、学修評価の質的水準とその具体的方法について示す。

（１）授業科目の評価は、授業への参加度、試験・レポート・実技・実習などの成績、及びその他の 

　　　学習作業の結果を総合して行う。

（２）各授業科目の成績評価法は、「授業計画（シラバス）」に掲載している。

（３）試験・成績に係る詳細な事項は、「履修要項」に掲載している。

（４）履修登録単位数は各学年53単位を上限とする。

（５）定期試験は、筆記、レポート、実技などの方法で実施し、評価する。

（６）試験を受験し、単位が認定されるためには、「履修要項」に定める出席が必要である。遅刻は30

　　　分以内で、３回につき1回の欠席扱いとする。

（７）歯科予防処置論Ⅰ～Ⅳ、歯科保健指導論Ⅰ～Ⅴ、歯科診療補助論Ⅰ～Ⅳは、段階履修とする。

（８）歯科臨床実習Ⅰ、歯科臨床実習Ⅱ、歯科臨床実習Ⅲ及び臨地実習は、「履修要項」に定めた科目

　　　を修得した者でなければ履修できない。

（９）歯科臨床実習Ⅰ及び歯科臨床実習Ⅱは、登院試験に合格しなければ履修できない。

（10）歯科臨床実習Ⅱは、歯科臨床実習Ⅰを修得した者でなければ履修できない。

（11）総合講義は、当該年度に卒業所要単位を満たす見込みの者でなければ履修できない。

（12）GPA制度を導入している。GPAは、学生の学修成果を総合的に示す指標であり、これにより学

　　　修成果の評価を行う。１セメスター毎に成績の確認を行い、GPA1.0以下の学生には指導を行う。

　　　２セメスターにわたりGPA1.0以下の学生には再指導を行う。

（13）GPAによる成績評価は、「成績の評価と通知」P.10～を参照。

【評価に関する指標】

GPA・成績分布状況

学修・生活に関する調査

休学率

留年率

退学・除籍率

入試選抜

学修・生活に関する調査

機関レベル

（大学）

1

２

３

卒業率

就職率

進学率

卒業時アンケート

卒業後アンケート

企業アンケート

GPA・成績分布状況

取得単位数

授業評価アンケート

登院試験

学力判定テスト

入学前教育取組状況

入学前教育確認テスト

教育課程レベル

（学部・学科）

卒業時アンケート

卒業後アンケート

国家試験合格率

国家試験合格者数

成績評価

学外実習評価

授業評価アンケート

科目レベル

ディプロマポリシー（DP）、

カリキュラムポリシー（CP）

アドミッションポリシー（AP）対応するポリシー ディプロマポリシー（DP）

評価レベル 新入生 在学生 卒業生
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２０２７（令和９）年度

４ ５ ６ ７
日月火水木金土 日月火水木金土 日月火水木金土 日月火水木金土
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２０２６（令和８）年度

４ ５ ６ ７
日月火水木金土 日月火水木金土 日月火水木金土 日月火水木金土

１ ２ ３ ４ １ ２ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４
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27 28 29 30 31 24 
31 25 26 27 28 29 30 28 28 29 30 31

※祝日は、法改正により変更になる場合があります。



２０２６（令和８）年度　短期大学部行事予定

月 日 曜日
保育科

専攻科
１年生 ２年生

３ ２６ 木 オリエンテーション ・ 履修登録 ・健康診断 （３/ ３１まで）

４ １ 水 オリエンテーション （実習含む） ・ 履修登録 ・健康診断 （４/ ４まで） 前期授業開始 オリエンテーション （実習含む） ・ 履修登録 ・ 健康診断 （４/ ４まで）

４ 土
入学式
クラブ関係オリエンテーション （午後）

入学式 （全時限休講）
クラブ関係オリエンテーション （午後）

入学式
クラブ関係オリエンテーション （午後）

６ 月 前期授業開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 前期授業開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７ 火 履修登録修正期間開始 （４/ １４まで） 履修登録修正期間開始 （４/ １４まで） 履修登録修正期間開始 （４/ １４まで）

８ 水 釈尊降誕会　 釈尊降誕会 釈尊降誕会

１１ 土 月曜振替日 ( ６/ ８分 )

１４ 火 履修登録修正期間終了 履修登録修正期間終了 履修登録修正期間終了

１８ 土 火曜振替日 ( ６/ ９分 )

２５ 土 水曜振替日 ( ６/ １０分 )

２９ 水 昭和の日※授業実施 昭和の日※授業実施 昭和の日※授業実施

５ ２ 土 木曜振替日 ( ６/ １１分 )　

９ 土 月曜振替日 （５/ ４分） 月曜振替日 （５/ ４分） 月曜振替日 （５/ ４分）

１４ 木
保育学会総会 保育学会総会 保育学会総会

専攻科実習開始 （５/ １４～６/ １８までの毎週木曜日　６/ ２５は予備日）

１６ 土 火曜振替日 ( ５/ ５分 ) 火曜振替日 ( ５/ ５分 ) 火曜振替日 ( ５/ ５分 )

２２ 金 新入生本山参禅会 （全時限休講）

２３ 土 水曜振替日 ( ５/ ６分 ) 水曜振替日 ( ５/ ６分 ) 水曜振替日 ( ５/ ６分 )

３０ 土 月曜振替日 ( ６/ １５分 )

６ ４ 木 歯塚供養 （２時限目） 歯塚供養 （２時限目） 歯塚供養 （２時限目）

８ 月 教育実習開始 （６/ ２０まで）

２０ 土 教育実習終了

２７ 土 火曜振替日 ( ６/ １６分 )

７ ３ 金 精霊祭 （２時限目） 精霊祭 （２時限目） 精霊祭 （２時限目）

４ 土 金曜振替日 ( ５/ ２２分 ) 金曜振替日 ( ６/ １２分 )

１０ 金 前期試験についての発表 （定期試験時間割、 受験失格者他） 前期試験についての発表 （定期試験時間割、 受験失格者他） 前期試験についての発表 （定期試験時間割、 受験失格者他）

１１ 土
補講日 （１ ・ ２時限）
父母会総会 ・教育懇談会

補講日 （１ ・ ２時限）
父母会総会 ・教育懇談会

補講日 （１ ・ ２時限）
父母会総会 ・教育懇談会

１７ 金 前期授業最終日 前期授業最終日 前期授業最終日

１８ 土 補講日 （１ ・ ２時限） 補講日 （１ ・ ２時限） 補講日 （１ ・ ２時限）

２０ 月
海の日※定期試験実施
前期定期試験開始 （７/ ３０まで）
※７/ ２７～７/ ３０はクラス合同試験実施期間

海の日※定期試験実施
前期定期試験開始 （７/ ２５まで）

海の日※定期試験実施
前期定期試験開始 （７/ ２５まで）

２５ 土 前期定期試験終了 前期定期試験終了

２７ 月
夏季休暇開始
保育実習 （施設） 開始 （９/ ４まで）

夏季休暇開始

３０ 木 前期定期試験終了

３１ 金 夏季休暇開始

８ ２０ 木 前期成績発表、 前期追 ・特別 ・再試験時間割発表及び申込開始 （９/ ５まで） 前期成績発表、前期追・特別・再試験時間割発表及び申込開始（９/ ７午前まで） 前期成績発表、 前期追 ・特別 ・再試験時間割発表及び申込開始 （９/ ５まで）

２４ 月 保育実習 （保育所） 開始 （９/ ４まで）

２８ 金 三松幼稚園１日実習開始 （９/ ７まで）

９ １ 火 履修登録修正期間開始 （９/ ８まで） 履修登録修正期間開始 （９/ ８まで） 履修登録修正期間開始 （９/ ８まで）

４ 金
保育実習 （保育所） 終了
保育実習 （施設） 終了

５ 土 前期追 ・特別 ・再試験申込締切日 前期追 ・特別 ・再試験申込締切日

７ 月 三松幼稚園１日実習終了 前期追 ・特別 ・再試験申込締切日 ( 午前 )

8 火
前期追 ・特別 ・再試験開始 （９/ １２まで）
履修登録修正期間終了

前期追 ・特別 ・再試験開始 （９/ １２まで）
履修登録修正期間終了

前期追 ・特別 ・再試験開始 （９/ １２まで）
履修登録修正期間終了

１２ 土 前期追 ・特別 ・再試験終了 前期追 ・特別 ・再試験終了 前期追 ・特別 ・再試験終了

１４ 月 後期授業開始 後期授業開始 後期授業開始

２１ 月 敬老の日※授業実施 敬老の日※授業実施 敬老の日※授業実施

２２ 火 国民の休日※授業実施 国民の休日※授業実施 国民の休日※授業実施

１０ ３ 土 保育学会 保育学会 保育学会

１０ 土 月曜振替日 ( １１/ ９分 )

１２ 月 スポーツの日※授業実施 スポーツの日※授業実施 スポーツの日※授業実施

１５ 木 御征忌 御征忌 御征忌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１６ 金 防災訓練 （２時限目） 防災訓練 （２時限目） 防災訓練 （２時限目）

１７ 土 水曜振替日 ( ９/ ２３分 )

２３ 金 大学祭準備 ・前夜祭 （休講） 大学祭準備 ・前夜祭 （休講） 大学祭準備 ・前夜祭 （休講）

２４ 土 大学祭 大学祭 大学祭

２５ 日 大学祭 大学祭 大学祭

３１ 土 金曜振替日 ( １０/ ２３分 )

１１ ３ 火 文化の日※授業実施 文化の日※授業実施 文化の日※授業実施

９ 月 教育実習開始 ( １１/ ２１まで )

２０ 金 太祖降誕会 太祖降誕会 太祖降誕会

２１ 土
教育実習終了
開学記念日 （休業）

開学記念日 （休業） 開学記念日 （休業）

２８ 土 火曜振替日 ( １１/ １０分 )

１２ ５ 土 火曜２時限振替日 ( ２時限で実施 ) （１２/ ８分）　 火曜２時限振替日 ( ２時限で実施 ) （１２/ ８分）　 火曜２時限振替日 ( ２時限で実施 ) （１２/ ８分）　

８ 火 成道会 （２時限目休講） 成道会 （２時限目休講） 成道会 （２時限目休講）

１２ 土 月曜振替日 （１１/ １６分）

２９ 火 冬季休暇 （１/ ５まで） 冬季休暇 （１/ ５まで） 冬季休暇 （１/ ５まで）

１ ６ 水 授業再開 授業再開 授業再開

７ 木 補講日 （１～５時限） 補講日 （１～５時限）

８ 金
後期試験についての発表 （定期試験時間割、 受験失格者他） 後期試験についての発表 （定期試験時間割、 受験失格者他）

後期授業最終日
後期試験についての発表 （定期試験時間割、 受験失格者他）
後期授業最終日

９ 土
金曜３ ・ ４ ・ ５時限振替日 ( １ ・ ２ ・ ３時限で実施 )
（１/ １５分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１２ 火 補講日 （１～５時限） 補講日 （１～５時限）

１３ 水 補講日 （１～５時限） 補講日 （１～５時限）

１４ 木 補講日 （１～５時限） 補講日 （１～５時限）

１５ 金
大学入学共通テスト準備 ( 午後休講 )
後期授業最終日

大学入学共通テスト準備 ( 午後休講 )
補講日 （１ ・ ２時限）

大学入学共通テスト準備 ( 午後休講 )
補講日 （１ ・ ２時限）

１６ 土 大学入学共通テスト （全時限休講） 大学入学共通テスト （全時限休講） 大学入学共通テスト （全時限休講）

１７ 日 大学入学共通テスト 大学入学共通テスト 大学入学共通テスト

１８ 月
後期定期試験開始 （１/ ２２まで） 後期定期試験開始 （１/ ２６まで）

※１/ ２３～１/ ２６はクラス合同試験実施期間
後期定期試験開始 （１/ ２２まで）

２２ 金 後期定期試験終了 後期定期試験終了

２５ 月 保育実習 （保育所） 開始 （２/ ５まで）

２６ 火 後期定期試験終了

２ ５ 金 保育実習 （保育所） 終了 特別研究発表会

８ 月
後期総合成績発表 （学内で手渡し）、 後期追 ・特別 ・
再試験時間割発表及び申込開始 （２/ ９まで）

後期総合成績発表 （学内で手渡し）、 後期追 ・特別 ・
再試験時間割発表及び申込開始 （２/ ９まで）

後期総合成績発表 （学内で手渡し）、 後期追 ・特別 ・
再試験時間割発表及び申込開始 （２/ ９まで）

９ 火 後期追 ・特別 ・再試験申込締切日 後期追 ・特別 ・再試験申込締切日 後期追 ・特別 ・再試験申込締切日

１０ 水 後期追 ・特別 ・再試験開始 （２/ １６まで） 後期追 ・特別 ・再試験開始 （２/ １６まで） 後期追 ・特別 ・再試験開始 （２/ １６まで）

１５ 月 涅槃会 涅槃会 涅槃会

１６ 火 後期追 ・特別 ・再試験終了 後期追 ・特別 ・再試験終了 後期追 ・特別 ・再試験終了

１７ 水 保育実習 （施設） 開始 （３/ １９まで）

３ １３ 土 卒業式 卒業式 修了式

１９ 金 保育実習 （施設） 終了
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２０２６（令和８）年度　短期大学部行事予定

月 日 曜日
歯科衛生科

１年生 ２年生 ３年生

３ １７ 火 実習オリエンテーション （３/ ２4 まで）

２６ 木 オリエンテーション （実習含む） ・ 履修登録 ・ 健康診断 （３/ ３０まで） オリエンテーション （実習含む） ・ 履修登録 ・健康診断 （３/ ２７まで）

３０ 月 前期実習 （７/ ２５まで）

４ １ 水 オリエンテーション （実習含む） ・ 履修登録 ・ 健康診断 （４/ ４まで）

４ 土
入学式
クラブ関係オリエンテーション （午後）

入学式
クラブ関係オリエンテーション （午後）

入学式
クラブ関係オリエンテーション （午後）

６ 月 前期授業開始 前期授業開始　　 前期授業開始　　　　

７ 火 履修登録修正期間開始 （４/ １４まで） 履修登録修正期間開始 （４/ １４まで） 履修登録修正期間開始 （４/ １４まで）

８ 水 釈尊降誕会　 釈尊降誕会　 釈尊降誕会　

１４ 火 履修登録修正期間終了 履修登録修正期間終了 履修登録修正期間終了

２９ 水 昭和の日※授業実施 昭和の日※授業実施 昭和の日※授業実施

５ ２ 土 木曜１ ・ ２時限振替日 （５/ ２１分）

９ 土 月曜振替日 （５/ ４分） 月曜振替日 （５/ ４分） 月曜振替日 （５/ ４分）

１６ 土 火曜振替日 ( ５/ ５分 ) 火曜振替日 ( ５/ ５分 ) 火曜振替日 ( ５/ ５分 )

２１ 木 新入生本山参禅会 （午前のみ休講）

２３ 土 水曜振替日 ( ５/ ６分 ) 水曜振替日 ( ５/ ６分 ) 水曜振替日 ( ５/ ６分 )

６ ４ 木 歯塚供養 （２時限目） 歯塚供養 （２時限目） 歯塚供養 （２時限目）

７ ３ 金
精霊祭 （２時限目休講）
※学内実習実施

精霊祭 （２時限目休講） 精霊祭 （２時限目休講）
※臨地 ・臨床実習実施

４ 土 金曜２時限振替日 （７/ ３分） 金曜２時限振替日 （７/ ３分） 金曜２時限振替日 （７/ ３分）

１０ 金 前期試験についての発表 （定期試験時間割、 受験失格者他） 前期試験についての発表 （定期試験時間割、 受験失格者他） 前期試験についての発表 （定期試験時間割、 受験失格者他）

１１ 土
補講日 （１ ・ ２時限）
父母会総会 ・教育懇談会

補講日 （１ ・ ２時限）
父母会総会 ・教育懇談会

補講日 （１ ・ ２時限）
父母会総会 ・教育懇談会

１７ 金 前期授業最終日 前期授業最終日 前期授業最終日

１８ 土 補講日 （１ ・ ２時限） 補講日 （１ ・ ２時限） 補講日 （１ ・ ２時限）

２０ 月
海の日※定期試験実施
前期定期試験開始 （７/ ３０まで）

海の日※定期試験実施
前期定期試験開始 （７/ ２５まで）

海の日※定期試験実施
前期定期試験開始 （７/ ２５まで）

２５ 土 前期定期試験終了 前期定期試験終了

２７ 月 夏季休暇開始 夏季休暇開始

３０ 木 前期定期試験終了

３１ 金 夏季休暇開始

８ ２０ 木 前期成績発表、 前期追・特別・再試験時間割発表及び申込開始 （９/ ５まで） 前期成績発表、 前期追・特別・再試験時間割発表及び申込開始 （９/ ５まで） 前期成績発表、 前期追・特別・再試験時間割発表及び申込開始 （９/ ５まで）

３１ 月 実習オリエンテーション （９/ ２６まで）

９ １ 火 履修登録修正期間開始 （９/ ８まで） 履修登録修正期間開始 （９/ ８まで） 履修登録修正期間開始 （９/ ８まで）

５ 土 前期追 ・特別 ・再試験申込締切日 前期追 ・特別 ・再試験申込締切日 前期追 ・特別 ・再試験申込締切日

８ 火
前期追 ・特別 ・再試験開始 （９/ １２まで）
履修登録修正期間終了

前期追 ・特別 ・再試験開始 （９/ １２まで）
履修登録修正期間終了

前期追 ・特別 ・再試験開始 （９/ １２まで）
履修登録修正期間終了

１２ 土 前期追 ・特別 ・再試験終了 前期追 ・特別 ・再試験終了 前期追 ・特別 ・再試験終了

１４ 月 後期授業開始 後期授業開始 後期授業開始

２１ 月 敬老の日※授業実施 敬老の日※授業実施 敬老の日※授業実施

２２ 火 国民の休日※授業実施 国民の休日※授業実施 国民の休日※授業実施

２８ 月 後期実習 （２０２７年１/ ３０まで）　

１０ １２ 月 スポーツの日※授業実施 スポーツの日※授業実施 スポーツの日※授業実施

１５ 木 御征忌 御征忌 御征忌

１６ 金 防災訓練 （２時限目） 防災訓練 （２時限目） 防災訓練 （２時限目）

２３ 金
大学祭準備 ・前夜祭 （休講）
※学内実習実施

大学祭準備 ・前夜祭 （休講）
※臨地 ・臨床実習実施

大学祭準備 ・前夜祭 （休講）

２４ 土 大学祭 大学祭 大学祭

２５ 日 大学祭 大学祭 大学祭

１１ ３ 火 文化の日※授業実施 文化の日※授業実施 文化の日※授業実施

２０ 金 太祖降誕会 太祖降誕会 太祖降誕会

２１ 土 開学記念日 （休業） 開学記念日 （休業） 開学記念日 （休業）

１２ ５ 土
火曜２時限振替日 ( ２時限で実施 ) （１２/ ８分）　
保健学会

火曜２時限振替日 ( ２時限で実施 ) （１２/ ８分）　
保健学会

火曜２時限振替日 ( ２時限で実施 ) （１２/ ８分）　
保健学会

８ 火
成道会 （２時限目休講）
※学内実習実施

成道会 （２時限目休講）
※臨地 ・臨床実習実施

成道会 （２時限目休講）

２９ 火 冬季休暇 （１/ ５まで） 冬季休暇 （１/ ５まで） 冬季休暇 （１/ ５まで）

１ ６ 水 授業再開 授業再開 授業再開

７ 木 補講日 （１～５時限） 補講日 （１～５時限） 補講日 （１～５時限）

８ 金
後期試験についての発表 （定期試験時間割、 受験失格者他）
後期授業最終日

後期試験についての発表 （定期試験時間割、 受験失格者他）
後期授業最終日

後期試験についての発表 （定期試験時間割、 受験失格者他）
後期授業最終日

１２ 火 補講日 （１～５時限） 補講日 （１～５時限） 補講日 （１～５時限）

１３ 水 補講日 （１～５時限） 補講日 （１～５時限） 補講日 （１～５時限）

１４ 木 補講日 （１～５時限） 補講日 （１～５時限） 補講日 （１～５時限）

１５ 金
大学入学共通テスト準備 ( 午後休講 )
補講日 （１ ・ ２時限）

大学入学共通テスト準備 ( 午後休講 )
※臨地 ・臨床実習実施

大学入学共通テスト準備 ( 午後休講 )
補講日 （１ ・ ２時限）

１６ 土
大学入学共通テスト （全時限休講） 大学入学共通テスト （全時限休講）

※臨地 ・臨床実習実施
大学入学共通テスト （全時限休講）

１７ 日 大学入学共通テスト 大学入学共通テスト 大学入学共通テスト

１８ 月 後期定期試験開始 （１/ ２６まで） 後期定期試験開始 （１/ ２３まで） 後期定期試験開始 （１/ ２６まで）

２３ 土 後期定期試験終了

２６ 火 後期定期試験終了 後期定期試験終了

２ ８ 月
後期総合成績発表 （学内で手渡し）、 後期追 ・特別 ・
再試験時間割発表及び申込開始 （２/ ９まで）

後期総合成績発表 （学内で手渡し）、 後期追 ・特別 ・
再試験時間割発表及び申込開始 （２/ ９まで）

後期総合成績発表 （学内で手渡し）、 後期追 ・特別 ・
再試験時間割発表及び申込開始 （２/ ９まで）

９ 火 後期追 ・特別 ・再試験申込締切日 後期追 ・特別 ・再試験申込締切日 後期追 ・特別 ・再試験申込締切日

１０ 水 後期追 ・特別 ・再試験開始 （２/ １６まで） 後期追 ・特別 ・再試験開始 （２/ １６まで） 後期追 ・特別 ・再試験開始 （２/ １６まで）

１５ 金 涅槃会 涅槃会 涅槃会

１６ 火 後期追 ・特別 ・再試験終了 後期追 ・特別 ・再試験終了 後期追 ・特別 ・再試験終了

３ １３ 土 卒業式 卒業式 卒業式
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授業科目の履修について

ま　　え　　が　　き

　所定の授業科目を適切な計画のもとに順序よく履修することは、大学生活の根幹

をなすものである。そのためには履修に関する十分な理解が必要である。以下、各

項目にわたって説明する。なお、学則の第５章、第６章（「学生生活」参照）を熟読

すること。

単　　　 位　　　 制

　単位制は一定の授業科目を履修し、それに割り当てられている所定の単位を修得

することによって成り立つものである。

　１年間の授業期間は、３５週にわたり行うことを原則とする。これを、前期及び後

期の２期に分ける。

　授業科目は、定期試験期間を除き、１年間３０週をもって完結するものや、前期又

は後期の１５週で完結するものもある。

　授業科目は、(1) 講義、(2) 演習、（3) 実験、実習及び実技の３種類に分けられる。

1 単位の授業時間は、（1）講義及び（2）演習については、１５時間から３０時間までとし、

(3) 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までとする。本学では、1 時

限の授業時間が 2 時間として計算され、それぞれの単位が次のように計算される。

　 （１）講義科目　毎週１時限の授業が１年間行われて４単位。前期又は後期のみ

　　　　　　　　　の１期間で終了する科目は毎週１時限の授業が半年間行われて

　　　　　　　　　２単位。ただし、歯科衛生科の科目には、毎週１時限の授業が

　　　　　　　　　１年間行われて２単位の科目、前期又は後期のみの１期間で終

　　　　　　　　　了する科目で毎週１時限の授業が半年間行われて１単位の科目

　　　　　　　　　もある。

　 （２）演習科目　毎週１時限の授業が１年間行われて２単位又は４単位。前期又

　　　　　　　　　は後期のみの 1 期間で終了する科目は毎週１時限の授業が半年

　　　　　　　　　間行われて１単位又は２単位。

　 （３）実験、実習及び実技科目

　　　　　　　　　毎週１時限の授業が１年間行われて１単位。前期又は後期のみの１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期間と１期間の２分の１で終了する科目は毎週１時限の授業が半年

　　　　　　　　　間と半年間の２分の１行われて１単位。ただし、歯科衛生科の科目

　　　　　　　　　には、毎週１時限の授業が半年間行われて１単位の科目もある。
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履 修 に 関 す る 注 意

（ａ）卒業のために必要な授業科目およびその単位数に関する規定は、きわめて厳格

　 なものであって、1 単位の不足があっても卒業できない。

（ｂ）授業科目の評価は、出席状況、試験・レポートなどの成績、およびその他の学

　 習作業の結果を総合して決められ、合格と判定された科目に対しては所定の単位

　 が与えられる。したがって、試験の成績が合格の程度に達していても、不合格と

　 なることがある。

履修登録単位数の上限

　１年間に履修科目として登録できる単位数の上限を以下のとおりとする。

　　●  保育科は６４単位を上限とする。（ただし、１年次において取得できなかった単

　　　位を２年次に再履修する場合、その単位は２年次に履修できる単位の上限単位

　　　に含めない。）

　　●  歯科衛生科は各学年５３単位を上限とする。

履 修 科 目 の 登 録

（ａ）授業を受けて単位を修得するためには、毎年度の始めにその年度の受講計画を

　 立てて、履修する授業科目を登録しなければならない。期日までに登録しなかっ

　 た場合には、その年度の履修が認められず、たとえ授業を受けても試験を受ける

　 資格がなく単位は与えられない。

　 　したがって、登録を怠って 1 年間又は半年間を無駄にすることのないように

　 十分注意すること。

（ｂ）履修科目の登録は、指定された期間に必ず本人が行うものとする。登録期間内

　 に手続きできない場合は必ず事前に教務課まで申し出ること。

（ｃ）すでに単位を修得した科目を重ねて履修することはできない。

（ｄ）履修科目は当該学年に配当されている科目を履修することを原則とする。

（ｅ）クラス指定のある科目は当該クラスで履修することを原則とする。

（ｆ）不合格となった科目の単位を修得するためには、次年度において再履修しなけ

　  ればならない。

（ｇ）前年度までに修得すべき単位が残っている場合は、履修科目登録の前に学級担

　 任、担当教員又は教務課の助言を受けること。

（ｈ）履修科目の登録手順

　　1．履修科目登録の準備（年度始めの教務課オリエンテーションの説明による）

　　　　　　　　　　　　　↓
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　　2．web履修登録（履修科目登録日参照）

　　　　　　　　　　　　　↓

　　3．履修科目登録の確認（「履修登録確認表」の受取）

　　　　　　　　　　　　　↓

　　4．履修科目登録の変更・修正（履修登録修正期間内）

　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　履修科目登録完了

　１．履修科目登録の準備

　　●  履修科目登録に必要な書類（履修要項、授業時間割表、その他プリント類）

　　　は教務課オリエンテーションにて配布するので、履修科目登録日には必ず持

　　　参すること。

　　●  学生は履修科目登録日までに履修要項・web シラバス（鶴見大学ポータルシ

　　　ステム）を熟読し、教務課オリエンテーションでの説明、指導により受講計

　　　画を立てておくこと。

　　●  授業科目の中には履修人数を制限している科目がある。人数制限科目の履修

　　　を希望する学生は、教務課オリエンテーション時に行う履修登録順番票の抽

　　　選結果に従って、人数制限科目登録用紙を受け取り、申請することによって、

　　　履修が認められる。

　２．web履修登録

　　●   履修科目登録は履修科目登録日に教務課の説明を聞いて、各自が web上で登

　　　録を行うこと。なお、登録に必要な I D・パスワードについては履修登録時に

　　　連絡する。

　３．履修科目登録の確認

　　●  「履修登録確認表」は各科指定された日時に教務課より受け取り、各自で誤り

　　　がないか確認すること。

　　●  「履修登録確認表」の確認を怠り、誤りをそのままにしておくと、たとえ授

　　　業に出席していても、その科目の履修は無効となってしまうので注意するこ

　　　と。

　４．履修科目登録の変更・修正

　　●  履修科目の変更、修正、追加、取消については、前期及び後期に履修登録修

　　　正期間を設けて受け付けを行う。また、欠員のある人数制限科目の追加登録

　　　についても同様に受け付ける。変更、修正等を希望する学生は、「履修登録確

　　　認表」に修正等を記載し、教務課に提出すること。訂正後は必ず「履修登録

　　　確認表」を受け取り、確認すること。

　　◎履修登録修正期間外の変更、修正、追加、取消等は一切認められない。
― 4 ―

履 修 に 関 す る 注 意

（ａ）卒業のために必要な授業科目およびその単位数に関する規定は、きわめて厳格

　 なものであって、1 単位の不足があっても卒業できない。

（ｂ）授業科目の評価は、出席状況、試験・レポートなどの成績、およびその他の学

　 習作業の結果を総合して決められ、合格と判定された科目に対しては所定の単位

　 が与えられる。したがって、試験の成績が合格の程度に達していても、不合格と

　 なることがある。

履修登録単位数の上限

　１年間に履修科目として登録できる単位数の上限を以下のとおりとする。

　　●  保育科は６４単位を上限とする。（ただし、１年次において取得できなかった単

　　　位を２年次に再履修する場合、その単位は２年次に履修できる単位の上限単位

　　　に含めない。）

　　●  歯科衛生科は各学年５３単位を上限とする。

履 修 科 目 の 登 録

（ａ）授業を受けて単位を修得するためには、毎年度の始めにその年度の受講計画を

　 立てて、履修する授業科目を登録しなければならない。期日までに登録しなかっ

　 た場合には、その年度の履修が認められず、たとえ授業を受けても試験を受ける

　 資格がなく単位は与えられない。

　 　したがって、登録を怠って 1 年間又は半年間を無駄にすることのないように

　 十分注意すること。

（ｂ）履修科目の登録は、指定された期間に必ず本人が行うものとする。登録期間内

　 に手続きできない場合は必ず事前に教務課まで申し出ること。

（ｃ）すでに単位を修得した科目を重ねて履修することはできない。

（ｄ）履修科目は当該学年に配当されている科目を履修することを原則とする。

（ｅ）クラス指定のある科目は当該クラスで履修することを原則とする。

（ｆ）不合格となった科目の単位を修得するためには、次年度において再履修しなけ

　  ればならない。

（ｇ）前年度までに修得すべき単位が残っている場合は、履修科目登録の前に学級担

　 任、担当教員又は教務課の助言を受けること。

（ｈ）履修科目の登録手順

　　1．履修科目登録の準備（年度始めの教務課オリエンテーションの説明による）

　　　　　　　　　　　　　↓
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（ｉ）履修科目登録日

Ａ・Ｂ

Ｃ・Ｄ

Ａ・Ｂ

Ｃ・Ｄ

Ａ

Ｂ

全

全

５０２

５０２

５０２

５０２

５０２

５０２

５０２

５０２

４月　３日（金）

４月　３日（金）

３月２７日（金）

３月２７日（金）

４月　２日（木）

４月　２日（木）

３月２７日（金）

３月２６日（木）

 9 時 00 分～ 10 時 30 分

10 時 40 分～ 12 時 10 分

 9 時 00 分～ 10 時 30 分

10 時 30 分～ 12 時 00 分

13 時 00 分～ 14 時 30 分

14 時 40 分～ 16 時 10 分

※　　　　　　　　　　

※　　　　　　　　　　

1 年

1 年

2 年

2 年

3 年

歯科衛生科

保 育 科

科 組 日　　　　　時 教　室学年

※　教務オリエンテーション内で指導する
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試 験 に つ い て の 細 則

　学則第１０条第３項の規定で定める試験についての細則は次のとおりとする。

１　試　験

　試験には、定期試験、追試験、特別試験、再試験がある。

　 （ａ）定期試験

　　　　前期及び後期の定期試験期間中に行う。試験の方法には筆記、レポート、

　　　　実技などがある。

　 （ｂ）追試験

　　１．定期試験を欠席した者に対して行われる。

　　　　なお、追試験の受験手続きを怠った者、欠席をした者（忌引等のやむをえ

　　　　ない事由による欠席は除く）は受験資格を失う。不合格となった場合は再

　　　　履修となる。

　　２．追試験の受験手続きは、次のとおりである。

　　　ア　欠席した科目の試験日を含めて、原則として７日以内に所定の「試験欠

　　　　　席届」と「相当の証明書」を教務課に提出しなければならない。ただし、

　　　　　欠席理由を証明する「相当の証明書」の提出が無い場合、または、提出

　　　　　された証明書が「相当の証明書」と認められない場合には、「再試験扱い」

　　　　　となる。

　　　イ　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法等を確認し、「試験

　　　　　申込用紙」に必要事項を正確に記入し、受験料の証紙を貼付の上所定の

　　　　　期間内に教務課に提出しなければならない。

　　　ウ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

　　　　　を提示しなければならない。

　　　エ　受験料は１科目１,000 円とする。

　　３．追試験は最高点を 80点とする。

　 （ｃ）特別試験

　   １．追試験を受験する者のうち、定期試験を忌引、就職試験、実習で欠席した

　　　　者に対して行われる。なお、特別試験の受験手続きを怠った者、欠席をし

　　　　た者（忌引等のやむをえない事由による欠席は除く）は受験資格を失う。

　　　　不合格となった場合は再履修となる。

　　２．特別試験の受験手続きは、次のとおりである。

　　　ア　欠席した科目の試験日を含めて、原則として 7 日以内に所定の「試験欠

　　　　　席届」と「相当の証明書」を教務課に提出しなければならない。ただし、

　　　　　忌引き、就職試験、実習による欠席について「相当の証明書」の提出が
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（ｉ）履修科目登録日

Ａ・Ｂ

Ｃ・Ｄ

Ａ・Ｂ

Ｃ・Ｄ

Ａ

Ｂ

全

全

５０２

５０２

５０２

５０２

５０２

５０２

５０２

５０２

４月　３日（金）

４月　３日（金）

３月２７日（金）

３月２７日（金）

４月　２日（木）

４月　２日（木）

３月２７日（金）

３月２６日（木）

 9 時 00 分～ 10 時 30 分

10 時 40 分～ 12 時 10 分

 9 時 00 分～ 10 時 30 分

10 時 30 分～ 12 時 00 分

13 時 00 分～ 14 時 30 分

14 時 40 分～ 16 時 10 分

※　　　　　　　　　　

※　　　　　　　　　　

1 年

1 年

2 年

2 年

3 年

歯科衛生科

保 育 科

科 組 日　　　　　時 教　室学年

※　教務オリエンテーション内で指導する
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　　　　　無い場合、または、提出された証明書が「相当の証明書」と認められな

　　　　　い場合には、「再試験扱い」となる。

　　　イ　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法等を確認し、「試験

　　　　　申込用紙」に必要事項を正確に記入し、所定の期間内に教務課に提出し

　　　　　なければならない。

　　　ウ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

　　　　　を提示しなければならない。

　　　エ　受験料は無料である。

　　３．特別試験の成績は、減点されない。

　 （ｄ）再試験

　　１．期末において科目の総合成績が不合格になった者に対して行われる。ただ

　　　　し、追試験及び特別試験の不合格者は対象にならない。なお、再試験の受

　　　　験手続きを怠ったり、欠席をした者（忌引等のやむをえない事由による欠

　　　　席は除く）は受験資格を失う。不合格となった場合は再履修となる。

　　　　通年科目の前期の再試験は、原則として行われない。

　　２．再試験の受験手続きは、次のとおりである。

　　　ア　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法等を確認し、「試験

　　　　　申込用紙」に必要事項を正確に記入し、受験料の証紙を貼付の上所定の

　　　　　期間内に教務課に提出しなければならない。

　　　イ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

　　　　　を提示しなければならない。

　　　ウ　受験料は 1科目 2,000 円とする。

　　３．再試験に合格した場合の成績は、合格の最低点とする。

2　受験に関する注意

　 （ａ）次の場合には受験できない。

　　１．履修届に科目名が記入されていない場合

　　２．授業時間数の 3 分の 2 以上出席しなかった場合

　　３．授業料はじめ学納金等が納入されていない場合

　　４．試験場に 20 分以上遅刻した場合

　 （ｂ）試験場の注意

　　１．試験場では、監督者の指示に従わなければならない。

　　２．学籍番号順に着席しなければならない。また、着席後は私語を慎まなけれ

　　　　ばならない。

　　３．試験中は学生証を机上に置かなければならない。学生証を忘れた場合には、
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　　　　教務課で「仮受験票」の交付を受け、机上に置かなければならない。

　　　　（手数料は 1,000 円とする）

　　４．筆記具及び許可されたもの以外は机上に出してはならない。また、携帯電話、

　　　　情報端末等は時計としての利用もできない。特に携帯電話、情報端末等は、

　　　　受験者が試験中に手に取ったり操作したことを監督者が目視した時点で不

　　　　正行為と見なされるので注意すること。

　　５．試験時間終了まで退出してはならない。

　 （ｃ）不正行為について

　　　　筆記試験に不正行為があった場合は、ただちに当該科目の受験が停止され

　　　　る。その後、事実確認が行われ、教授会の審議を経てその科目を含む当該

　　　　期に履修中の筆記試験を行う全ての科目が失格となる。なお、前期に不正

　　　　行為が行われた場合、前期に筆記試験が行われる通年科目も失格となる。

　 （ｄ）追試験・特別試験・再試験を欠席する場合について

　　　　追試験・特別試験・再試験を忌引等やむをえない事由で欠席する場合には、

　　　　ただちに、教務課に申し出のうえ、指示を受け、「相当の証明書」を提出す

　　　　ること。

３　試験時間

　 （ａ）  定期試験時間は次のとおりとする。

　　　　〔保育科〕

　　　　　第 1 時限　　　９時 00 分～ 10 時 30 分

　　　　　第 2 時限　　 10 時 40 分～ 12 時 10 分

　　　　　第 3 時限　　 13 時 00 分～ 14 時 30 分

　　　　　第 4 時限　　 14 時 40 分～ 16 時 10 分

　　　　　第 5 時限　　 16 時 20 分～ 17 時 50 分

　　　　　※上記の時間内に 50 分間から 90 分間の試験を行う。

　　　　〔保育科（クラス合同試験実施期間）〕

　　　　　第 1 時限　　　９時 20 分～ 10 時 10 分

　　　　　第 2 時限　　 10 時 40 分～ 11 時 30 分

　　　　　第 3 時限　　 13 時 20 分～ 14 時 10 分

　　　　　第 4 時限　　 14 時 40 分～ 15 時 30 分

　　　　　第 5 時限　　 16 時 00 分～ 16 時 50 分

　　　　〔歯科衛生科〕

　　　　　第 1 時限　　　９時 20 分～ 10 時 10 分

　　　　　第 2 時限　　 10 時 40 分～ 11 時 30 分
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　　　　　無い場合、または、提出された証明書が「相当の証明書」と認められな

　　　　　い場合には、「再試験扱い」となる。

　　　イ　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法等を確認し、「試験

　　　　　申込用紙」に必要事項を正確に記入し、所定の期間内に教務課に提出し

　　　　　なければならない。

　　　ウ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

　　　　　を提示しなければならない。

　　　エ　受験料は無料である。

　　３．特別試験の成績は、減点されない。

　 （ｄ）再試験

　　１．期末において科目の総合成績が不合格になった者に対して行われる。ただ

　　　　し、追試験及び特別試験の不合格者は対象にならない。なお、再試験の受

　　　　験手続きを怠ったり、欠席をした者（忌引等のやむをえない事由による欠

　　　　席は除く）は受験資格を失う。不合格となった場合は再履修となる。

　　　　通年科目の前期の再試験は、原則として行われない。

　　２．再試験の受験手続きは、次のとおりである。

　　　ア　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法等を確認し、「試験

　　　　　申込用紙」に必要事項を正確に記入し、受験料の証紙を貼付の上所定の

　　　　　期間内に教務課に提出しなければならない。

　　　イ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

　　　　　を提示しなければならない。

　　　ウ　受験料は 1科目 2,000 円とする。

　　３．再試験に合格した場合の成績は、合格の最低点とする。

2　受験に関する注意

　 （ａ）次の場合には受験できない。

　　１．履修届に科目名が記入されていない場合

　　２．授業時間数の 3 分の 2 以上出席しなかった場合

　　３．授業料はじめ学納金等が納入されていない場合

　　４．試験場に 20 分以上遅刻した場合

　 （ｂ）試験場の注意

　　１．試験場では、監督者の指示に従わなければならない。

　　２．学籍番号順に着席しなければならない。また、着席後は私語を慎まなけれ

　　　　ばならない。

　　３．試験中は学生証を机上に置かなければならない。学生証を忘れた場合には、
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　　　　　第 3 時限　　 13 時 20 分～ 14 時 10 分

　　　　　第 4 時限　　 14 時 40 分～ 15 時 30 分

　　　　　第 5 時限　　 16 時 00 分～ 16 時 50 分

　 （ｂ）  追試験・特別試験・再試験時間は次のとおりとする。

　　　　〔保育科・歯科衛生科〕

　　　　　第 1 時限　　　９時 20 分～ 10 時 10 分

　　　　　第 2 時限　　 10 時 40 分～ 11 時 30 分

　　　　　第 3 時限　　 13 時 20 分～ 14 時 10 分

　　　　　第 4 時限　　 14 時 40 分～ 15 時 30 分

　　　　　第 5 時限　　 16 時 00 分～ 16 時 50 分

４　レポート提出に関する注意

　レポートの作成ならびに提出については次のとおりである。

　 （ａ）  提出の仕方

　　・レポートには、必ず科目名・担当者名・題目・学科・学年・組・学籍番号・

　　　氏名を明記すること。

　　・複数枚になる場合には、ホチキスで綴じること。

　　・用紙・サイズなどは担当者の指示に従うこと。

　 （ｂ）  提出場所

　　　　教務課または研究室等指定された場所に提出すること。

　 （ｃ）  提出期日

　　　　定められた期日に提出すること。ただし、教務課へ提出する場合の提出時

　　　　間は平日 9 時～ 16 時、土曜日 9 時～ 12 時とする。

　 （ｄ）追試験・特別試験・再試験でレポートを提出する場合

　　　　レポート提出時に必ず受験許可書を提示すること。

成 績 の 評 価 と 通 知

　 （ａ）授業科目の評価は、出席状況、試験・レポート、実技・実習などの成績及

　　　　びその他の学習作業の結果を総合して行う。

　 （ｂ）  下記の通りＧＰＡ制度による評価を導入する。

成
績
評
価
対
象

合否

合格

成績評価基準評価
秀
優
良
可

90 点 ~100 点
80 点 ~89 点
70 点 ~79 点
60 点 ~69 点

4.0
3.0
2.0
1.0

特に優れた成績
優れた成績
妥当と認められる成績
合格と認められる最低
限の成績

評価内容GP
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　　ＧＰＡとは、Grade Point Average の略で、成績評価に評定値 (ＧＰ） を設定し、

　履修した科目の一単位あたりの評価平均値を計算したものである。ＧＰＡは、各学生の学

　修成績を総合的に示す指標となるものであり、成績通知書並びに成績証明書に表示さ

れる。

　　GPA の計算方法は、以下のとおりとする。

　　　※不合格科目を再履修して合格した場合でも、不合格分も通算 GPA の分母に含める。

　１セメスター毎に成績の確認が行われ、ＧＰＡ1.0 以下の学生には、指導を行う。 ２セメス

ターにわたりＧＰＡ1.0以下の学生は、再指導を行う。以上のような経過措置を取った上で、

３セメスター以降においても改善が見られない場合、退学勧告等の措置を含めた指導を行

う。

　 （ｃ）通知

　　　　各科目の成績は定期試験終了後、所定の期間内に通知される。

単　 位　 の　 認　 定

　授業科目を履修した者に対し、試験、その他本学が定める適切な方法により、学

修の成果を評価して単位を与えるものとする。また単位が認定されるためには、授

業時間数の３分の２以上出席することが必要である。ただし、歯科衛生科の実習科

目は４分の３以上出席することが必要である。

卒　　　　　　　　　　業

　 （ａ）保育科は本学に２年以上在学し、歯科衛生科は３年以上在学して、卒業に

　　　　必要な所定の単位を修得した者については、教授会の審議を経て、学長が

　　　　卒業を認定し卒業証書・学位記が授与される。

　 （ｂ）卒業した者には、次の短期大学士の学位が与えられる。

　　　　　　保　育　科　―　短期大学士（保育学）

４.０× 秀の修得単位数＋３.０× 優の修得単位数＋２.０× 良の修得単位数＋１.０× 可の修得単位数

総履修単位数 （合格、 不合格のすべてを含む）

対
象
外

不合格

不可
失格

試験欠席

認定

中止

59 点以下
受験失格
レポート未提出
試験欠席

単位認定科目

履修中止科目

0.0
0.0

－

－

不合格の成績
不合格の成績

他大学等で履修した単
位を本学の単位として
認定した科目

所定の手続きを経て履
修を中止した科目
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　　　　　第 3 時限　　 13 時 20 分～ 14 時 10 分

　　　　　第 4 時限　　 14 時 40 分～ 15 時 30 分

　　　　　第 5 時限　　 16 時 00 分～ 16 時 50 分

　 （ｂ）  追試験・特別試験・再試験時間は次のとおりとする。

　　　　〔保育科・歯科衛生科〕

　　　　　第 1 時限　　　９時 20 分～ 10 時 10 分

　　　　　第 2 時限　　 10 時 40 分～ 11 時 30 分

　　　　　第 3 時限　　 13 時 20 分～ 14 時 10 分

　　　　　第 4 時限　　 14 時 40 分～ 15 時 30 分

　　　　　第 5 時限　　 16 時 00 分～ 16 時 50 分

４　レポート提出に関する注意

　レポートの作成ならびに提出については次のとおりである。

　 （ａ）  提出の仕方

　　・レポートには、必ず科目名・担当者名・題目・学科・学年・組・学籍番号・

　　　氏名を明記すること。

　　・複数枚になる場合には、ホチキスで綴じること。

　　・用紙・サイズなどは担当者の指示に従うこと。

　 （ｂ）  提出場所

　　　　教務課または研究室等指定された場所に提出すること。

　 （ｃ）  提出期日

　　　　定められた期日に提出すること。ただし、教務課へ提出する場合の提出時

　　　　間は平日 9 時～ 16 時、土曜日 9 時～ 12 時とする。

　 （ｄ）追試験・特別試験・再試験でレポートを提出する場合

　　　　レポート提出時に必ず受験許可書を提示すること。

成 績 の 評 価 と 通 知

　 （ａ）授業科目の評価は、出席状況、試験・レポート、実技・実習などの成績及

　　　　びその他の学習作業の結果を総合して行う。

　 （ｂ）  下記の通りＧＰＡ制度による評価を導入する。

成
績
評
価
対
象

合否

合格

成績評価基準評価
秀
優
良
可

90 点 ~100 点
80 点 ~89 点
70 点 ~79 点
60 点 ~69 点

4.0
3.0
2.0
1.0

特に優れた成績
優れた成績
妥当と認められる成績
合格と認められる最低
限の成績

評価内容GP
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　　　　　　歯科衛生科　―　短期大学士（歯科衛生学）

　 （ｃ）卒業の時期は、学年の終了日とする。ただし、学則に定める修業年限（保育

　　　　科は２年、歯科衛生科は３年）を超えて在学し、前期の終了日までに卒業

　　　　に必要な要件を満たした場合には、教授会の審議を経てこれを前期の終了

　　　　日とすることができる。なお、前期の終了日をもって卒業することを希望

　　　　する者は、履修科目登録の際に教務課に申し出なければならない。

学　　 籍　　 番　　 号

　各学生には、学籍番号が定められる。履修届、試験、諸証明書の申し込み、提出

物等は全て学籍番号で処理されるので、学籍番号は正確に記入しなければならない。

学籍番号の構造は次のとおりである。

授　　 業　　 時　　 間

　授業時間は次のとおりとする。

　　　第 1 時限　　  9 時 00 分～ 10 時 30 分

　　　第 2 時限　　10 時 40 分～ 12 時 10 分

　　　第 3 時限　　13 時 00 分～ 14 時 30 分

　　　第 4 時限　　14 時 40 分～ 16 時 10 分

　　　第 5 時限　　16 時 20 分～ 17 時 50 分

掲　　　　　　　　　  示

　教務に関する学生への通知は、学内の「教務課掲示板」及び Web 上の「鶴見大学ポー

タルシステム」に掲示する。学内の「教務課掲示板」は登校下校の際に必ず確認す

ること。

　　　　　　　　　　　　　休　　　　　　　　　  講

　担当教員より連絡があり次第、「休講掲示板」及び Web 上の「鶴見大学ポータル

システム」にその旨を掲示する。始業時間より３０分以上経過しても連絡のない場合

は、教務課に申し出て指示を受けること。

J A 26 001

： ： ： ：

短期大学部 所属科 個人番号入学年度
( 西暦下２桁 )

〔A―保育科、B―歯科衛生科〕
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　　　　　　歯科衛生科　―　短期大学士（歯科衛生学）

　 （ｃ）卒業の時期は、学年の終了日とする。ただし、学則に定める修業年限（保育

　　　　科は２年、歯科衛生科は３年）を超えて在学し、前期の終了日までに卒業

　　　　に必要な要件を満たした場合には、教授会の審議を経てこれを前期の終了

　　　　日とすることができる。なお、前期の終了日をもって卒業することを希望

　　　　する者は、履修科目登録の際に教務課に申し出なければならない。

学　　 籍　　 番　　 号

　各学生には、学籍番号が定められる。履修届、試験、諸証明書の申し込み、提出

物等は全て学籍番号で処理されるので、学籍番号は正確に記入しなければならない。

学籍番号の構造は次のとおりである。

授　　 業　　 時　　 間

　授業時間は次のとおりとする。

　　　第 1 時限　　  9 時 00 分～ 10 時 30 分

　　　第 2 時限　　10 時 40 分～ 12 時 10 分

　　　第 3 時限　　13 時 00 分～ 14 時 30 分

　　　第 4 時限　　14 時 40 分～ 16 時 10 分

　　　第 5 時限　　16 時 20 分～ 17 時 50 分

掲　　　　　　　　　  示

　教務に関する学生への通知は、学内の「教務課掲示板」及び Web 上の「鶴見大学ポー

タルシステム」に掲示する。学内の「教務課掲示板」は登校下校の際に必ず確認す

ること。

　　　　　　　　　　　　　休　　　　　　　　　  講

　担当教員より連絡があり次第、「休講掲示板」及び Web 上の「鶴見大学ポータル

システム」にその旨を掲示する。始業時間より３０分以上経過しても連絡のない場合

は、教務課に申し出て指示を受けること。

J A 26 001

： ： ： ：

短期大学部 所属科 個人番号入学年度
( 西暦下２桁 )

〔A―保育科、B―歯科衛生科〕
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授　 業　 欠　 席

　１．１週間以上にわたる欠席の場合には、教務課に欠席届を提出する。病気の場

　　　合は、医師の診断書を添えること。

　２．保育科は、指定保育士養成施設であるため、厚生労働省からの指導により、　

　　　いかなる理由であっても欠席した場合は全て欠席扱いとなる。　

　３．歯科衛生科の忌引の対象及び忌引扱日数は次のとおり。

　　　欠席届は、証明となるものを添えて、忌引扱期間最終日の翌日から７日以内

　　　（土・日・祝日及び大学が定める休業日を含む）に提出すること。

　　　　　両親の場合　　　　　　　　　　7 日以内

　　　　　祖父母、兄弟、姉妹の場合　　　3 日以内

　

災 害 ・ 事 故 等 へ の 対 応

　気象警報又は大規模地震の警戒宣言等が発令された場合、並びに自然災害や交通

ストライキによって交通機関の運行が停止した場合の授業・試験は、原則として以

下のとおり取り扱う。

１．各種気象警報発令時の取扱

 　（１） 対象となる警報並びに条件

　　　　神奈川県下に「暴風警報・大雨警報・洪水警報」が同時に発令された場合

　　　　及び「大雪警報」「暴風雪警報」又は「特別警報」が発令された場合、次項

　　　　（2）の基準を適用する。

 　（２） 授業・試験の実施基準

　　　※　授業又は試験中に上記の事態が発生した場合は、学長の判断で措置を決

　　　　　定し、掲示（鶴見大学ポータルシステム、大学ホームページへの掲載を

　　　　　含む）や緊急放送等を以って速やかに通知しますので、これに従ってく

　　　　　ださい。

【警報解除時刻】 【授業・試験の取扱】

午前７時までに警報が解除された場合

午前１１時までに警報が解除された場合

午後１時までに警報が解除された場合

午後１時を過ぎても警報が解除されない場合

平常どおり実施

１ ・ ２時限目は休講 ・ 試験延期とし、
３時限目から実施

１・２・３時限目は休講・試験延期とし、
４時限目から実施

全時限休講 ・ 試験延期
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２．交通機関運行停止時の取扱

 　（１） 対象となる交通機関

　　　　下記２線のいずれも不通となった場合のみ、次項（2）の基準を適用する。

　　　　ＪＲ　京浜東北線・根岸線（東京～大船間）

　　　　私鉄　京浜急行線　　　　 （品川～三崎口間）

　（２） 授業・試験の実施基準

　　　※　授業又は試験中に上記の事態が発生した場合は、学長の判断で措置を決

　　　　　定し、掲示（鶴見大学ポータルシステム、大学ホームページへの掲載を

　　　　　含む）や緊急放送等を以って速やかに通知しますので、これに従ってく

　　　　　ださい。

　　　※　神奈川県下に気象警報・気象特別警報が発表されていない場合でも、本

　　　　　学独自の判断で上記に準じた措置を取ることがあります。また、本学が

　　　　　休講または授業開始時限変更の措置を取っていない場合でも、地元の気

　　　　　象警報・気象特別警報発表等により本学に通学できない場合は、後日授

　　　　　業担当教員にその旨を申し出てください。

３．南海トラフ地震臨時情報発令時の諸注意　

　　気象庁より、南海トラフ地震等発生の危険性について、情報が発表されています。

　　特に、南海トラフ地震は、我が国で発生する最大級の地震であり、大きな特徴

　　があります。

　　　①　極めて広域にわたり、強い揺れと巨大な津波が発生すること

　　　②　津波の到達時間が極めて短い地域が存在すること

　　　③　時間差をおいて複数の巨大地震が発生する可能性があること

　　これらのことから、被災の範囲は超広域にわたり、その被害はこれまで想定さ

　　れてきた地震とは全く様相が異なると考えられること等が挙げられ、発生の可

　　能性が通常と比べて相対的に高まったと評価された場合には、気象庁から「南

【授業・試験の取扱】

午前７時までに運行開始された場合

午前１１時までに運行開始された場合

平常どおり実施

１ ・ ２時限目は休講 ・ 試験延期とし、
３時限目から実施

【運行開始時刻】

午後１時までに運行開始された場合

午後１時を過ぎても不通の場合

１・２・３時限目は休講・試験延期とし、
４時限目から実施

全時限休講 ・ 試験延期
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２．交通機関運行停止時の取扱

 　（１） 対象となる交通機関

　　　　下記２線のいずれも不通となった場合のみ、次項（2）の基準を適用する。

　　　　ＪＲ　京浜東北線・根岸線（東京～大船間）

　　　　私鉄　京浜急行線　　　　 （品川～三崎口間）

　（２） 授業・試験の実施基準

　　　※　授業又は試験中に上記の事態が発生した場合は、学長の判断で措置を決

　　　　　定し、掲示（鶴見大学ポータルシステム、大学ホームページへの掲載を

　　　　　含む）や緊急放送等を以って速やかに通知しますので、これに従ってく

　　　　　ださい。

　　　※　神奈川県下に気象警報・気象特別警報が発表されていない場合でも、本

　　　　　学独自の判断で上記に準じた措置を取ることがあります。また、本学が

　　　　　休講または授業開始時限変更の措置を取っていない場合でも、地元の気

　　　　　象警報・気象特別警報発表等により本学に通学できない場合は、後日授

　　　　　業担当教員にその旨を申し出てください。

３．南海トラフ地震臨時情報発令時の諸注意　

　　気象庁より、南海トラフ地震等発生の危険性について、情報が発表されています。

　　特に、南海トラフ地震は、我が国で発生する最大級の地震であり、大きな特徴

　　があります。

　　　①　極めて広域にわたり、強い揺れと巨大な津波が発生すること

　　　②　津波の到達時間が極めて短い地域が存在すること

　　　③　時間差をおいて複数の巨大地震が発生する可能性があること

　　これらのことから、被災の範囲は超広域にわたり、その被害はこれまで想定さ

　　れてきた地震とは全く様相が異なると考えられること等が挙げられ、発生の可

　　能性が通常と比べて相対的に高まったと評価された場合には、気象庁から「南

【授業・試験の取扱】

午前７時までに運行開始された場合

午前１１時までに運行開始された場合

平常どおり実施

１ ・ ２時限目は休講 ・ 試験延期とし、
３時限目から実施

【運行開始時刻】

午後１時までに運行開始された場合

午後１時を過ぎても不通の場合

１・２・３時限目は休講・試験延期とし、
４時限目から実施

全時限休講 ・ 試験延期
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　　海トラフ地震臨時情報」が発表されます。臨時情報が発令された場合には、情

　　報の確認を最優先し、身の安全を確保してください。

※　授業又は試験中に上記の事態が発生した場合は、学長の判断で措置を決定し、

　　掲示（鶴見大学ポータルシステム、大学ホームページへの掲載を含む）や緊急

　　放送等を以って速やかに通知しますので、これに従ってください。

　授業・試験打ち切り後の行動について

　①　各教室で指示があるまで勝手に行動せず静かに待機する。

　②　火を使用している場合には直ちに消し、ガスを使用している場合には完全に

　　　栓を閉める。

　③　各教室の出入口のドアを開ける。

　④　エレベーターの使用は厳禁する。

　⑤　交通機関の運行状況は、判明次第放送する予定。

　⑥　交通機関の状況により帰宅できないものは、指示により次の場所に所持品を

　　　持って集合する。

　　　文学部・歯学部・短期大学部…………大学記念館大学食堂

　⑦　大規模地震発生時に交通機関が停止したことを想定し、平素から家族と相談

　　　のうえ、知人等臨時避難先を決めておき、帰宅できない場合の住所を、事前

　　　に明確にしておくように心がけること。

４．大規模地震発生時の措置　　

　　授業は打ち切りとします。各自持物をまとめ、放送や教職員の指示により速や

　　かに避難してください。

　　　避難場所：本山大駐車場

　　また、携帯用「大地震対応マニュアル」をお財布等に入れておくとよいでしょう。

　地震発生時の心得

　①　出入口のドアを開ける。

　②　窓ガラスから離れる。

　③　机の下に身体を入れるか、丈夫な物に身を寄せる。

　④　落下物に気をつけ頭部を守る。

　⑤　あわてて外に飛び出さない。

　⑥　本震は１分以内であるから、震動中は行動を起こさない。

　⑦　火災発生の恐れがあるので、直ちに火を消し、ガス・電気等のスイッチを切る。
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　⑧　避難は指示により、避難順路に従い、特に階段は注意する。

　⑨　エレベーターの使用は厳禁する。

　⑩　本学の緊急避難場所は、本山大駐車場とする。

　⑪　ハンカチ・タオル等を携帯し、不安定な靴・サンダル等はなるべくさける。

　帰宅対策の準備

　　大規模地震の発生により公共交通機関が停止すると、通勤・通学等で外出中の

　多くの人々が帰宅困難になってしまいます。通常の交通手段が使えない場合を想

　定して、徒歩帰宅に備えた準備をしておきましょう。

　　　横浜市：帰宅困難者一時滞在施設検索システム

　　※帰宅困難者が収容できる施設の情報を検索することができます。

　　

　徒歩帰宅可否判断基準

　　　下記項目に１つでも当てはまる場合、徒歩帰宅はお勧めできません。

　　　・自宅までの距離が 20km以上ある。

　　　・2.5km／時で歩行した場合、帰宅予定時刻が日没以降となる。

　　　・携帯電話等の通信機器を持っていない。

　　　・自宅までの道のりをよく知らない ( 地図を持っていない )。

　　　・自宅までのルートが通行制限区域及び火災発生地域になっている。

　　　・同一方面の帰宅者がいない。

　　　・運動靴等の歩きやすい靴を履いていない。

　日頃から携帯しておくと便利なもの

　　　・簡易食料 ( チョコ、あめなど )

　　　・医薬品 ( ばんそうこう、胃腸薬、解熱剤など )

　　　・ハンカチ・タオル

　　　・携帯充電池

５．Jアラート（全国瞬時警報システム）を活用した緊急情報が配信された場合の対応

　　Jアラートは、弾道ミサイル攻撃に関する情報や緊急地震速報、津波警報、気象

　警報などの緊急情報を、人工衛星及び地上回線を通じて全国の都道府県、市町村

【携帯】 【スマートフォン】
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　等に送信し、市町村防災行政無線（同報系）等を自動起動することにより、人手

　を介さず瞬時に住民等に伝達するシステムです。

　　なお、弾道ミサイル攻撃に関する情報など国民保護に関する情報は内閣官房か

　ら、緊急地震速報、津波警報、気象警報などの防災気象情報は気象庁から発出さ

　れ、消防庁の送信設備を経由して全国の都道府県、市町村等に送信される仕組み

　となっています。

　　また、この地方公共団体経由による情報伝達とは別に、国から携帯電話会社に

　配信したＪアラート情報を個々の携帯電話利用者にメール（エリアメール・緊急

　速報メール）で伝達するルートも整備されています。

弾道ミサイル情報が配信された場合の対応について

＜屋内にいる場合＞

　できるだけ窓から離れ、机の下に身を伏せる、床に伏せるなどして頭部を守る。

爆風で壊れた窓ガラスなどで被害を受けないよう、できれば窓のない部屋へ移動する。

＜屋外にいる場合＞

　近くの建物の中、又は地下に避難する。また、近くに適当な場所がない場合は、

物陰に身を隠すか地面に伏せ、頭部を守ること。

　●地下のある建物：1号館・２号館・５号館・６号館・大学会館・記念館・第２

　　研究棟・図書館・附属病院

＜自動車の車内にいる場合＞

　車を止めて頑丈な建物や地下街などに避難し、近くに適当な場所がない場合は、

車から離れて地面に伏せ、頭部を守る。また、高速道路を通行している時など、車

から出ると危険な場合には、車を安全な場所に止め、車内で姿勢を低くし、行政か

らの指示があるまで待機する。

近くにミサイルが着弾した場合の対応について

＜屋外にいる場合＞

　口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ、密閉性の高い屋内又は風上に避

難する。

＜屋内にいる場合＞

　換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密閉する。テレビ・ラジオ・イン

ターネット等を通じて、情報収集に努めるとともに、行政からの指示に従い、落ち

着いて行動する。
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　⑧　避難は指示により、避難順路に従い、特に階段は注意する。

　⑨　エレベーターの使用は厳禁する。

　⑩　本学の緊急避難場所は、本山大駐車場とする。

　⑪　ハンカチ・タオル等を携帯し、不安定な靴・サンダル等はなるべくさける。

　帰宅対策の準備

　　大規模地震の発生により公共交通機関が停止すると、通勤・通学等で外出中の

　多くの人々が帰宅困難になってしまいます。通常の交通手段が使えない場合を想

　定して、徒歩帰宅に備えた準備をしておきましょう。

　　　横浜市：帰宅困難者一時滞在施設検索システム

　　※帰宅困難者が収容できる施設の情報を検索することができます。

　　

　徒歩帰宅可否判断基準

　　　下記項目に１つでも当てはまる場合、徒歩帰宅はお勧めできません。

　　　・自宅までの距離が 20km以上ある。

　　　・2.5km／時で歩行した場合、帰宅予定時刻が日没以降となる。

　　　・携帯電話等の通信機器を持っていない。

　　　・自宅までの道のりをよく知らない ( 地図を持っていない )。

　　　・自宅までのルートが通行制限区域及び火災発生地域になっている。

　　　・同一方面の帰宅者がいない。

　　　・運動靴等の歩きやすい靴を履いていない。

　日頃から携帯しておくと便利なもの

　　　・簡易食料 ( チョコ、あめなど )

　　　・医薬品 ( ばんそうこう、胃腸薬、解熱剤など )

　　　・ハンカチ・タオル

　　　・携帯充電池

５．Jアラート（全国瞬時警報システム）を活用した緊急情報が配信された場合の対応

　　Jアラートは、弾道ミサイル攻撃に関する情報や緊急地震速報、津波警報、気象

　警報などの緊急情報を、人工衛星及び地上回線を通じて全国の都道府県、市町村

【携帯】 【スマートフォン】
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＜建物が無い場合＞

　近くに適当な場所がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ、頭部を守ること。

 

授業・試験等の取扱について

【神奈川県内が対象地域に含まれる場合】

＜通学前に発令された場合＞

　自宅待機とし、「ミサイル通過」など安全であることが確認されたら登校する。

＜通学途中に発令された場合＞

　Jアラート配信時の対応をとり、避難場所で待機とし、「ミサイル通過」など安全

であることが確認されたら登校する。

＜帰宅途中に発令された場合＞

　Jアラート配信時の対応をとり、避難場所で待機とし、「ミサイル通過」など安全

であることが確認されたら帰宅する。

＜授業中または試験中に発令された場合＞

　Jアラート配信時の対応をとり、避難場所で待機とし、続行に関しては、大学及び

担当教員等の指示に従う。

＜課外活動中グラウンド等（屋外）で発令された場合＞

　Jアラート配信時の対応をとり、避難場所で待機とし、続行に関しては、大学及び

担当教員等の指示に従う。

【神奈川県内が対象地域に含まれない場合】

　通常通りとする。

※　大学からの緊急連絡がある場合は、鶴見大学・鶴見大学短期大学部ホームペー

　ジ、鶴見大学ポータルシステムで情報を配信いたしますので、これに従ってくだ

　さい。

スマートフォンアプリ等による国民保護情報の配信サービスの活用について

　弾道ミサイル情報等の国民保護情報については、現在、Ｊアラートを通じて市町

村の防災行政無線、登録制メール等により国民に伝達されるほか、消防庁から携帯

大手事業者（株式会社NTTドコモ、KDDI株式会社、沖縄セルラー電話株式会社、

ソフトバンク株式会社）を経由するエリアメール・緊急速報メールにより携帯電話

・スマートフォンに配信されています。
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【　エリアメール・緊急速報メールの受信確認方法　】

＜携帯大手事業者の場合＞

　携帯大手事業者が販売した携帯電話端末については、ほとんどの機種において、

エリアメール・緊急速報メールを受信することができます。以下のURLから対応機

種の確認ができます（ここに掲載されていない機種は受信ができません。）。

　● NTTドコモ

　https://www.nttdocomo.co.jp/service/areamail/compatible_model/index.html

　● KDDI、沖縄セルラー

　http://www.au.kddi .com/mobile/anti-disaster/kinkyu-sokuho/en-

abled-device/

　● ソフトバンク

　http://www.softbank.jp/mobile/service/urgent_news/models/
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＜建物が無い場合＞

　近くに適当な場所がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ、頭部を守ること。

 

授業・試験等の取扱について

【神奈川県内が対象地域に含まれる場合】

＜通学前に発令された場合＞

　自宅待機とし、「ミサイル通過」など安全であることが確認されたら登校する。

＜通学途中に発令された場合＞

　Jアラート配信時の対応をとり、避難場所で待機とし、「ミサイル通過」など安全

であることが確認されたら登校する。

＜帰宅途中に発令された場合＞

　Jアラート配信時の対応をとり、避難場所で待機とし、「ミサイル通過」など安全

であることが確認されたら帰宅する。

＜授業中または試験中に発令された場合＞

　Jアラート配信時の対応をとり、避難場所で待機とし、続行に関しては、大学及び

担当教員等の指示に従う。

＜課外活動中グラウンド等（屋外）で発令された場合＞

　Jアラート配信時の対応をとり、避難場所で待機とし、続行に関しては、大学及び

担当教員等の指示に従う。

【神奈川県内が対象地域に含まれない場合】

　通常通りとする。

※　大学からの緊急連絡がある場合は、鶴見大学・鶴見大学短期大学部ホームペー

　ジ、鶴見大学ポータルシステムで情報を配信いたしますので、これに従ってくだ

　さい。

スマートフォンアプリ等による国民保護情報の配信サービスの活用について

　弾道ミサイル情報等の国民保護情報については、現在、Ｊアラートを通じて市町

村の防災行政無線、登録制メール等により国民に伝達されるほか、消防庁から携帯

大手事業者（株式会社NTTドコモ、KDDI株式会社、沖縄セルラー電話株式会社、

ソフトバンク株式会社）を経由するエリアメール・緊急速報メールにより携帯電話

・スマートフォンに配信されています。
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●　登録方法

１．entry-yokohama@bousai-mail.jpへ空メールを送信してください。案内メール

が届きますので、案内に従い登録を行って下さい。

２．横浜市防災情報サイト（http://www.bousai-mail.jp/yokohama/）

にアクセスし、TOPページから空メールを送信し、案内に従い登録を行

って下さい。

防災スピーカーについて

　横浜市では、災害時における情報伝達手段として、区役所や地域防災拠点等にＪ

アラート（全国瞬時警報システム）の緊急情報などを放送する「防災スピーカー」

を設置しています。

　また、東日本大震災を教訓に、大地震による津波発生が予想される場合に、少し

でも早く避難行動がとれるよう、屋内スピーカーを使って避難を呼びかける「津波

警報伝達システム」を津波浸水予測区域に設置しています。鶴見区においても、１３

箇所に設置されていますが、本学周辺には設置がないため、お持ちの携帯電話・ス

マートフォン等での登録制メール・エリアメール・緊急速報メール等でのＪアラー

ム受信設定をお願いします。

６．災害時における安否確認について

　　本学では、鶴見大学ポータルシステム「Campus Square」において、安否確認

　システムを導入しており、災害発生時には、「Campus Square」より安否確認用

　メールが送信されますので、事前に安否確認用メールアドレスの登録をお願いい

　たします。

　　安否確認用メールアドレスの登録、および、安否確認登録方法については、

　「学生生活」を参照してください。

災害用伝言ダイヤル（1 7 1）

　災害用伝言ダイヤル（１７１）は、地震など大災害発生時に安否確認などの電話

が爆発的に増加し、つながりにくい状況になった場合、提供されるサービスです。

　加入電話（プッシュ回線、ダイヤル回線）、公衆電話、ＩＳＤＮ、携帯電話・Ｐ

ＨＳや一部のＩＰ電話、また災害時にＮＴＴが避難場所に設置する特設公衆電話な

どから「１７１」をダイヤルすることで利用できます。
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７．防災訓練の実施

　　地震や火災等の災害はいつ起こるか分かりません。普段から地震への備えを行っ

　ておきましょう。地震時の「地域防災拠点」や「広域避難場所」について等、　鶴

　見区の防災情報は鶴見区役所のホームページに載っていますので確認しておいて

　ください。また、「地震発生時の心得」は学内だけでなく、学外においても役立ち

　ます。熟知し、災害への心構えをしっかり持つことが必要です。

　　本学では学内においての大規模地震発生とそれに起因して起こる火災発生を想

　定して防災訓練を行っています。防災訓練は、毎年１０月の第３木曜日２時限目に実

　施していますが、今年度は１０月１６日 ( 金 ) です。在構中の学生は全員参加してく

　ださい。

　　なお、防災訓練において、鶴見大学ポータルシステムによる安否確認を実施い

　たします。安否確認用メールアドレスの登録方法、および、安否確認登録方法に

　ついては、「学生生活」を参照してください。

学 籍 に 関 す る 異 動

　休学、復学、退学を希望する場合には、学則第８章第２３条、第２４条、第２５条によ

り所定の書類を提出しなければならない。

１．休　学

　　本学所定の様式（「学生生活」参照）の休学願に、病気の場合は医師の診断書を

　　添えて、学長に願い出る。休学願は教務課に提出すること。

　　なお、休学を許可された者には、休学許可書を交付する。

２．復　学

　　休学の事情が解消して復学しようとする場合には、本学所定の様式（「学生生活」

　　参照）の復学願に、病気休学の場合は医師の診断書を添えて、休学期間終了の１ヵ

　　月前までに学長に願い出る。復学願は教務課に提出すること。

　　なお、復学を許可された者には、復学許可書を交付する。復学後の事項につい

利　　用　　方　　法

伝言の録音方法 にダイヤル☎

伝言の再生方法
→ガイダンスが流れます

録音の場合

再生の場合
（ＸＸＸ）ＸＸＸ-ＸＸＸ

１１７１

２

安否情報を確認したい
相手の電話番号
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３．退　学

　　本学所定の様式（「学生生活」参照）の退学願により、学長に願い出る。退学願

　　は教務課に提出し、学生証を返還すること。なお、退学を許可された者には、

　　退学許可書を交付する。

４．除　籍

　　学則第８章第２３条の２（「学生生活」参照）により、以下のいずれかに該当する

　　者を学長は除籍することができる。

　　（１）指定の期日までに学生納付金等を納入せず、督促してもなお納入に応じない者

　　（２）学則第５条に定める在学期間を超えた者

　　（３）学則第２４条第３項に定める休学期間を超えて復学できない者

　　（４）死亡の届けがあった者

　（注意）・提出書類はペン書きとする。

　　　　・休学、復学、退学の申し出がなされた場合や除籍となる場合は、クラス

　　　　　担任等から父母またはこれに代わる者（保護者・連帯保証人）に連絡する。 

身 上 に 関 す る 変 更 等

　学生及び父母またはこれに代わる者・連帯保証人（保護者・正保証人・副保証人）

の住所・住居表示・電話番号の変更、父母またはこれに代わる者・連帯保証人（保護者・

正保証人・副保証人）の変更、改姓が生じた場合には、所定の書類を提出しなけれ

ばならない。

１．住所・住居表示・電話番号変更届

　　本学所定の様式（「学生生活」参照）の住所・電話番号変更届に記入のうえ、学

　　長に届け出る。変更届は教務課に提出し、住所・住居表示変更の場合は新たに

　　学生証の裏面シールの交付を受けること。

２．父母またはこれに代わる者・連帯保証人（保護者・正保証人・副保証人）変更届

　　本学所定の様式（「学生生活」参照）の父母またはこれに代わる者・連帯保証人（保

　　護者・正保証人・副保証人）変更届に記入のうえ、学長に届け出る。変更届は

　　教務課に提出すること。

３．戸籍改姓届

　　本学所定の様式（「学生生活」参照）の戸籍改姓届に記入のうえ、学長に届け出る。

　　戸籍改姓届は戸籍抄本を添付して教務課に提出し、学生証の再交付申請を行う

　　こと。

　　ては必要に応じて連絡する。
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そ　　　　 の　　　　 他

　 （ａ） 問い合わせ

　　　　授業、試験、休講、行事予定等に関する電話での問い合わせにはいっさい

　　　応じない。必要ある場合は掲示板又は教務課窓口で確認すること。

　 （ｂ） 事務室（教務課）窓口受付時間

　　　　◎授業（補講含）実施期間

　　　　　　月曜日～金曜日　　　　　8 時 50 分～ 18 時 00 分

　　　　　　土曜日　　　　　　　　　8 時 50 分～ 13 時 00 分

　　　　◎上記以外の期間

　　　　　　月曜日～金曜日　　　　　8 時 50 分～ 16 時 50 分

　　　　　　土曜日　　　　　　　　　8 時 50 分～ 13 時 00 分

　　　　春、夏、冬の各休暇中等の窓口受付時間については変更することがある。

　　　変更の場合には掲示で連絡するので、掲示板で確認すること。

　 （ｃ）６号館学生開館時間

　　　　　　月曜日～金曜日　　　　   ８時 50 分～ 20 時 00 分

　　　　　　土曜日　　　　　　　　   ８時 50 分～ 15 時 00 分

　　　　　　※土曜日に終日授業を実施する場合は、平日と同様の開館時間になる。

　　　　　　※学校行事等で学生開館時間を変更することがある。

　　　　　　※学生開館時間以外に入退館を希望する場合は、予め担当教員に相談

　　　　　　　すること。

　 （ d ） 証明書の発行

　　　１．申し込み方法

　　　　　証明書の申し込み方法には、教務課窓口への書類申請と証明書自動発行

　　　　　機の利用（在学生に限る）がある。

　　　　［教務課窓口］

　　　　　所定用紙に必要事項を記入し、手数料相当の証紙を貼付のうえ、申し込

　　　　　むこと。

　　　　　なお、英文の証明書、単位成績証明書に履修中の科目表記が必要な場合

　　　　　は申し出ること。

　　　　［証明書自動発行機］

　　　　　証明書自動発行機に表示される手順に従って操作する。その際、学生証

　　　　　と鶴見大学ポータルシステムのログイン用パスワードが必要。利用時間

　　　　　は教務課窓口受付時間と同じ。
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　　　２．証明書一覧

　　　　　教務課で発行する証明書については次のとおりである。

　　　※英文による証明書は、同文２通目からは同日発行に限り、すべて２００円とする。

　　　※令和２年４月１日より、英文による証明書の氏名については、「姓－名」と

　　　　表記し、また、姓と名を明確に区別するため、姓を全て大文字とする。

　　　　　例「YAMADA  Haruo」　　※「やまだ　はるお」の場合

　　　３．受け取り方法

　　　　［教務課窓口］

　　　　　申請日より３日以降の受け取りとなる。教務課で学生証を提示のうえ、本

　　　　　人が受け取ること。

　　　　［証明書自動発行機］

　　　　　即時受け取りとなる。その場で証明書の種類・部数を確認すること。なお、

　　　　　証明書の厳封が必要な場合は教務課に申し出ること。

　　　４．注意事項

　　　　１）証明書交付の所要日数は、申し込みをしてから日祝祭日を除き３日以

　　　　　　降とする。

　　　　　　ただし、英文の証明書は7日以降とする。

　　　　　※７月~１１月及び３月は混雑するので掲示に注意し、余裕を持って申込む

　　　　　　こと。

　　　　２）電話による証明書の申し込みは受け付けない。

　　　　３）在学生の証明書の郵送は原則として行わない。

　　　　４）証明書の有効期間は、発行日から３ヶ月間とする。有効期間を過ぎた

　　　　　　証明書は使用できない。

　　　　５）卒業見込証明書、各種資格取得見込証明書は、卒業年次生についての

　　　　　　み発行する。

単位成績証明書

単位修得証明書

卒業 ( 見込 ) 証明書

教員免許状取得見込証明書

指定保育士養成施設卒業 ( 見込 ) 証明書

在学証明書

在籍証明書

200 円

200 円

100 円

100 円

100 円

100 円

100 円

1,000 円

1,000 円

500 円

500 円

500 円

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

○

○

○

○

○

○

×

卒業年次生のみ

卒業年次生のみ

卒業年次生のみ

手　数　料 交付所

要日数

有効

期間

発行機

対　応
証 明 書 の 種 類 備　　考

和 文 英 文
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　　　　６）証明書自動発行機の利用時間が、大学行事・メンテナンス等により変

　　　　　　更となる場合には、掲示及びポータルシステムで知らせる。また、履

　　　　　　修登録期間や証明書の種類によっては、証明書自動発行機の利用を停

　　　　　　止することがある。

　　　　７）証明書自動発行機の利用にあたっては、本人以外の者が発行手続きを

　　　　　　代行する等の不正な利用をした場合は、本人及びそれに関わった者全

　　　　　　員の証明書発行を停止する。

　　　　８）証明書自動発行機に関する問い合わせは、教務課窓口まで申し出るこ

　　　　　　と。

　 （e） 健康診断

　　　　春の定期健康診断は必ず受けなければならない。

　　　　これを受けなければ、諸証明書の発行及び学外で実施する実習は認められ

　　　ない。
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　　　２．証明書一覧

　　　　　教務課で発行する証明書については次のとおりである。

　　　※英文による証明書は、同文２通目からは同日発行に限り、すべて２００円とする。

　　　※令和２年４月１日より、英文による証明書の氏名については、「姓－名」と

　　　　表記し、また、姓と名を明確に区別するため、姓を全て大文字とする。

　　　　　例「YAMADA  Haruo」　　※「やまだ　はるお」の場合

　　　３．受け取り方法

　　　　［教務課窓口］

　　　　　申請日より３日以降の受け取りとなる。教務課で学生証を提示のうえ、本

　　　　　人が受け取ること。

　　　　［証明書自動発行機］

　　　　　即時受け取りとなる。その場で証明書の種類・部数を確認すること。なお、

　　　　　証明書の厳封が必要な場合は教務課に申し出ること。

　　　４．注意事項

　　　　１）証明書交付の所要日数は、申し込みをしてから日祝祭日を除き３日以

　　　　　　降とする。

　　　　　　ただし、英文の証明書は7日以降とする。

　　　　　※７月~１１月及び３月は混雑するので掲示に注意し、余裕を持って申込む

　　　　　　こと。

　　　　２）電話による証明書の申し込みは受け付けない。

　　　　３）在学生の証明書の郵送は原則として行わない。

　　　　４）証明書の有効期間は、発行日から３ヶ月間とする。有効期間を過ぎた

　　　　　　証明書は使用できない。

　　　　５）卒業見込証明書、各種資格取得見込証明書は、卒業年次生についての

　　　　　　み発行する。

単位成績証明書

単位修得証明書

卒業 ( 見込 ) 証明書

教員免許状取得見込証明書

指定保育士養成施設卒業 ( 見込 ) 証明書

在学証明書

在籍証明書

200 円

200 円

100 円

100 円

100 円

100 円

100 円

1,000 円

1,000 円

500 円

500 円

500 円

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

○

○

○

○

○

○

×

卒業年次生のみ

卒業年次生のみ

卒業年次生のみ

手　数　料 交付所

要日数

有効

期間

発行機

対　応
証 明 書 の 種 類 備　　考

和 文 英 文
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鶴見大学短期大学部科目等履修生規程

（目的）

第 １ 条　この規程は、鶴見大学短期大学部学則（以下「学則」という。）第５４条第

　　　　  ４項に基づき、科目等履修生の取扱いについて、必要な事項を定めること

　　　　  を目的とする。

（資格）

第 ２ 条　鶴見大学短期大学部（以下「本学」という。）の科目等履修生として、履

　　　　  修を志願することのできる者は、本学の学生以外の者で学則第１９条に規

　　　　  定する入学資格を有する者でなければならない。

（履修期間）

第 ３ 条　履修期間は、１年又は６ヵ月とする。ただし、履修を継続するときは、所

　　　　  定の手続きにより、継続を申請することができる。

（受入れ）

第 ４ 条　科目等履修生の受入れは、正規学生の学習の妨げとならない範囲とし、本

　　　　  学の都合で閉講となった授業科目については受入れない。

（履修科目）

第 ５ 条　履修科目は、講義科目及びこれに準ずる科目とし、その単位は年間２０単

　　　　  位を超えてはならない。

（出願）

第 ６ 条　志願者は、別に定める書類に検定料を添えて、願い出なければならない。

（許可）

第 ７ 条　科目等履修生は、鶴見大学短期大学部教授会（以下「教授会」という。）

　　　　  の審議を経て、学長が許可する。

（納入）

第 ８ 条　科目等履修生として許可された者は、別に定める学費を納入しなければ

　　　　　ならない。

（取消）

第 ９ 条　学長は、科目等履修生が本学の秩序を乱すと認めたとき、又は疾病その

　　　　  他の理由により、履修継続の見込がないと認めたときは、教授会の審議

　　　　  を経てその許可を取消すことがある。

（その他）

第１０条　この規程に定めるもののほか、科目等履修生に関する事項は、学則その他
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　　　　  学内諸規程に準ずる。

（改廃）

第１１条　この規程の改廃は、教授会の審議を経て、学長が決定する。

附　則　  この規程は、平成 ４ 年 ４ 月 １ 日から施行する。　

　　　　  この改正規程は、平成 ８ 年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成１１年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成１２年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成２３年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成２７年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、令和 ５ 年 ４ 月 １ 日から施行する。
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鶴見大学短期大学部科目等履修生規程

（目的）

第 １ 条　この規程は、鶴見大学短期大学部学則（以下「学則」という。）第５４条第

　　　　  ４項に基づき、科目等履修生の取扱いについて、必要な事項を定めること

　　　　  を目的とする。

（資格）

第 ２ 条　鶴見大学短期大学部（以下「本学」という。）の科目等履修生として、履

　　　　  修を志願することのできる者は、本学の学生以外の者で学則第１９条に規

　　　　  定する入学資格を有する者でなければならない。

（履修期間）

第 ３ 条　履修期間は、１年又は６ヵ月とする。ただし、履修を継続するときは、所

　　　　  定の手続きにより、継続を申請することができる。

（受入れ）

第 ４ 条　科目等履修生の受入れは、正規学生の学習の妨げとならない範囲とし、本

　　　　  学の都合で閉講となった授業科目については受入れない。

（履修科目）

第 ５ 条　履修科目は、講義科目及びこれに準ずる科目とし、その単位は年間２０単

　　　　  位を超えてはならない。

（出願）

第 ６ 条　志願者は、別に定める書類に検定料を添えて、願い出なければならない。

（許可）

第 ７ 条　科目等履修生は、鶴見大学短期大学部教授会（以下「教授会」という。）

　　　　  の審議を経て、学長が許可する。

（納入）

第 ８ 条　科目等履修生として許可された者は、別に定める学費を納入しなければ

　　　　　ならない。

（取消）

第 ９ 条　学長は、科目等履修生が本学の秩序を乱すと認めたとき、又は疾病その

　　　　  他の理由により、履修継続の見込がないと認めたときは、教授会の審議

　　　　  を経てその許可を取消すことがある。

（その他）

第１０条　この規程に定めるもののほか、科目等履修生に関する事項は、学則その他
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鶴見大学短期大学部転学及び転科に関する規程

（目的）

第 １ 条　この規程は、鶴見大学短期大学部学則（以下「学則」という。）第２６条第

　　　　  3 項の規定に基づき、転学及び転科の取扱について、必要な事項を定める

　　　　  ことを目的とする。

（提出書類等）

第 ２ 条　他の大学等からの転学もしくは他の学科へ転科（以下「転学等」という。）

　　　　  を希望する者は、当該学科に欠員がある場合に限り、選考の上、教授会

　　　　  の審議を経て、学長が許可するものとする。

　　　2　転学等を希望する者は、次の各号の書類を短期大学部教務課に提出しなけ

　　　　  ればならない。

　　　　　　１．転学・転科願

　　　　　　２．事由書

　　　　　　３．単位成績証明書

　　　3　転学等を希望し前項の承認を得た者は、所定の検定料を納入しなければな

　　　　  らない。

　　　4　転学等の受付期間は、当該年度の推薦入学試験の出願期間と同一とし、毎

　　　　  年度１２月までに所定の手続きを行うものとする。

（選抜方法）

第 ３ 条　転学等は、受け入れ学科において当該年度の推薦入学試験の選考方法と

　　　　  同一の選考を行い、教授会の議を経て、合否を決定する。

（学年）

第 ４ 条　他の大学からの転学は、在籍していた大学等の原学年以下に受け入れる

　　　　  ものとする。

　　　２　転科は、学年の始めに１年次へ受け入れるものとする。

（単位認定）

第 ５ 条　転学等を許可された者の既修得単位の認定は、学則第１２条の規定を準用

　　　　  する。

（学納金の納入）

第 ６ 条　転学等を許可された者は、所定の学費を納入しなければならない。ただし、

　　　　  鶴見大学からの転学及び転科の場合の入学金は、半額とする。
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（他の大学への転学）

第 ７ 条　他の大学へ転学を希望する者は、短期大学部教務課に転学願を提出しな

　　　　  ければならない。

（改廃）

第 ８ 条　この規程の改廃は、教授会の審議を経て、学長が決定する。

附　則

附　則

　　１．この規程は、平成２７年４月１日から施行する。

　　２．この規程の施行に伴い、昭和

　　この改正規程は、平成３０年１０月１日から施行する。

５８年４月１日施行の鶴見大学短期大学部転学・

　　　　転科に関する規程は廃止する。
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鶴見大学短期大学部転学及び転科に関する規程

（目的）

第 １ 条　この規程は、鶴見大学短期大学部学則（以下「学則」という。）第２６条第

　　　　  3 項の規定に基づき、転学及び転科の取扱について、必要な事項を定める

　　　　  ことを目的とする。

（提出書類等）

第 ２ 条　他の大学等からの転学もしくは他の学科へ転科（以下「転学等」という。）

　　　　  を希望する者は、当該学科に欠員がある場合に限り、選考の上、教授会

　　　　  の審議を経て、学長が許可するものとする。

　　　2　転学等を希望する者は、次の各号の書類を短期大学部教務課に提出しなけ

　　　　  ればならない。

　　　　　　１．転学・転科願

　　　　　　２．事由書

　　　　　　３．単位成績証明書

　　　3　転学等を希望し前項の承認を得た者は、所定の検定料を納入しなければな

　　　　  らない。

　　　4　転学等の受付期間は、当該年度の推薦入学試験の出願期間と同一とし、毎

　　　　  年度１２月までに所定の手続きを行うものとする。

（選抜方法）

第 ３ 条　転学等は、受け入れ学科において当該年度の推薦入学試験の選考方法と

　　　　  同一の選考を行い、教授会の議を経て、合否を決定する。

（学年）

第 ４ 条　他の大学からの転学は、在籍していた大学等の原学年以下に受け入れる

　　　　  ものとする。

　　　２　転科は、学年の始めに１年次へ受け入れるものとする。

（単位認定）

第 ５ 条　転学等を許可された者の既修得単位の認定は、学則第１２条の規定を準用

　　　　  する。

（学納金の納入）

第 ６ 条　転学等を許可された者は、所定の学費を納入しなければならない。ただし、

　　　　  鶴見大学からの転学及び転科の場合の入学金は、半額とする。
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※大きさはＡ4 版

　　年　　月　　日

科　　　年　　　組

様　式

鶴見大学短期大学部学長殿

学 籍 番 号

氏 名 ㊞

転 科 願

　わたくしは別紙の事由により　　　科

へ転科いたしたく、お願いいたします。
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鶴見大学短期大学部既修得単位認定に関する規程

（目的）

第 １ 条　この規程は、鶴見大学短期大学部学則（以下「学則」という。）の第１２条

　　　　　から第１４条に規定する既修得単位の認定の取扱いについて、必要な事項

　　　　　を定めることを目的とする。

（種類）

第 ２ 条　既修得単位として認定する学修の種類を次のとおりとする。

　　　　　 (1)　短期大学、専門職短期大学又は大学で学修した場合

　　　　　 (2)　短期大学、専門職短期大学又は高等専門学校の専攻科で学修した場合

　　　　　 (3)　別途定める要件を満たした場合

　　　　　 (4)　外国の短期大学又は大学で学修した場合

（単位数）

第 ３ 条　認定する単位数は、学則第１２条及び第１３条に該当する場合は３０単位を、

　　　　　第１４条に該当する場合は４５単位を超えない範囲とする。

（認定）

第 ４ 条　単位の認定は、教授会の審議を経て、学長が決定する。

（提出書類）

第 ５ 条　単位の認定を希望する者は、次の各号の書類を所定の期日までに短期大

　　　　　学部教務課に提出しなければならない。

　　　　　 (1)　既修得単位認定願

　　　　　 (2)　単位成績証明書

　　　　　 (3)　別途定める要件を満たしたことを証明する書類又はその写し ( 第 2

　　　　　　　　条 (3) 適用の場合 )

　　　　　 (4)　その他必要書類（シラバスなど授業内容がわかるもの）

（改廃）

第 ６ 条　この規程の改廃は、教授会の審議を経て、学長が決定する。

附　則　  この規程は、昭和６０年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成 ４ 年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成 ９ 年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成１２年 ４ 月 １ 日から施行する。
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※大きさはＡ4版

　　年　　月　　日

科　　　年　　　組

様　式

鶴見大学短期大学部学長殿

学 籍 番 号

氏 名 ㊞

転 科 願

　わたくしは別紙の事由により　　　科

へ転科いたしたく、お願いいたします。
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　　　　  この改正規程は、平成１３年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成１７年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成２４年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成２７年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成３０年１０月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、令和　３年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、令和　６年 ４ 月 １ 日から施行する。

※鶴見大学短期大学部既修得単位認定に関する規程第２条 （３） に定める要件は以下

の通り。

　（１） 実用英語技能検定　２級 ・ 準１級 ・ １級

　　　　ただし、 ２級については、 CSE スコア 1950 点以上の者

　（２） TOEFL　iBT 

　　　　スコア 42 点以上の者

　（３） TOEIC　Listening＆Reading

　　　　スコアの合計点が 550 点以上の者

　（４） その他 CEFR B1 ランク以上の検定に合格した者
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※大きさはA4 版

　　年　　月　　日

科　　　年　　　組

様　式

鶴見大学短期大学部

　学長　○　○　○　○　殿

学 籍 番 号

氏 名 ㊞

既修得単位認定願

　本学学則第　※　条により、下記について認定していただきたく、

書類を添えて申請致します。

記

修得した授業科目の科目区分・

科目名・単位数及び資格・検

定の種類と級数又はスコア等

左に対応する本学の授業

科目の科目区分・科目名・

単位数

合計単位数

修得した大学名及び学部・学科名等：

合計単位数

※　注）第１２条、第１３条、第１４条のいずれかを記載すること。
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　　　　  この改正規程は、平成１３年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成１７年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成２４年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成２７年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成３０年１０月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、令和　３年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、令和　６年 ４ 月 １ 日から施行する。

※鶴見大学短期大学部既修得単位認定に関する規程第２条 （３） に定める要件は以下

の通り。

　（１） 実用英語技能検定　２級 ・ 準１級 ・ １級

　　　　ただし、 ２級については、 CSE スコア 1950 点以上の者

　（２） TOEFL　iBT 

　　　　スコア 42 点以上の者

　（３） TOEIC　Listening＆Reading

　　　　スコアの合計点が 550 点以上の者

　（４） その他 CEFR B1 ランク以上の検定に合格した者
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鶴見大学短期大学部及び鶴見大学

卒業者の入学試験に関する規程　

（目的）

第 １ 条　この規程は、鶴見大学短期大学部（以下「本学」という。）及び鶴見大学

　　　　　の卒業若しくは卒業見込者が、本学に入学を志願する場合の試験につい

　　　　　て、必要な事項を定めることを目的とする。

（提出書類）

第 ２ 条　志願者は、次に示す書類等を短期大学部教務課に提出しなければならない。

　　　　　 (1)　志願事由書

　　　　　 (2)　成績証明書及び卒業証明書又は卒業見込証明書

　　　　　 (3)　志願票（本学所定用紙）

　　　　　 (4)　入学検定料

（志願書類等の受付日及び試験日）

第 ３ 条　志願書類等の受付期間は、当該年度の推薦入学試験の出願期間と同一と

　　　　　し、試験日も推薦入学試験日とする。

（選考方法）

第 ４ 条　受け入れ学科は、当該年度の推薦入学試験の選考方法と同一の選抜を行

　　　　　い、鶴見大学短期大学部教授会（以下「教授会」という。）の審議を経て、

　　　　　学長が合否を決定する。

（手続）

第 ５ 条　合格者は、所定の入学手続きを指定期日までに行わなければならない。

　　　　　ただし、入学金は半額とする。

（改廃）

第 ６ 条　この規程の改廃は、教授会の審議を経て、学長が決定する。

附　則　  この規程は、昭和６２年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成 ６ 年１１月１０日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成１１年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成２４年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成２７年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成３０年１０月 １ 日から施行する。



科 目 履 修 方 法

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

保

育

科

履修にあたっての注意

　保育科の卒業所要単位及び履修科目が 2026（令和８）年度から変更になり

ました。

　これに伴い、2026（令和８）年度入学生は新課程での履修、2025 （令和７）

年度以前の入学生は旧課程での履修となり、履修すべき科目が異なります。

　したがって、自分の該当ページを確認して、間違いのないように履修して

ください。

(

令
和
８)

年
度
入
学
生

2026
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鶴見大学短期大学部及び鶴見大学

卒業者の入学試験に関する規程　

（目的）

第 １ 条　この規程は、鶴見大学短期大学部（以下「本学」という。）及び鶴見大学

　　　　　の卒業若しくは卒業見込者が、本学に入学を志願する場合の試験につい

　　　　　て、必要な事項を定めることを目的とする。

（提出書類）

第 ２ 条　志願者は、次に示す書類等を短期大学部教務課に提出しなければならない。

　　　　　 (1)　志願事由書

　　　　　 (2)　成績証明書及び卒業証明書又は卒業見込証明書

　　　　　 (3)　志願票（本学所定用紙）

　　　　　 (4)　入学検定料

（志願書類等の受付日及び試験日）

第 ３ 条　志願書類等の受付期間は、当該年度の推薦入学試験の出願期間と同一と

　　　　　し、試験日も推薦入学試験日とする。

（選考方法）

第 ４ 条　受け入れ学科は、当該年度の推薦入学試験の選考方法と同一の選抜を行

　　　　　い、鶴見大学短期大学部教授会（以下「教授会」という。）の審議を経て、

　　　　　学長が合否を決定する。

（手続）

第 ５ 条　合格者は、所定の入学手続きを指定期日までに行わなければならない。

　　　　　ただし、入学金は半額とする。

（改廃）

第 ６ 条　この規程の改廃は、教授会の審議を経て、学長が決定する。

附　則　  この規程は、昭和６２年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成 ６ 年１１月１０日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成１１年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成２４年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成２７年 ４ 月 １ 日から施行する。

　　　　  この改正規程は、平成３０年１０月 １ 日から施行する。



A 群

B 群

C 群

D 群

E 群

　卒業するためには２年以上在学し、下記の表により総計６４単位以上を修得しなけ

ればならない。

卒業所要単位

27

２

２

31

27

37 以上

64 以上

33 以上

33 以上

単位合計
卒 業 に 必 要 な 単 位

必修単位 選択単位
区　分
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【 保育科 ・ 2026（令和８）年度の入学生 】



A 群

B 群

C 群

D 群

E 群

　卒業するためには２年以上在学し、下記の表により総計６４単位以上を修得しなけ

ればならない。

卒業所要単位

27

２

２

31

27

37 以上

64 以上

33 以上

33 以上

単位合計
卒 業 に 必 要 な 単 位

必修単位 選択単位
区　分
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【 保育科 ・ 2026（令和８）年度の入学生 】 保育科授業科目一覧

群 科 　 目 　 名 学年 単位数 群 科 　 目 　 名 学年 単位数

Ａ

表 現 演 習 Ⅰ １ １

Ｂ

カリキュラム論（計画と評価） ２ ２
表 現 演 習 Ⅱ １ １ 保育内容研究（人間関係） １ １
子 ど も と 健 康 １ ２ 保 育 内 容 研 究（ 環 境 ） ２ １
子 ど も と 人 間 関 係 １ ２ 保 育 内 容 研 究（ 言 葉 ） １ １
子 ど も と 環 境 １ ２ 保 育 内 容 研 究（ 健 康 ） ２ １
子 ど も と 言 葉 １ １ 保育内容研究（表現）ａ ２ １
子 ど も と 表 現 １ １ 保育内容研究（表現）ｂ ２ １
保 育 原 理 １ ２ 子ども家庭支援の心理学 ２ ２
教 育 原 理 １ ２ 保 育 所 保 育 実 習 Ⅰ １ ２
社 会 福 祉 １ ２ 施 設 保 育 実 習 Ⅰ １ ２
社 会 的 養 護 Ⅰ １ ２ 保育所保育実習指導Ⅰ １ １
子 ど も 家 庭 福 祉 Ⅰ １ ２ 施 設 保 育 実 習 指 導 Ⅰ １ １
乳 児 保 育 Ⅰ １ ２ 教育実習Ⅰ（事前事後指導を含む） １ ２
実 習 概 論 １ ２ 教育実習Ⅱ（事前事後指導を含む） ２ ３
保 育 内 容 総 論 １ １ 保 育 実 習 Ⅱ ２ ２
仏 教 保 育 １ ２ 保 育 実 習 Ⅲ ２ ２

Ｂ

保 育 者 論 １ ２ 保育所保育実習指導Ⅱ ２ １
発達心理学（保育の心理学） １ ２ 施 設 保 育 実 習 指 導 Ⅲ ２ １
子 育 て 支 援 ２ １ 保 育・ 教 職 実 践 演 習 ２ ２
乳 児 保 育 Ⅱ １ １

Ｃ

宗教学（実践行持を含む） １ ２
子 ど も の 保 健 ２ ２ 哲 学 １ ２
子 ど も の 健 康 と 安 全 ２ １ 文 学 １ ２
子 ど も 家 庭 福 祉 Ⅱ ２ ２ 倫 理 学 ― ２
臨 床 心 理 学 ２ ２ 社 会 学 １ ２
子 ど も の 食 と 栄 養 ａ ２ １ 経 済 学 ― ２
子 ど も の 食 と 栄 養 ｂ ２ １ 法 学 ― ２
乳 幼 児 心 理 学 ２ ２ 日 本 国 憲 法 ２ ２
保 育 指 導 法 ２ ２ 歴 史 学 ― ２
子ども理解と教育相談の基礎 ２ ２ 心 理 学 １ ２
子 ど も 家 庭 支 援 論 ２ ２ 数 学 ― ２
社 会 的 養 護 Ⅱ ２ １ 化 学 ― ２
特 別 支 援 保 育 ａ ２ １ 生 活 科 学 ２ ２
特 別 支 援 保 育 ｂ ２ １ 日本語コミュニケーション ― ２
ピ ア ノ・ 声 楽 Ⅰ ａ １ １ コ ン ピ ュ ー タ 概 論 ― ２
ピ ア ノ・ 声 楽 Ⅰ ｂ １ １ 情 報 機 器 の 操 作 １ ２
ピ ア ノ・ 声 楽 Ⅱ ａ ２ １ 環 境 倫 理 入 門 ２ ２
ピ ア ノ・ 声 楽 Ⅱ ｂ ２ １

Ｄ

英 語 Ⅰ ａ １ １
幼 児 体 育 ２ １ 英語Ⅰｂ（保育の英語） １ １
レクリエーション概論 ２ ２ 英語Ⅱａ（保育の英語） ２ １
スポーツ・レクリエーション概論 ２ ２ 英語Ⅱｂ（保育の英語） ２ １
音 楽 表 現 ２ １

Ｅ
体 育 ａ １ １

造 形 表 現 ２ １ 体 育 ｂ １ １
身 体 表 現 ２ １

合計 64 単位以上
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2026（令和８）年度　保育科開講科目及び担当者

< Ａ　群 > 必修 27 単位� （１・２年生）

科　目　名

卒業 免許・資格 開講期

クラス編成 担　当　者単位数 幼免 

必修
保育士 １年次 ２年次

必修 選択

表 現 演 習 Ⅰ 1 ア 前期 全　組

芹　澤

鮫　島

秋　田

表 現 演 習 Ⅱ 1 ア 後期 全　組

芹　澤

鮫　島

秋　田

子 ど も と 健 康 2 ○ イ
前期 Ａ・Ｂ組 山里・綿貫

後期 Ｃ・Ｄ組 山里・綿貫

子どもと人間関係 2 ○ イ 前期
Ａ・Ｂ組 金

Ｃ・Ｄ組 金

子 ど も と 環 境 2 ○ イ
前期 Ａ・Ｂ組 増　田

後期 Ｃ・Ｄ組 増　田

子 ど も と 言 葉 1 ○ ア 前期
Ａ・Ｂ組 土　橋

Ｃ・Ｄ組 土　橋

子 ど も と 表 現 1 ○ ア 前期

Ａ・Ｂ組
陸路・秋田 

鮫島・芹澤

Ｃ・Ｄ組
陸路・秋田 

鮫島・芹澤

保 育 原 理 2 ア 後期
Ａ・Ｂ組 片　川

Ｃ・Ｄ組 片　川

教 育 原 理 2 ○ ア 後期
Ａ・Ｂ組 濱　中

Ｃ・Ｄ組 橋　本

社 会 福 祉 2 ア 前期
Ａ・Ｂ組 飯　塚

Ｃ・Ｄ組 木　口

社 会 的 養 護 Ⅰ 2 ア 後期
Ａ・Ｂ組 木　口

Ｃ・Ｄ組 木　口

子ども家庭福祉Ⅰ 2 ア 後期
Ａ・Ｂ組 飯　塚

Ｃ・Ｄ組 飯　塚

乳 児 保 育 Ⅰ 2 ア 前期
Ａ・Ｂ組 今井・綿貫

Ｃ・Ｄ組 今井・綿貫
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科　目　名

卒業 免許・資格 開講期

クラス編成 担　当　者単位数 幼免 

必修
保育士 １年次 ２年次

必修 選択

実 習 概 論 2 ○ イ 前期 全　組 濱中・片川・金・綿貫

保 育 内 容 総 論 1 ○ ア 後期
Ａ・Ｂ組 片川・濱中

Ｃ・Ｄ組 片川・濱中

仏 教 保 育 2 後期
Ａ・Ｂ組 橋　本

Ｃ・Ｄ組 橋　本

� （１・２年生）
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< Ｂ　群 >� （１・２年生）

科　目　名

卒業 免許・資格 開講期

クラス編成 担　当　者単位数 幼免 
必修

保育士 １年次 ２年次
必修 選択

保 育 者 論 2 ○ ア 前期 全　組 鮫島・橋本

発 達 心 理 学 

（保育の心理学）
2 ａ ア 前期

Ａ・Ｂ組 田　坂

Ｃ・Ｄ組 田　坂

子 育 て 支 援 1 ア 後期
Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

乳 児 保 育 Ⅱ 1 ア 後期
Ａ・Ｂ組 今井・綿貫

Ｃ・Ｄ組 今井・綿貫

子 ど も の 保 健 2 ア 前期
Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

子どもの健康と安全 1 ア 後期

Ａ　組

Ｂ　組

Ｃ　組

Ｄ　組

子ども家庭福祉Ⅱ 2 イ 前期 全　組

臨 床 心 理 学 2 イ 後期 全　組

子どもの食と栄養ａ 1 ア 前期

Ａ　組

Ｂ　組

Ｃ　組

Ｄ　組

子どもの食と栄養ｂ 1 ア 後期

Ａ　組

Ｂ　組

Ｃ　組

Ｄ　組

乳 幼 児 心 理 学 2 ａ イ 前期 全　組

保 育 指 導 法 2 ○ イ 前期
Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

子 ど も 理 解 と 

教育相談の基礎
2 ○ ア 後期

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

子ども家庭支援論 2 ア 前期
Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

社 会 的 養 護 Ⅱ 1 ア 後期
Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組
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科　目　名

卒業 免許・資格 開講期

クラス編成 担　当　者単位数 幼免 
必修

保育士 １年次 ２年次
必修 選択

特別支援保育ａ 1 ○ ア 前期
Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

特別支援保育ｂ 1 ア 後期
Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

ピアノ・声楽Ⅰａ 1 イ 前期

Ａ　組 越　川

Ｂ　組 陸　路

Ｃ　組 陸　路

Ｄ　組 山　口

ピアノ・声楽Ⅰｂ 1 イ 後期

Ａ　組 越　川

Ｂ　組　 陸　路

Ｃ　組 陸　路

Ｄ　組 山　口

ピアノ・声楽Ⅱａ 1 イ 前期
Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

ピアノ・声楽Ⅱｂ 1 イ 後期
Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

幼 児 体 育 1 イ 後期
Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

レクリエーション 

概 論
2 イ 前期 全　組

スポーツ・レクリ

エーション概論
2 イ 後期 全　組

音 楽 表 現 1 オ 後期 全　組

造 形 表 現 1 オ 前期 全　組

身 体 表 現 1 オ 前期 全　組

カリキュラム論 

（計画と評価）
2 ○ ア 前期

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

保 育 内 容 研 究  

（人間関係）
1 ○ ア 後期

Ａ・Ｂ組 金

Ｃ・Ｄ組 金

保 育 内 容 研 究  

（環境）
1 ○ ア

前期
A　組

B　組

後期
C　組

D　組

� （１・２年生）
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科　目　名

卒業 免許・資格 開講期

クラス編成 担　当　者単位数 幼免 
必修

保育士 １年次 ２年次
必修 選択

保 育 内 容 研 究  

（言葉）
1 ○ ア 後期

Ａ・Ｂ組 本　田

Ｃ・Ｄ組 本　田

保 育 内 容 研 究  

（健康）
1 ○ ア 前期

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

保 育 内 容 研 究  

（表現）ａ
1 ○ ア 前期

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

保 育 内 容 研 究  

（表現）ｂ
1 ○ ア 後期

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

子ども家庭支援

の 心 理 学
2 ア 後期

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

保育所保育実習Ⅰ 2 ア ※ 全　組
橋本・秋田・片川

芹澤・田坂・増田

施設保育実習Ⅰ 2 ア ※ 全　組
木口・飯塚

河合・綿貫

保育所保育実習指導Ⅰ 1 ア 後期 全　組
橋本・秋田

片川・増田

施設保育実習指導Ⅰ 1 ア 後期 全　組
木口・飯塚

河合・綿貫

教 育 実 習 Ⅰ 

（事前事後指導を含む）
2 ○ 後期 全　組

山里・陸路

金・濱中

教 育 実 習 Ⅱ 

（事前事後指導を含む）
3 ○ 前期 全　組

保 育 実 習 Ⅱ 2
ウ

※ 全　組

保育所保育実習指導Ⅱ 1 前期 全　組

保 育 実 習 Ⅲ 2
エ

※ 全　組

施設保育実習指導Ⅲ 1 前期 全　組

保育・教職実践演習 2 ○ ア 後期 全　組

� （１・２年生）

― 42 ―



（注）

１．幼稚園教諭免許状に関する科目について

　　a については、2 科目から 2 単位以上必修。別項「教育職員免許状及び保育士資格につ

　　いて」を参照。

２．保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲの種別期間等は別項「教育

　　実習Ⅰ・教育実習Ⅱ、保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲにつ

　　いて」を参照。

３．保育士資格に関する科目について

　　　アは必修科目。

　　　イは選択必修科目。６単位以上。（本学では保育士養成課程に定められた６単位のう

　　　ち全単位が必修となる。子どもと健康、子どもと人間関係、子どもと環境、実習概論

　　　が卒業必修科目であるが、保育士の資質を高めるためには、出来るだけ多くの科目を

　　　とることが望ましい。）

　　　ウ・エは選択必修科目。ウまたはエのいずれか選択。（いずれか一方しか履修できない）

　　　オは３科目（音楽表現、造形表現、身体表現）から１単位以上必修。音楽表現、造形

　　　表現、身体表現は履修人数を制限する。

４．保育実習Ⅲの履修にあたっては、子ども家庭福祉Ⅱを必ず履修すること。

５． ※は集中授業として行うので、開講期は別に指定される。
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< Ｃ　群 >� （１・２年生）

科　目　名

卒業 免許・資格 開講期

クラス編成 担　当　者単位数 幼免 
必修

保育士 １年次 ２年次
必修 選択

宗 教 学　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（実践行持を含む）
2 前期

Ａ・Ｂ組 橋　本

Ｃ・Ｄ組 橋　本

哲 学 2 前期 全　組 橋　本

文 学 2 後期 全　組 大　沼

社 会 学 2 前期 全　組 木　口

日 本 国 憲 法 2 ○ 前期
Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

心 理 学 2 後期 全　組 大　塚

生 活 科 学 2 前期 全　組

環 境 倫 理 入 門 2 後期 全　組

情 報 機 器

の 操 作
2 ○ 前期

Ａ　組 椋　本

Ｂ　組 上　松

Ｃ　組 上　松

Ｄ　組 椋　本

　本年度閉講科目：倫理学、経済学、法学、歴史学、数学、化学、

　　　　　　　　　日本語コミュニケーション、コンピュータ概論
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※英語の履修上の注意

　卒業するためには、１年次に「英語Ⅰa」必修１単位と「英語Ⅰb（保育の英語）」

必修１単位を修得しなければならない。２年次に「英語Ⅱa（保育の英語）」選択１単

位と「英語Ⅱb（保育の英語）」選択１単位が修得できる。なお希望者は２年間に英語Ⅰ、

英語Ⅱあわせて選択８単位まで修得できる。

　１年次の学生は「英語Ⅰa」「英語Ⅰb（保育の英語）」を英語講読（テキストの精読、

速読を中心とするクラス）とＬＬ（発音と聴取を中心とするクラス）の２種類の中か

ら１種類選択し、前期は「英語Ⅰa」、後期は「英語Ⅰb( 保育の英語 )」を同一時間に、

同一担当者のものを履修する。
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< Ｄ　群 >� （１・２年生）

科　目　名

卒業 免許・資格 開講期

クラス編成 担　当　者単位数 幼免 
必修

保育士 １年次 ２年次
必修 選択

英語Ⅰａ

1 ○ ○ 前期

　（英語講読）
　AB

　CD

上　田

黒　田

　（ＬＬ）
　AB

　CD

上　田

黒　田

英語Ⅰｂ（保育の英語）

1 ○ ○ 後期

　（英語講読）
　AB

　CD

上　田

黒　田

　（ＬＬ）
　AB

　CD

上　田

黒　田

英語Ⅱａ

　（保育の英語）
1 前期 全　組

英語Ⅱｂ

　（保育の英語）
1 後期 全　組

本年度閉講科目：英語Ⅰ a（英会話）、英語Ⅰａ（英語表現法）、

　　　　　　　　英語Ⅰｂ（保育の英語）（英会話）、英語Ⅰｂ（保育の英語）（英語表現法）



　１クラスの定員を英語Ⅰは４５人までとし、英語Ⅱは３０人までとする。

　別途定める要件を満たし、既修得単位を認定された者は、既に「英語Ⅰa」を修得

したものとみなすことができる。

・英語の授業内容

＜英語Ⅰa＞

　英語を聴く、話す、読む、書くという基礎トレーニングを行い、英語によるコミュ

ニケーションが出来るようにする。

＜英語Ⅰb（保育の英語）＞

　保育の現場でのコミュニケーションに役立つ英語の基礎表現を学ぶ。

＜英語Ⅱa（保育の英語）、英語Ⅱb（保育の英語）＞

　保育の現場でのコミュニケーションに役立つ英語を総合的に学ぶ。特に外国人の

子どもや保護者と関わる時に必要性が高いと思われる表現について学習する。また、

英語の童話、童謡についても触れる。
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※体育の履修上の注意

　①実技と講義からなる。いずれも各々の所属するクラスで受講するものとする。

　②実技について

　　　イ）病気療養中等、健康上の理由により通常の運動が不可能な場合には、保

　　　　　健コース（運動軽減クラス）で履修することもできる。保健コースでの

　　　　　履修を希望する者は、履修登録時に教務課に申し出ること。なお、学期

　　　　　途中に傷病等の事由が生じ、保健コースでの履修変更を希望する者は、速

　　　　　やかに教務課に申し出ること。

　　　ロ）服装等に関しては、オリエンテーションの中で指示する。

＊A群～Ｅ群全ての履修上の注意

　・遅刻は３０分以内で、３回につき１回の欠席扱いとする。
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　１クラスの定員を英語Ⅰは４５人までとし、英語Ⅱは３０人までとする。

　別途定める要件を満たし、既修得単位を認定された者は、既に「英語Ⅰa」を修得

したものとみなすことができる。

・英語の授業内容

＜英語Ⅰa＞

　英語を聴く、話す、読む、書くという基礎トレーニングを行い、英語によるコミュ

ニケーションが出来るようにする。

＜英語Ⅰb（保育の英語）＞

　保育の現場でのコミュニケーションに役立つ英語の基礎表現を学ぶ。

＜英語Ⅱa（保育の英語）、英語Ⅱb（保育の英語）＞

　保育の現場でのコミュニケーションに役立つ英語を総合的に学ぶ。特に外国人の

子どもや保護者と関わる時に必要性が高いと思われる表現について学習する。また、

英語の童話、童謡についても触れる。
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< Ｅ　群 >� （１年生）

科　目　名

卒業 免許・資格

開講期 クラス編成 担当者単位数 幼免 
必修

保育士
必修 選択

体 育 ａ １ ○ ○ 前期
Ａ・Ｂ組 永吉・上妻

Ｃ・Ｄ組 永吉・上妻

体 育 ｂ １ ○ ○ 後期
Ａ・Ｂ組 永吉・上妻

Ｃ・Ｄ組 永吉・上妻

体育実技保健コースａ 前期 全　組 秋　田

体育実技保健コースｂ 後期 全　組 秋　田
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教育職員免許状及び保育士資格について

　保育科で取得できる免許状及び資格には、幼稚園教諭二種免許状と保育士資格が

ある。卒業に必要な取得単位は６４単位であるが、保育科のカリキュラムは幼稚園教

諭二種免許状と保育士資格を取得することを前提に編成しているので、履修にあたっ

てはこの免許状と資格の二種類を取得することが望ましい。なお、いずれにおいて

も短期大学士の学位（卒業と同時に取得）が基礎資格として必要となる。

（1） 本学において幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得する場合

　　幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得するための履修方法は下記の表の通りで

　ある。下記の所要単位数には、卒業所要単位が含まれている。

２７単位

４７単位以上 「保育者論」

「発達心理学（保育の心理学）」

「乳児保育Ⅱ」

「保育内容研究（人間関係）」

「保育内容研究（言葉）」

「保育所保育実習Ⅰ」

「施設保育実習Ⅰ」

「保育所保育実習指導Ⅰ」

「施設保育実習指導Ⅰ」

「教育実習Ⅰ」

「子育て支援」

「子どもの保健」

「子どもの健康と安全」

「子どもの食と栄養 a」

「子どもの食と栄養 b」

「保育指導法」

「子ども理解と教育相談の基礎」

「子ども家庭支援論」

「社会的養護Ⅱ」

「特別支援保育 a」

「特別支援保育 b」

「カリキュラム論（計画と評価）」

「保育内容研究（環境）」

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

Ａ 群

Ｂ 群



（2）本学において幼稚園教諭免許状のみを取得する場合
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６単位以上

２単位以上

２単位

８４単位以上

２７単位

２4単位以上

Ｂ 群

Ｃ 群

Ｄ 群

Ｅ 群

合 計

Ａ 群

Ｂ 群

２年

２年

２年

２年

２年

２年

１年

１年

２年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

「保育内容研究（健康）」

「保育内容研究（表現）a」

「保育内容研究（表現）b」

「子ども家庭支援の心理学」

「教育実習Ⅱ」

「保育・教職実践演習」

「保育実習Ⅱ」2 単位と「保育所保育実習指導Ⅱ」1 単位、

または、「保育実習Ⅲ」2 単位と「施設保育実習指導Ⅲ」1

単位のいずれか 2 科目 3 単位必修 ( すべて２年 )

「音楽表現」1 単位「造形表現」1 単位「身体表現」1 単位

のいずれか１科目 1 単位以上必修（すべて 2 年）

「宗教学」

「情報機器の操作」

「日本国憲法」

「英語Ⅰa」

「英語Ⅰb（保育の英語）」

「体育 a」

「体育 b」

「保育者論」

「保育内容研究（人間関係）」

「保育内容研究（言葉）」

「教育実習Ⅰ」

「保育指導法」

「子ども理解と教育相談の基礎」

「特別支援保育 a」

「カリキュラム論（計画と評価）」

「保育内容研究（環境）」

「保育内容研究（健康）」

「保育内容研究（表現）a」

「保育内容研究（表現）b」

「教育実習Ⅱ」

1 単位　必修

1 単位　必修　

1 単位　必修　

2 単位　必修

3 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修　

1 単位　必修

3 単位　必修
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教育職員免許状及び保育士資格について

　保育科で取得できる免許状及び資格には、幼稚園教諭二種免許状と保育士資格が

ある。卒業に必要な取得単位は６４単位であるが、保育科のカリキュラムは幼稚園教

諭二種免許状と保育士資格を取得することを前提に編成しているので、履修にあたっ

てはこの免許状と資格の二種類を取得することが望ましい。なお、いずれにおいて

も短期大学士の学位（卒業と同時に取得）が基礎資格として必要となる。

（1） 本学において幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得する場合

　　幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得するための履修方法は下記の表の通りで

　ある。下記の所要単位数には、卒業所要単位が含まれている。

２７単位

４７単位以上 「保育者論」

「発達心理学（保育の心理学）」

「乳児保育Ⅱ」

「保育内容研究（人間関係）」

「保育内容研究（言葉）」

「保育所保育実習Ⅰ」

「施設保育実習Ⅰ」

「保育所保育実習指導Ⅰ」

「施設保育実習指導Ⅰ」

「教育実習Ⅰ」

「子育て支援」

「子どもの保健」

「子どもの健康と安全」

「子どもの食と栄養 a」

「子どもの食と栄養 b」

「保育指導法」

「子ども理解と教育相談の基礎」

「子ども家庭支援論」

「社会的養護Ⅱ」

「特別支援保育 a」

「特別支援保育 b」

「カリキュラム論（計画と評価）」

「保育内容研究（環境）」

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

Ａ 群

Ｂ 群



（3）本学において保育士資格のみを取得する場合
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６単位以上

２単位以上

３単位以上

２単位

６４単位以上

２７単位

４０単位以上

Ｂ 群

Ｃ 群

Ｄ 群

ＢＣＤ群

Ｅ 群

合 計

Ａ 群

Ｂ 群

２年

１年

１年

２年

１年

１年

１年

１年

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1･2 年

「保育・教職実践演習」

a：「発達心理学（保育の心理学）」2 単位１年、「乳幼児心理学」

2 単位２年の 2 科目の中から 1 科目 2 単位以上必修

「宗教学」

「情報機器の操作」

「日本国憲法」

「英語Ⅰa」

「英語Ⅰb（保育の英語）」

選択科目の中から 2 科目 3 単位以上必修

「体育 a」

「体育 b」

「保育者論」

「発達心理学（保育の心理学）」

「乳児保育Ⅱ」

「保育内容研究（人間関係）」

「保育内容研究（言葉）」

「保育所保育実習Ⅰ」

「施設保育実習Ⅰ」

「保育所保育実習指導Ⅰ」

「施設保育実習指導Ⅰ」

「子育て支援」

「子どもの保健」

「子どもの健康と安全」

「子どもの食と栄養 a」

「子どもの食と栄養 b」

「子ども理解と教育相談の基礎」

「子ども家庭支援論」

「社会的養護Ⅱ」

「特別支援保育 a」

「特別支援保育 b」

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年



「カリキュラム論（計画と評価）」

「保育内容研究（環境）」

「保育内容研究（健康）」

「保育内容研究（表現）a」

「保育内容研究（表現）b」

「子ども家庭支援の心理学」

「保育実習Ⅱ」2 単位と「保育所保育実習指導Ⅱ」1 単位、または、「保育実習Ⅲ」2

単位と「施設保育実習指導Ⅲ」1 単位のいずれか 2 科目 3 単位必修 ( すべて２年 )

「保育・教職実践演習」

「音楽表現」1 単位「造形表現」1 単位「身体表現」1 単位のいずれ

か１科目 1 単位以上必修（すべて 2 年）

「宗教学」

「英語Ⅰa」

「英語Ⅰb（保育の英語）」

「体育 a」

「体育 b」
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４単位以上

２単位以上

２単位

７５単位以上

Ｂ 群

　

Ｃ 群

Ｄ 群

Ｅ 群

合 計

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修　

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

１年

１年

１年

１年

１年
（3）本学において保育士資格のみを取得する場合
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６単位以上

２単位以上

３単位以上

２単位

６４単位以上

２７単位

４０単位以上

Ｂ 群

Ｃ 群

Ｄ 群

ＢＣＤ群

Ｅ 群

合 計

Ａ 群

Ｂ 群

２年

１年

１年

２年

１年

１年

１年

１年

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1･2 年

「保育・教職実践演習」

a：「発達心理学（保育の心理学）」2 単位１年、「乳幼児心理学」

2 単位２年の 2 科目の中から 1 科目 2 単位以上必修

「宗教学」

「情報機器の操作」

「日本国憲法」

「英語Ⅰa」

「英語Ⅰb（保育の英語）」

選択科目の中から 2 科目 3 単位以上必修

「体育 a」

「体育 b」

「保育者論」

「発達心理学（保育の心理学）」

「乳児保育Ⅱ」

「保育内容研究（人間関係）」

「保育内容研究（言葉）」

「保育所保育実習Ⅰ」

「施設保育実習Ⅰ」

「保育所保育実習指導Ⅰ」

「施設保育実習指導Ⅰ」

「子育て支援」

「子どもの保健」

「子どもの健康と安全」

「子どもの食と栄養 a」

「子どもの食と栄養 b」

「子ども理解と教育相談の基礎」

「子ども家庭支援論」

「社会的養護Ⅱ」

「特別支援保育 a」

「特別支援保育 b」

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年
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教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱ、保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについて

　幼稚園教諭二種免許状を取得するには教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱを、保育士資格を取

得するには、保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ、及び保育実習Ⅱ又は保育実習Ⅲを

履修しなければならない。

(1)  実習施設の種別・日数等

(2)  実習施設の決定

　　実習施設は、東京都・神奈川県など原則として大学周辺の公私立の幼稚園、保育所、

　施設等を大学で割りあてる。

(3)  実習についての注意

　　各実習とも、事前に担当教員並びに教務課から説明があるので十分その指示を受

　けなければならない。また、各種書類等の記入や提出など、必要な事務手続きを期

　限までに行うこと。これらの書類の提出がない場合は、実習に参加することができ

　ない。

(4)  保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについては、いずれかを選択する。（いずれか 1 科目しか

　履修できない）

(5)  なお、保育実習Ⅱの履修にあたっては、保育所保育実習指導Ⅱを履修すること。

　保育実習Ⅲの履修にあたっては、施設保育実習指導Ⅲを履修すること。

(6)  保育実習Ⅲを履修するにあたっては、子ども家庭福祉Ⅱを必ず履修すること。

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

保育所保育実習Ⅰ

施設保育実習Ⅰ

保育実習Ⅱ

保育実習Ⅲ

2

3

2

2

2

2

20

11

11

11

11

必修

必修

必修

見学観察

参加実習

見学観察

参加実習

見学観察

参加実習

参加実習

参加実習

幼稚園、幼保連携型認定こども園

　（オリエンテーションを含む）　

保育所、幼保連携型認定こども園

入所施設・通所施設　

　乳児院、母子生活支援施設、障害児入所

　施設、児童発達支援センター、障害者支

　援施設、指定障害福祉サービス事業所（一

　部）、児童養護施設、児童相談所一時保

　護施設等、厚生労働省に指定された施設

保育所、幼保連携型認定こども園

施設保育実習Ⅰの施設及び、児童厚生

施設その他社会福祉関係諸法令の規定

に基づき設置されている施設であって

保育実習を行う施設として適当と認め

られるもの

実習の種類 単 位 数 日数 内　容実 習 施 設 の 種 別

事前事後指
導を含む（　　　　　）
事前事後指
導を含む（　　　　　）

選択
必修

選択
必修
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資料

幼稚園教諭二種免許状取得の基礎資格および本学における単位履修
（教育職員免許法および同法施行規則による）

基礎資格

　学校教育法第百四条第三項に定める短期大学士の学位を有すること。

大学において修得することを必要とする最低単位数

●教科および教職に関する科目　　　３１単位以上

領域に関する専門的事項

保育内容の指導法 ( 情報機器

及び教材の活用を含む。) 

教育の理念並びに教育に関

する歴史及び思想 

教職の意義及び教員の役割・

職務内容 ( チーム学校運営へ

の対応を含む。)

教員に関する社会的、制度

的又は経営的事項 ( 学校と地

域との連携及び学校安全へ

の対応を含む。)

幼児、児童及び生徒の心身

の発達及び学習の過程

子どもと健康

子どもと人間関係

子どもと環境

子どもと言葉

子どもと表現

保育内容総論

保育内容研究（人間関係）

保育内容研究（環境）

保育内容研究（言葉）

保育内容研究（健康） 

保育内容研究（表現）ａ

保育内容研究（表現）ｂ

教育原理　　　　　　　　　　　　　2

※教育原理は、教育に関する社会的、制度

的又は経営的事項（学校と地域との連携及

び学校安全への対応を含む。）を含む。

保育者論　　　　　　　　　　　　　2

発達心理学 ( 保育の心理学 ) 2

乳幼児心理学 2

領域及び保

育内容の指

導法に関す

る科目

教育の基礎

的理解に関

する科目

（1）

（2）

（1）

（2）

（3）

（4）

12

6

免 許 法 上 の 規 程 本学にて履修する科目と単位数欄
必　要
単位数

第
２
欄

第
３
欄

2 科目より

2 単位以上

修得
}

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱ、保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについて

　幼稚園教諭二種免許状を取得するには教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱを、保育士資格を取

得するには、保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ、及び保育実習Ⅱ又は保育実習Ⅲを

履修しなければならない。

(1)  実習施設の種別・日数等

(2)  実習施設の決定

　　実習施設は、東京都・神奈川県など原則として大学周辺の公私立の幼稚園、保育所、

　施設等を大学で割りあてる。

(3)  実習についての注意

　　各実習とも、事前に担当教員並びに教務課から説明があるので十分その指示を受

　けなければならない。また、各種書類等の記入や提出など、必要な事務手続きを期

　限までに行うこと。これらの書類の提出がない場合は、実習に参加することができ

　ない。

(4)  保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについては、いずれかを選択する。（いずれか 1 科目しか

　履修できない）

(5)  なお、保育実習Ⅱの履修にあたっては、保育所保育実習指導Ⅱを履修すること。

　保育実習Ⅲの履修にあたっては、施設保育実習指導Ⅲを履修すること。

(6)  保育実習Ⅲを履修するにあたっては、子ども家庭福祉Ⅱを必ず履修すること。

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

保育所保育実習Ⅰ

施設保育実習Ⅰ

保育実習Ⅱ

保育実習Ⅲ

2

3

2

2

2

2

20

11

11

11

11

必修

必修

必修

見学観察

参加実習

見学観察

参加実習

見学観察

参加実習

参加実習

参加実習

幼稚園、幼保連携型認定こども園

　（オリエンテーションを含む）　

保育所、幼保連携型認定こども園

入所施設・通所施設　

　乳児院、母子生活支援施設、障害児入所

　施設、児童発達支援センター、障害者支

　援施設、指定障害福祉サービス事業所（一

　部）、児童養護施設、児童相談所一時保

　護施設等、厚生労働省に指定された施設

保育所、幼保連携型認定こども園

施設保育実習Ⅰの施設及び、児童厚生

施設その他社会福祉関係諸法令の規定

に基づき設置されている施設であって

保育実習を行う施設として適当と認め

られるもの

実習の種類 単 位 数 日数 内　容実 習 施 設 の 種 別

事前事後指
導を含む（　　　　　）
事前事後指
導を含む（　　　　　）

選択
必修

選択
必修
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●教育職員免許法施行規則 66 条の６に定める科目　8 単位

　　日本国憲法　2 単位　　体育　2 単位　　外国語コミュニケーション　2 単位

　　情報機器の操作　2 単位

　本学にて履修する科目

　　日本国憲法　2 単位　　体育 a　1 単位　　体育 b　1 単位

　　英語Ⅰa　1 単位　　英語Ⅰb（保育の英語）　1 単位　　情報機器の操作　2 単位

特別の支援を必要とする幼

児、児童及び生徒に対する理

解

教育課程の意義及び編成の方

法（カリキュラム・マネジメ

ントを含む。）

教育の方法及び技術（情報機

器及び教材の活用を含む。）

幼児理解の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに

関する基礎的な知識を含む。）

の理論及び方法

教育実習

教職実践演習

特別支援保育 a　　  　　　　　　　　1

カリキュラム論（計画と評価）   　　　 2

保育指導法　　　　　　 　　　　　 2

子ども理解と教育相談の基礎  　　　 2

※子ども理解と教育相談の基礎は、教育相

談（カウンセリングに関する基礎的な知識

を含む。）の理論及び方法を含む。

実習概論　　　　　　　　　　　　　2

教育実習Ⅰ（事前事後指導を含む）　　2

教育実習Ⅱ（事前事後指導を含む）　　3

保育・教職実践演習　　　　　　　　2

最低修得単位を超えて履修した「領域及び保

育内容の指導法に関する科目」又は「教育の

基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な

学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相

談等に関する科目」、「教育実践に関する科目」

について、併せて２単位以上を修得

道 徳、総 合

的な学習の

時間等の指

導法及び生

徒 指 導、教

育相談等に

関する科目

教育実践に

関する科目

大学が独自

に設定する

科目

（5）

（6）

（1）

（2）

（3）

（1）

（2）

4

5

2

2

第
４
欄

第
５
欄

第
６
欄
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資料      

保育士養成課程による教科目と本学開講科目の対応表
　厚生労働省が指定した保育士養成課程の教科目と、これに対応して本学で開講し

ている科目の一覧表である。どの教科がどのような目的で開設されているか参考に

してください。

区分 系　列 設置単位 本学開設科目 履修単位教　科　目

宗教学

哲学

環境倫理入門

倫理学

文学

社会学

法学

日本国憲法

歴史学

経済学

数学

化学

生活科学

日本語コミュニケーション

心理学

コンピュータ概論

情報機器の操作

英語Ⅰa

英語Ⅰb（保育の英語）

体育 a

体育 b

外国語、

体育以外の科目

外国語（演習）

体育（講義）

　　  （実技）

　　小　　計

教養科目 2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

8 以上

6 以上

2 以上

1

1

１０以上

区分 系　列 設置単位 本学開設科目 履修単位教　科　目

保育原理

教育原理

子ども家庭福祉Ⅰ

社会福祉

子ども家庭支援論

社会的養護Ⅰ

保育者論

発達心理学（保育の心理学）

子ども家庭支援の心理学

子ども理解と教育相談の基礎

子どもの保健

子どもの食と栄養 a

子どもの食と栄養 b

保育原理（講義）

教育原理（講義）

子ども家庭福祉（講義）

社会福祉（講義）

子ども家庭支援論（講義）

社会的養護Ⅰ（講義）

保育者論（講義）

保育の心理学（講義）

子ども家庭支援の心理学（講義）

子どもの理解と援助（演習）

子どもの保健（講義）

子どもの食と栄養（演習）

保育の本質・

目的に関する

科目

保育の対象の

理解に関する

科目

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

必

修

科

目
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●教育職員免許法施行規則 66 条の６に定める科目　8 単位

　　日本国憲法　2 単位　　体育　2 単位　　外国語コミュニケーション　2 単位

　　情報機器の操作　2 単位

　本学にて履修する科目

　　日本国憲法　2 単位　　体育 a　1 単位　　体育 b　1 単位

　　英語Ⅰa　1 単位　　英語Ⅰb（保育の英語）　1 単位　　情報機器の操作　2 単位

特別の支援を必要とする幼

児、児童及び生徒に対する理

解

教育課程の意義及び編成の方

法（カリキュラム・マネジメ

ントを含む。）

教育の方法及び技術（情報機

器及び教材の活用を含む。）

幼児理解の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに

関する基礎的な知識を含む。）

の理論及び方法

教育実習

教職実践演習

特別支援保育 a　　  　　　　　　　　1

カリキュラム論（計画と評価）   　　　 2

保育指導法　　　　　　 　　　　　 2

子ども理解と教育相談の基礎  　　　 2

※子ども理解と教育相談の基礎は、教育相

談（カウンセリングに関する基礎的な知識

を含む。）の理論及び方法を含む。

実習概論　　　　　　　　　　　　　2

教育実習Ⅰ（事前事後指導を含む）　　2

教育実習Ⅱ（事前事後指導を含む）　　3

保育・教職実践演習　　　　　　　　2

最低修得単位を超えて履修した「領域及び保

育内容の指導法に関する科目」又は「教育の

基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な

学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相

談等に関する科目」、「教育実践に関する科目」

について、併せて２単位以上を修得

道 徳、総 合

的な学習の

時間等の指

導法及び生

徒 指 導、教

育相談等に

関する科目

教育実践に

関する科目

大学が独自

に設定する

科目

（5）

（6）

（1）

（2）

（3）

（1）

（2）

4

5

2

2

第
４
欄

第
５
欄

第
６
欄



カリキュラム論（計画と評価）

保育内容総論

保育内容研究（人間関係）

保育内容研究（環境）

保育内容研究（言葉）

保育内容研究（健康）

保育内容研究（表現）ａ

保育内容研究（表現）ｂ

表現演習Ⅰ

表現演習Ⅱ

音楽表現

造形表現

身体表現

子どもと言葉

子どもと表現

乳児保育Ⅰ

乳児保育Ⅱ

子どもの健康と安全

特別支援保育 a

特別支援保育 b

社会的養護Ⅱ

子育て支援

保育所保育実習Ⅰ

施設保育実習Ⅰ

保育所保育実習指導Ⅰ

施設保育実習指導Ⅰ

保育･教職実践演習

保育の計画と評価（講義）

保育内容総論（演習）

保育内容演習（演習）

保育内容の理解と方法（演習）

乳児保育Ⅰ（講義）

乳児保育Ⅱ（演習）

子どもの健康と安全（演習）

障害児保育（演習）

社会的養護Ⅱ（演習）

子育て支援（演習）

保育実習Ⅰ（実習）

保育実習指導Ⅰ（演習）

保育実践演習（演習）

保育の内容・

方法に関する

科目

保育実習

総合演習

　  

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

2

2

1

1

2

54

2

1

5

4

2

1

1

2

1

1

4

2

2

51

必

修

科

目

小　計
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子ども家庭福祉Ⅱ

乳幼児心理学

臨床心理学

保育指導法

実習概論

ピアノ・声楽Ⅰa

ピアノ・声楽Ⅰb

ピアノ・声楽Ⅱa

ピアノ・声楽Ⅱb

レクリエーション概論

スポーツ・レクリエーション概論

　各指定保育士

　養成施設に

　おいて設定

保育の本質・

目的に関する

科目

保育の対象の

理解に関する

科目

保育の内容・

方法に関する

科目

2

2

2

2

2

1

1

1

1

2

2

15 以上

選

択

必

修

科

目

区分 系　列 設置単位 本学開設科目 履修単位教　科　目

区分 系　列 設置単位 本学開設科目 履修単位教　科　目

1 科目

1 単位

以上必修}
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幼児体育

子どもと健康 

子どもと人間関係

子どもと環境

保育実習Ⅱ

保育所保育実習指導Ⅱ

保育実習Ⅲ

施設保育実習指導Ⅲ

保育実習Ⅱ（実習）

保育実習指導Ⅱ（演習）

保育実習Ⅲ（実習）

保育実習指導Ⅲ（演習）

保育実習

1

2

2

2

2

1

2

1

9 以上

2

1

2

1

18 以上

選
択
必
修
科
目

区分 系　列 設置単位 本学開設科目 履修単位教　科　目

｝
｝

小　 計

カリキュラム論（計画と評価）

保育内容総論

保育内容研究（人間関係）

保育内容研究（環境）

保育内容研究（言葉）

保育内容研究（健康）

保育内容研究（表現）ａ

保育内容研究（表現）ｂ

表現演習Ⅰ

表現演習Ⅱ

音楽表現

造形表現

身体表現

子どもと言葉

子どもと表現

乳児保育Ⅰ

乳児保育Ⅱ

子どもの健康と安全

特別支援保育 a

特別支援保育 b

社会的養護Ⅱ

子育て支援

保育所保育実習Ⅰ

施設保育実習Ⅰ

保育所保育実習指導Ⅰ

施設保育実習指導Ⅰ

保育･教職実践演習

保育の計画と評価（講義）

保育内容総論（演習）

保育内容演習（演習）

保育内容の理解と方法（演習）

乳児保育Ⅰ（講義）

乳児保育Ⅱ（演習）

子どもの健康と安全（演習）

障害児保育（演習）

社会的養護Ⅱ（演習）

子育て支援（演習）

保育実習Ⅰ（実習）

保育実習指導Ⅰ（演習）

保育実践演習（演習）

保育の内容・

方法に関する

科目

保育実習

総合演習

　  

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

2

2

1

1

2

54

2

1

5

4

2

1

1

2

1

1

4

2

2

51

必

修

科

目

小　計
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子ども家庭福祉Ⅱ

乳幼児心理学

臨床心理学

保育指導法

実習概論

ピアノ・声楽Ⅰa

ピアノ・声楽Ⅰb

ピアノ・声楽Ⅱa

ピアノ・声楽Ⅱb

レクリエーション概論

スポーツ・レクリエーション概論

　各指定保育士

　養成施設に

　おいて設定

保育の本質・

目的に関する

科目

保育の対象の

理解に関する

科目

保育の内容・

方法に関する

科目

2

2

2

2

2

1

1

1

1

2

2

15 以上

選

択

必

修

科

目

区分 系　列 設置単位 本学開設科目 履修単位教　科　目

区分 系　列 設置単位 本学開設科目 履修単位教　科　目

1 科目

1 単位

以上必修}



建学の精神に基づいた分類 幼稚園教諭免許状 保育士資格

１（セメスター） ２(セメスター) ３(セメスター) ４(セメスター)

宗教学 [C11101] 教養科目

仏教保育 [A11202]

２　憲法・法律 日本国憲法 [C22301]

体育a [E41108] → 体育b [E41209]

体育実技保健コースa
[E41110]

→
体育実技保健コースb

[E41211]

情報機器の操作 [C41104]

英語Ⅰa [D41106] →
英語Ⅰb (保育の英語）

[D41207]

英語Ⅱa（保育の英語）
[D42312]

→
英語Ⅱb（保育の英語）

[D42413]

哲学 [C41101] 心理学 [C41205] 生活科学 [C42314] 環境倫理入門 [C42415]

社会学 [C41103] 文学 [C41202]

３　期待される保育者像 保育者論 [B31101]

教育原理 [A51201]

保育原理 [A51203]

社会福祉 [A51102] →
子ども家庭福祉Ⅰ

[A51205]
→

子ども家庭福祉Ⅱ
[B52306]

※保育実習Ⅲを履修する場合必修

子ども家庭支援論
[B52307]

社会的養護Ⅰ [A51204]

子どもの保健 [B62306]

子どもの食と栄養a
[B62307]

→
子どもの食と栄養b

[B62408]

子ども家庭支援の心理学
[B62403]

臨床心理学 [B62405]

発達心理学 [B61111]
（保育の心理学）

乳幼児心理学 [B62302] 教育の基礎的理解に関する科目

子ども理解と教育相談の
基礎 [B62404]

保育指導法 [B72320]

子どもと健康 [A71501] or 子どもと健康 [A71501]

子どもと環境 [A71503] or 子どもと環境 [A71503]

子どもと人間関係
[A71102]

子どもと言葉 [A71104]

子どもと表現 [A71105]

保育内容総論 [A71206]
保育内容研究（健康）

[B72316]

保育内容研究
（人間関係） [B71207]

保育内容研究（環境）
[B72517]

or
保育内容研究（環境）

[B72517]

保育内容研究
（言葉） [B71208]

保育内容研究（表現）a
[B72318]

保育内容研究（表現）b
[B72419]

カリキュラム論
（計画と評価）  [B72315]

教育の基礎的理解に関する科目

表現演習Ⅰ [A71109] → 表現演習Ⅱ [A71210] 造形表現 [B72322] 音楽表現 [B72421]

身体表現 [B72323]

乳児保育Ⅰ [A71111] → 乳児保育Ⅱ [B71212]
子どもの健康と安全

[B72424]

特別支援保育a [B72325] 教育の基礎的理解に関する科目

特別支援保育b [B72426]

社会的養護Ⅱ [B72427]

子育て支援 [B72428]

ピアノ・声楽Ⅰa [B71113] → ピアノ・声楽Ⅰb [B71214] ピアノ・声楽Ⅱa [B72329] →ピアノ・声楽Ⅱb [B72430]

幼児体育 [B72431]

レクリエーション概論
[B72332]

→
スポーツ・レクリエーション

概論 [B72433]

保育所保育実習指導Ⅰ
[B81202]

保育所保育実習Ⅰ
[B81604]（集中）

→
保育所保育実習指導Ⅱ

[B82308]
→

保育実習Ⅱ
 [B82609] （集中）

施設保育実習指導Ⅰ
[B81203]

施設保育実習Ⅰ
 [B81605] (集中）

→
施設保育実習指導Ⅲ

[B82310]
→

保育実習Ⅲ
 [B82611]（集中）

実習概論 [A81101] →
教育実習Ⅰ

（事前事後指導を含む）
[B81206]

→
教育実習Ⅱ

（事前事後指導を含む）
[B82307]

９　保育実践
保育・教職実践演習

[B92401]
総合演習

※[  ]内はナンバリング

教養科目

４　教養科目

保育科　履修系統図　２０２６（令和８）年度入学生

1年生 2年生

１　建学の精神・教育理念

教育職員免許法施行規則６６条の６
に定める科目

８　実習

保育実習

教育実践に関する科目

教育の基礎的理解に関する科目

保育の本質・目的に関する科目

５　保育の理念・思想

６　乳幼児理解 保育の対象の理解に関する科目

道徳、総合的な学習の時間等の指
導法及び生徒指導、教育相談等に
関する科目

７　保育内容・方法 保育の内容・方法に関する科目

領域及び保育内容の指導法に関す
る科目(領域に関する専門事項）

領域及び保育内容の指導法に関す
る科目（保育内容の指導法）
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保保育育科科ナナンンババリリンンググ一一覧覧　　２２００２２６６（（令令和和８８））年年度度入入学学生生

科　目　名

必修 選択 群 系統 学年 セメスター 番号

宗教学 2 前期 C 1 1 1 01

仏教保育 2 後期 A 1 1 2 02

日本国憲法 2 ○ 前期 C 2 2 3 01

保育者論 2 ○ ア 前期 B 3 1 1 01

哲学 2 前期 C 4 1 1 01

文学 2 後期 C 4 1 2 02

社会学 2 前期 C 4 1 1 03

情報機器の操作 2 ○ 前期 C 4 1 1 04

心理学 2 後期 C 4 1 2 05

英語Ⅰa 1 ○ ○ 前期 D 4 1 1 06

英語Ⅰb(保育の英語） 1 ○ ○ 後期 D 4 1 2 07

体育a 1 ○ ○ 前期 E 4 1 1 08

体育b 1 ○ ○ 後期 E 4 1 2 09

体育実技保健コースa 前期 E 4 1 1 10

体育実技保健コースb 後期 E 4 1 2 11

英語Ⅱa（保育の英語） 1 前期 D 4 2 3 12

英語Ⅱb（保育の英語） 1 後期 D 4 2 4 13

生活科学 2 前期 C 4 2 3 14

環境倫理入門 2 後期 C 4 2 4 15

教育原理 2 ○ ア 後期 A 5 1 2 01

社会福祉 2 ア 前期 A 5 1 1 02

保育原理 2 ア 後期 A 5 1 2 03

社会的養護Ⅰ 2 ア 後期 A 5 1 2 04

子ども家庭福祉Ⅰ 2 ア 後期 A 5 1 2 05

子ども家庭福祉Ⅱ 2 イ 前期 B 5 2 3 06

子ども家庭支援論 2 ア 前期 B 5 2 3 07

発達心理学（保育の心理学） 2 a ア 前期 B 6 1 1 01

乳幼児心理学 2 a イ 前期 B 6 2 3 02

子ども家庭支援の心理学 2 ア 後期 B 6 2 4 03

子ども理解と教育相談の基礎 2 ○ ア 後期 B 6 2 4 04

臨床心理学 2 イ 後期 B 6 2 4 05

子どもの保健 2 ア 前期 B 6 2 3 06

子どもの食と栄養a 1 ア 前期 B 6 2 3 07

子どもの食と栄養b 1 ア 後期 B 6 2 4 08

子どもと健康 2 ○ イ 前後期 A 7 1 5 01

子どもと人間関係 2 ○ イ 前期 A 7 1 1 02

子どもと環境 2 ○ イ 前後期 A 7 1 5 03

子どもと言葉 1 ○ ア 前期 A 7 1 1 04

子どもと表現 1 ○ ア 前期 A 7 1 1 05

保育内容総論 1 ○ ア 後期 A 7 1 2 06

保育内容研究（人間関係） 1 ○ ア 後期 B 7 1 2 07

保育内容研究（言葉） 1 ○ ア 後期 B 7 1 2 08

表現演習Ⅰ 1 ア 前期 A 7 1 1 09

表現演習Ⅱ 1 ア 後期 A 7 1 2 10

乳児保育Ⅰ 2 ア 前期 A 7 1 1 11

乳児保育Ⅱ 1 ア 後期 B 7 1 2 12

ピアノ・声楽Ⅰa 1 イ 前期 B 7 1 1 13

ピアノ・声楽Ⅰb 1 イ 後期 B 7 1 2 14

カリキュラム論（計画と評価） 2 ○ ア 前期 B 7 2 3 15

保育内容研究（健康） 1 ○ ア 前期 B 7 2 3 16

保育内容研究（環境） 1 ○ ア 前後期 B 7 2 5 17

保育内容研究（表現）a 1 ○ ア 前期 B 7 2 3 18

保育内容研究（表現）b 1 ○ ア 後期 B 7 2 4 19

保育指導法 2 ○ イ 前期 B 7 2 3 20

音楽表現 1 オ 後期 B 7 2 4 21

造形表現 1 オ 前期 B 7 2 3 22

身体表現 1 オ 前期 B 7 2 3 23

子どもの健康と安全 1 ア 後期 B 7 2 4 24

特別支援保育a 1 ○ ア 前期 B 7 2 3 25

特別支援保育b 1 ア 後期 B 7 2 4 26

社会的養護Ⅱ 1 ア 後期 B 7 2 4 27

子育て支援 1 ア 後期 B 7 2 4 28

ピアノ・声楽Ⅱa 1 イ 前期 B 7 2 3 29

ピアノ・声楽Ⅱb 1 イ 後期 B 7 2 4 30

幼児体育 1 イ 後期 B 7 2 4 31

レクリエーション概論 2 イ 前期 B 7 2 3 32

スポーツ・レクリエーション概論 2 イ 後期 B 7 2 4 33

実習概論 2 ○ イ 前期 A 8 1 1 01

保育所保育実習指導Ⅰ 1 ア 後期 B 8 1 2 02

施設保育実習指導Ⅰ 1 ア 後期 B 8 1 2 03

保育所保育実習Ⅰ 2 ア 集中 B 8 1 6 04

施設保育実習Ⅰ 2 ア 集中 B 8 1 6 05

教育実習Ⅰ （事前事後指導を含む） 2 ○ 後期 B 8 1 2 06

教育実習Ⅱ （事前事後指導を含む） 3 ○ 前期 B 8 2 3 07

保育所保育実習指導Ⅱ 1 ウ 前期 B 8 2 3 08

保育実習Ⅱ 2 ウ 集中 B 8 2 6 09

施設保育実習指導Ⅲ 1 エ 前期 B 8 2 3 10

保育実習Ⅲ 2 エ 集中 B 8 2 6 11

保育・教職実践演習 2 ○ ア 後期 B 9 2 4 01

卒業 免許・資格 開講期
ナンバリング

単位数 幼免
必修

保育士 １年次 ２年次
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科 目 履 修 方 法

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

保

育

科

履修にあたっての注意

　保育科の卒業所要単位及び履修科目が 2026（令和８）年度から変更になり

ました。

　これに伴い、2026（令和８）年度入学生は新課程での履修、2025 （令和７）

年度以前の入学生は旧課程での履修となり、履修すべき科目が異なります。

　したがって、自分の該当ページを確認して、間違いのないように履修して

ください。

・

　

(

令
和
６
・
７)

年
度
入
学
生

2024

2025



A 群

B 群

C 群

D 群

E 群

　卒業するためには２年以上在学し、下記の表により総計６４単位以上を修得しなけ

ればならない。

卒業所要単位

26

２

２

30

26

38 以上

64 以上

34 以上

34 以上

単位合計
卒 業 に 必 要 な 単 位

必修単位 選択単位
区　分
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【 保育科 ・ 2024 ・ 2025（令和６ ・ ７）年度の入学生 】
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A 群

B 群

C 群

D 群

E 群

　卒業するためには２年以上在学し、下記の表により総計６４単位以上を修得しなけ

ればならない。

卒業所要単位

26

２

２

30

26

38 以上

64 以上

34 以上

34 以上

単位合計
卒 業 に 必 要 な 単 位

必修単位 選択単位
区　分
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【 保育科 ・ 2024 ・ 2025（令和６ ・ ７）年度の入学生 】 保育科授業科目一覧
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群 学年 単位数科　目　名 群 学年 単位数科　目　名

子 ど も と 健 康

子 ど も と 人 間 関 係

子 ど も と 環 境

子 ど も と 言 葉

子 ど も と 表 現

音 楽 表 現  Ⅰ

造 形 表 現  Ⅰ

身 体 表 現  Ⅰ

幼 児 体 育

保 育 原 理

教 育 原 理

社 会 福 祉

社 会 的 養 護　Ⅰ

乳 児 保 育 　 Ⅰ

乳 児 保 育 　 Ⅱ

保 育 内 容 総 論 a

保 育 内 容 総 論 b

仏 教 保 育

保 育 者 論

発達心理学(保育の心理学)

子 育 て 支 援

子 ど も 家 庭 福 祉 Ⅰ

子 ど も の 保 健 

子 ど も の 健 康 と 安 全

子 ど も 家 庭 福 祉 Ⅱ

教育心理学(子どもの理解と援助)

臨 床 心 理 学

子 ど も の 食 と 栄 養 a

子 ど も の 食 と 栄 養 b

乳 幼 児 心 理 学

保 育 指 導 法

幼児理解と教育相談の基礎

子 ど も 家 庭 支 援 論

社 会 的 養 護　Ⅱ

特 別 支 援 保 育 a

特 別 支 援 保 育 b

ピ ア ノ ・ 声 楽 Ⅰ a

ピ ア ノ ・ 声 楽 Ⅰ b

ピ ア ノ ・ 声 楽 Ⅱ a

ピ ア ノ ・ 声 楽 Ⅱ b

音 楽 表 現  Ⅱ

造 形 表 現  Ⅱ

身 体 表 現  Ⅱ

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

2

2

2

2

2

1

2

2

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

1

1

1

2

2

2

1

2

2

1

2

1

2

1

1

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

カリキュラム論（計画と評価）

保育内容研究a (子どもの環境)

保育内容研究ｂ(子どもの環境)

保育内容研究c (子どもの生活・遊び)

保育内容研究d (子どもの生活・遊び)

保育内容研究e (子どもの文化)

保育内容研究 f ( 子どもの文化 )

子ども家庭支援の心理学

保 育 所 保 育 実 習Ⅰ

施 設 保 育 実 習 Ⅰ

保育所保育実習指導Ⅰ

施 設 保 育 実 習 指 導Ⅰ

教 育 実 習 概 論

教育実習 Ⅰ（事前事後指導を含む）

教育実習 Ⅱ（事前事後指導を含む）

保 育 実 習  Ⅱ

保 育 実 習  Ⅲ

保育所保育実習指導Ⅱ

施 設 保 育 実 習 指 導Ⅲ

保 育・教 職 実 践 演 習

宗教学（実践行持を含む）

哲 学

文 学

倫 理 学

社 会 学

経 済 学

法 学

日 本 国 憲 法

歴 史 学

心 理 学

数 学

化 学

生 活 科 学

日本語コミュニケーション

コ ン ピ ュ ー タ ー 概 論

環 境 倫 理 入 門

情 報 機 器 の 操 作

英  語Ⅰa　　　　

英  語Ⅰb

英  語Ⅱa

英  語Ⅱb

体 育 a

体 育 b

2

1

2

1

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

1

1

1

―

1

―

―

2

―

1

―

―

2

―

―

2

1

1

1

2

2

1

1

2

1

1

1

1

1

1

2

2

2

1

1

2

2

3

2

2

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

A
B

C

D

E

B

合計 64 単位以上

（保育の英語）

（保育の英語）

（保育の英語）
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2026（令和 8）年度　保育科開講科目及び担当者

― 38 ―

〈Ａ　群〉必修２６単位 （１・２年生）

科　目　名

卒　業 開講期

単位数 備考 クラス編成 担　当　者

免許・資格

必修 選択

幼免
必修

保育士 １年次２年次

音 楽 表 現 Ⅰ １

○

○

○

ア 前期

Ａ　組
Ｂ　組前期

C　組
D　組後期

造 形 表 現 Ⅰ １ ア

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

身 体 表 現 Ⅰ 1 ア 後期

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組
子どもと健康 1 イ

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組子どもと人間関係 2 イ 前期

後期

後期

前期

○
Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組
子どもと環境 2 イ

前期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組子どもと言葉 1 ア 前期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

子どもと表現 1 ア

○

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

教 育 原 理

1 イ

２ ア 後期

幼 児 体 育

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組保 育 原 理 2 ア 後期

山　里
山　里後期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

社 会 福 祉 ２ ア 前期
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

社 会 的 養 護Ⅰ ２ ア 後期
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

乳 児 保 育 Ⅰ ２ ア 前期
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

乳 児 保 育 Ⅱ 1 ア 後期

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

○ 前期
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2026（令和 8）年度　保育科開講科目及び担当者

― 38 ―

〈Ａ　群〉必修２６単位 （１・２年生）

科　目　名

卒　業 開講期

単位数 備考 クラス編成 担　当　者

免許・資格

必修 選択

幼免
必修

保育士 １年次２年次

音 楽 表 現 Ⅰ １

○

○

○

ア 前期

Ａ　組
Ｂ　組前期

C　組
D　組後期

造 形 表 現 Ⅰ １ ア

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

身 体 表 現 Ⅰ 1 ア 後期

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組
子どもと健康 1 イ

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組子どもと人間関係 2 イ 前期

後期

後期

前期

○
Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組
子どもと環境 2 イ

前期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組子どもと言葉 1 ア 前期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

子どもと表現 1 ア

○

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

教 育 原 理

1 イ

２ ア 後期

幼 児 体 育

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組保 育 原 理 2 ア 後期

山　里
山　里後期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

社 会 福 祉 ２ ア 前期
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

社 会 的 養 護Ⅰ ２ ア 後期
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

乳 児 保 育 Ⅰ ２ ア 前期
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

乳 児 保 育 Ⅱ 1 ア 後期

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

○ 前期

― 39 ―

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

保育内容総論 a 1 ○ ア 前期

科　目　名

卒　業 開講期

単位数 備考 クラス編成 担　当　者

免許・資格

必修 選択

幼免
必修

保育士 １年次２年次

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

保育内容総論 b 1 ○ ア 後期

（１・２年生）

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組仏 教 保 育 2 後期
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（１・２年生）〈Ｂ　群〉

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

保 育 者 論 ２ ア○ 前期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

金･河合
金･河合

大　塚

田　坂

髙　橋
髙　橋

村　田
村　田
村　田
村　田

村　田
村　田
村　田
村　田

子ども家庭福祉Ⅰ ２ ア 後期

子 ど も の 保 健 2 ア 前期

飯　塚
飯　塚

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

綿　貫
綿　貫

綿　貫
綿　貫
綿　貫
綿　貫

飯　塚
飯　塚

飯　塚

発 達 心 理 学
( 保育の心理学 )

２ アa 前期

子 育 て 支 援 １ ア 後期

科　目　名

卒　業 開講期

単位数 備考 クラス編成 担　当　者

免許・資格

必修 選択

幼免
必修

保育士 １年次 ２年次

木　口
木　口

河　合
河　合

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

全　組

全　組

全　組乳幼児心理学 ２ イ 前期

幼 児 理 解 と
教育相談の基礎

２ ○

○

後期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

子ども家庭支援論 ２ ア 前期

子どもの健康と安全 １ ア 後期

子ども家庭福祉Ⅱ ２ イ 前期

臨 床 心 理 学 ２ イ 後期

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

子どもの食と栄養 a 1 ア 前期

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

子どもの食と栄養 b 1 ア 後期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組保 育 指 導 法 ２ イ○ 前期

a

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

教 育 心 理 学
（子どもの理解と援助）

１ a ア 後期

社 会 的 養 護 Ⅱ １ ア 後期

特別支援保育 a 1 ア 前期

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

ピアノ・声楽Ⅰa 1 イ 前期

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

ピアノ・声楽Ⅰb 1 イ 後期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

河　合
河　合特別支援保育 b 1 ア 後期
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（１・２年生）〈Ｂ　群〉

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

保 育 者 論 ２ ア○ 前期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

金･河合
金･河合

大　塚

田　坂

髙　橋
髙　橋

村　田
村　田
村　田
村　田

村　田
村　田
村　田
村　田

子ども家庭福祉Ⅰ ２ ア 後期

子 ど も の 保 健 2 ア 前期

飯　塚
飯　塚

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

綿　貫
綿　貫

綿　貫
綿　貫
綿　貫
綿　貫

飯　塚
飯　塚

飯　塚

発 達 心 理 学
( 保育の心理学 )

２ アa 前期

子 育 て 支 援 １ ア 後期

科　目　名

卒　業 開講期

単位数 備考 クラス編成 担　当　者

免許・資格

必修 選択

幼免
必修

保育士 １年次 ２年次

木　口
木　口

河　合
河　合

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

全　組

全　組

全　組乳幼児心理学 ２ イ 前期

幼 児 理 解 と
教育相談の基礎

２ ○

○

後期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

子ども家庭支援論 ２ ア 前期

子どもの健康と安全 １ ア 後期

子ども家庭福祉Ⅱ ２ イ 前期

臨 床 心 理 学 ２ イ 後期

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

子どもの食と栄養 a 1 ア 前期

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

子どもの食と栄養 b 1 ア 後期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組保 育 指 導 法 ２ イ○ 前期

a

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

教 育 心 理 学
（子どもの理解と援助）

１ a ア 後期

社 会 的 養 護 Ⅱ １ ア 後期

特別支援保育 a 1 ア 前期

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

ピアノ・声楽Ⅰa 1 イ 前期

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

ピアノ・声楽Ⅰb 1 イ 後期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

河　合
河　合特別支援保育 b 1 ア 後期
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ピアノ・声楽Ⅱa
越　川
山　口

越　川
山　口

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

1 イ 前期

ピアノ・声楽Ⅱb 1 イ 後期

山　口音 楽 表 現 Ⅱ 1 オ 後期 全　組

石　井造 形 表 現 Ⅱ 1 オ 前期 全　組

秋　田

増　田
増　田

増　田
増　田

濱　中
片　川

身 体 表 現 Ⅱ 1 オ 前期 全　組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

前期カリキュラム論
（計画と評価） 

2 ア

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

後期
人間
関係

保育内容研究 a
（子どもの環境） 

1 〇

〇

〇

〇

〇

ア

Ａ　組
Ｂ　組

Ｃ　組
Ｄ　組

前期

後期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

前期

環境保育内容研究 b
（子どもの環境） 

1 ア

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

後期言葉

健康

保育内容研究 c
（子どもの生活・遊び） 

1 ア

山　里
山　里

保育内容研究 d
（子どもの生活・遊び） 

1 ア

科　目　名

卒　業 開講期

単位数 備考 クラス編成 担　当　者

免許・資格

必修 選択

幼免
必修

保育士 １年次 ２年次

（１・２年生）

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

馬　場
石　井

芹　澤
芹　澤

保育内容研究 e
（子どもの文化） 1 ア〇 前期造形

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

保育内容研究 f
（子どもの文化）

1 ア〇 後期音楽

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組後期

田　坂
田　坂

保育所保育実習Ⅰ ２ ア 全　組

保育所保育実習指導Ⅰ １ ア 全　組

全　組施設保育実習指導Ⅰ １ ア

施設保育実習 Ⅰ ２ ア 全　組

子ども家庭支援
の 心 理 学 2 ア

※

※

後期

後期

全　組教 育 実 習 概 論 ２ ○ 前期

― 67 ―



― 42 ―

木口･飯塚
河合･綿貫

木口･飯塚
河合･綿貫

科　目　名

卒　業 開講期

単位数 備考 クラス編成 担　当　者

免許・資格

必修 選択

幼免
必修

保育士 １年次２年次

（１・２年生）

ア

エ

ウ

山里･陸路･河合
芹澤･綿貫･濱中

山里･陸路
金･濱中

橋本･秋田･片川
芹澤･田坂･増田

橋本･秋田
片川･増田

教 育 実 習　Ⅰ
（事前事後指導を含む）

全　組２ ○ 後期

教 育 実 習　Ⅱ
（事前事後指導を含む）

全　組３ ○

○

前期

保 育 実 習　Ⅱ 全　組２ ※

保育所保育実習指導Ⅱ 全　組１ 前期

保 育 実 習　Ⅲ 全　組２ ※

施設保育実習指導Ⅲ 全　組１ 前期

保育・教職実践演習 全　組２ 後期
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木口･飯塚
河合･綿貫

木口･飯塚
河合･綿貫

科　目　名

卒　業 開講期

単位数 備考 クラス編成 担　当　者

免許・資格

必修 選択

幼免
必修

保育士 １年次２年次

（１・２年生）

ア

エ

ウ

山里･陸路･河合
芹澤･綿貫･濱中

山里･陸路
金･濱中

橋本･秋田･片川
芹澤･田坂･増田

橋本･秋田
片川･増田

教 育 実 習　Ⅰ
（事前事後指導を含む）

全　組２ ○ 後期

教 育 実 習　Ⅱ
（事前事後指導を含む）

全　組３ ○

○

前期

保 育 実 習　Ⅱ 全　組２ ※

保育所保育実習指導Ⅱ 全　組１ 前期

保 育 実 習　Ⅲ 全　組２ ※

施設保育実習指導Ⅲ 全　組１ 前期

保育・教職実践演習 全　組２ 後期

（注）

１．幼稚園教諭免許状に関する科目について

　　a については、3 科目から 2 単位以上必修。別項「教育職員免許状及び保育士資格につ

　　いて」を参照。

２．保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲの種別期間等は別項「教育

　　実習Ⅰ・教育実習Ⅱ、保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲにつ

　　いて」を参照。

３．保育士資格に関する科目について

　　　アは必修科目。

　　　イは選択必修科目。６単位以上。（本学では保育士養成課程に定められた６単位のう

　　　ち全単位が必修となる。子どもと健康、子どもと人間関係、子どもと環境、幼児体育

　　　が卒業必修科目であるが、保育士の資質を高めるためには、出来るだけ多くの科目を

　　　とることが望ましい。）

　　　ウ・エは選択必修科目。ウまたはエのいずれか選択。（いずれか一方しか履修できない）

　　　オは３科目（音楽表現Ⅱ、造形表現Ⅱ、身体表現Ⅱ）から１単位以上必修。音楽表現Ⅱ、

　　　造形表現Ⅱ、身体表現Ⅱは履修人数を制限する。

４．保育実習Ⅲの履修にあたっては、子ども家庭福祉Ⅱを必ず履修すること。

５． ※は集中授業として行うので、開講期は別に指定される。
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（１・２年生）〈Ｃ　群〉

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

宗 教 学
（実践行持を含む）

２ 前期

哲 学 ２

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組日 本 国 憲 法 ２ ○ 前期

前期

前期 全　組

文 学 ２ 後期 全　組

増　田

増　田

中　路
中　路

社 会 学 ２ 前期 全　組

心 理 学 ２ 後期 全　組

生 活 科 学 ２ 全　組

後期環境倫理入門 ２ 全　組

本年度閉講科目：倫理学、経済学、法学、歴史学、数学、化学、日本語

　　　　　　　　コミュニケーション、コンピュータ概論

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

情報機器の操作 ２ ○ 前期

科　目　名

卒　業 開講期

単位数 備考 クラス編成 担　当　者

免許・資格

必修 選択

幼免
必修

保育士 １年次２年次
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（１・２年生）〈Ｃ　群〉

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

宗 教 学
（実践行持を含む）

２ 前期

哲 学 ２

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組日 本 国 憲 法 ２ ○ 前期

前期

前期 全　組

文 学 ２ 後期 全　組

増　田

増　田

中　路
中　路

社 会 学 ２ 前期 全　組

心 理 学 ２ 後期 全　組

生 活 科 学 ２ 全　組

後期環境倫理入門 ２ 全　組

本年度閉講科目：倫理学、経済学、法学、歴史学、数学、化学、日本語

　　　　　　　　コミュニケーション、コンピュータ概論

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

情報機器の操作 ２ ○ 前期

科　目　名

卒　業 開講期

単位数 備考 クラス編成 担　当　者

免許・資格

必修 選択

幼免
必修

保育士 １年次２年次

※英語の履修上の注意

　卒業するためには、１年次に「英語Ⅰa」必修１単位と「英語Ⅰb（保育の英語）」

必修１単位を修得しなければならない。２年次に「英語Ⅱa（保育の英語）」選択１単

位と「英語Ⅱb（保育の英語）」選択１単位が修得できる。なお希望者は２年間に英語Ⅰ、

英語Ⅱあわせて選択８単位まで修得できる。

　１年次の学生は「英語Ⅰa」「英語Ⅰb（保育の英語）」を英語講読（テキストの精読、

速読を中心とするクラス）とＬＬ（発音と聴取を中心とするクラス）の２種類の中か

ら１種類選択し、前期は「英語Ⅰa」、後期は「英語Ⅰb( 保育の英語 )」を同一時間に、

同一担当者のものを履修する。
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（１・２年生）〈Ｄ　群〉

英語Ⅰa

( 英語講読 )

( Ｌ  Ｌ )

( 英 会 話 )

1 ○○ 前期

Ａ B

C D

Ａ B

C D

Ａ B

C D

全 組

閉 　 講

閉 　 講

Ａ B

C D

Ａ B

C D

Ａ B

C D

閉 　 講

閉 　 講

英語Ⅰb( 保育の英語 )

( 英語講読 )

( Ｌ  Ｌ )

( 英 会 話 )

1 ○○ 後期

上 　 田

全 組 上 　 田

英語Ⅱa

　 ( 保育の英語 )

1 前期

英語Ⅱb

　 ( 保育の英語 )

1 後期

科　目　名

卒　業 開講期

単位数 クラス編成 担　当　者

免許・資格

必修 選択

幼免
必修

保育士 １年次 ２年次
備考

< Ｄ　群 >� （１・２年生）

科　目　名

卒業 免許・資格

備考

開講期

クラス編成 担　当　者単位数 幼免 
必修

保育士 １年次 ２年次
必修 選択

英語Ⅰａ

1 ○ ○ 前期

　（英語講読）
　AB

　CD

　（ＬＬ）
　AB

　CD

英語Ⅰｂ（保育の英語）

1 ○ ○ 後期

　（英語講読）
　AB

　CD

　（ＬＬ）
　AB

　CD

英語Ⅱａ

　（保育の英語）
1 前期 全　組 上　田

英語Ⅱｂ

　（保育の英語）
1 後期 全　組 上　田

本年度閉講科目：英語Ⅰ a（英会話）、英語Ⅰａ（英語表現法）、

　　　　　　　　英語Ⅰｂ（保育の英語）（英会話）、英語Ⅰｂ（保育の英語）（英語表現法）
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　１クラスの定員を英語Ⅰは４５人までとし、英語Ⅱは３０人までとする。

　別途定める要件を満たし、既修得単位を認定された者は、既に「英語Ⅰa」を修得

したものとみなすことができる。

・英語の授業内容

＜英語Ⅰa＞

　英語を聴く、話す、読む、書くという基礎トレーニングを行い、英語によるコミュ

ニケーションが出来るようにする。

＜英語Ⅰb（保育の英語）＞

　保育の現場でのコミュニケーションに役立つ英語の基礎表現を学ぶ。

＜英語Ⅱa（保育の英語）、英語Ⅱb（保育の英語）＞

　保育の現場でのコミュニケーションに役立つ英語を総合的に学ぶ。特に外国人の

子どもや保護者と関わる時に必要性が高いと思われる表現について学習する。また、

英語の童話、童謡についても触れる。
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　１クラスの定員を英語Ⅰは４５人までとし、英語Ⅱは３０人までとする。

　別途定める要件を満たし、既修得単位を認定された者は、既に「英語Ⅰa」を修得

したものとみなすことができる。

・英語の授業内容

＜英語Ⅰa＞

　英語を聴く、話す、読む、書くという基礎トレーニングを行い、英語によるコミュ

ニケーションが出来るようにする。

＜英語Ⅰb（保育の英語）＞

　保育の現場でのコミュニケーションに役立つ英語の基礎表現を学ぶ。

＜英語Ⅱa（保育の英語）、英語Ⅱb（保育の英語）＞

　保育の現場でのコミュニケーションに役立つ英語を総合的に学ぶ。特に外国人の

子どもや保護者と関わる時に必要性が高いと思われる表現について学習する。また、

英語の童話、童謡についても触れる。

― 46 ―

※体育の履修上の注意

　①実技と講義からなる。いずれも各々の所属するクラスで受講するものとする。

　②実技について

　　　イ）病気療養中等、健康上の理由により通常の運動が不可能な場合には、保

　　　　　健コース（運動軽減クラス）で履修することもできる。保健コースでの

　　　　　履修を希望する者は、履修登録時に教務課に申し出ること。なお、学期

　　　　　途中に傷病等の事由が生じ、保健コースでの履修変更を希望する者は、速

　　　　　やかに教務課に申し出ること。

　　　ロ）服装等に関しては、オリエンテーションの中で指示する。

＊A群～Ｅ群全ての履修上の注意

　・遅刻は３０分以内で、３回につき１回の欠席扱いとする。
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（１年生）〈E　 群〉

全 　 組

全 　 組

体育実技保健コース a

体育実技保健コース ｂ

前期

後期

A・B 組
C・D 組体 育 a 1 ○○ 前期

A・B 組
C・D 組

体 育 b 1 ○○ 後期

科　目　名

卒　業

開講期単位数 クラス編成 担　当　者

免許・資格

必修 選択

幼免
必修

保育士
備考

― 73 ―



― 48 ―

教育職員免許状及び保育士資格について

　保育科で取得できる免許状及び資格には、幼稚園教諭二種免許状と保育士資格が

ある。卒業に必要な取得単位は６４単位であるが、保育科のカリキュラムは幼稚園教

諭二種免許状と保育士資格を取得することを前提に編成しているので、履修にあたっ

てはこの免許状と資格の二種類を取得することが望ましい。なお、いずれにおいて

も短期大学士の学位（卒業と同時に取得）が基礎資格として必要となる。

（1） 本学において幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得する場合

　　幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得するための履修方法は下記の表の通りで

　ある。下記の所要単位数には、卒業所要単位が含まれている。

２６単位

５１単位以上 「保育者論」

「発達心理学 ( 保育の心理学 )」

「子ども家庭福祉Ⅰ」

「教育心理学 ( 子どもの理解と援助 )」

「保育内容研究 a（子どもの環境）」

「保育内容研究 c（子どもの生活・遊び）」

「保育所保育実習Ⅰ」

「施設保育実習Ⅰ」

「保育所保育実習指導Ⅰ」

「施設保育実習指導Ⅰ」

「教育実習概論」

「教育実習Ⅰ」

「子育て支援」

「子どもの保健」

「子どもの健康と安全」

「子どもの食と栄養 a」

「子どもの食と栄養 b」

「保育指導法」

「幼児理解と教育相談の基礎」

「子ども家庭支援論」

「社会的養護Ⅱ」

「特別支援保育 a」

「特別支援保育 b」

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

Ａ 群

Ｂ 群
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教育職員免許状及び保育士資格について

　保育科で取得できる免許状及び資格には、幼稚園教諭二種免許状と保育士資格が

ある。卒業に必要な取得単位は６４単位であるが、保育科のカリキュラムは幼稚園教

諭二種免許状と保育士資格を取得することを前提に編成しているので、履修にあたっ

てはこの免許状と資格の二種類を取得することが望ましい。なお、いずれにおいて

も短期大学士の学位（卒業と同時に取得）が基礎資格として必要となる。

（1） 本学において幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得する場合

　　幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得するための履修方法は下記の表の通りで

　ある。下記の所要単位数には、卒業所要単位が含まれている。

２６単位

５１単位以上 「保育者論」

「発達心理学 ( 保育の心理学 )」

「子ども家庭福祉Ⅰ」

「教育心理学 ( 子どもの理解と援助 )」

「保育内容研究 a（子どもの環境）」

「保育内容研究 c（子どもの生活・遊び）」

「保育所保育実習Ⅰ」

「施設保育実習Ⅰ」

「保育所保育実習指導Ⅰ」

「施設保育実習指導Ⅰ」

「教育実習概論」

「教育実習Ⅰ」

「子育て支援」

「子どもの保健」

「子どもの健康と安全」

「子どもの食と栄養 a」

「子どもの食と栄養 b」

「保育指導法」

「幼児理解と教育相談の基礎」

「子ども家庭支援論」

「社会的養護Ⅱ」

「特別支援保育 a」

「特別支援保育 b」

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

Ａ 群

Ｂ 群

（2）本学において幼稚園教諭免許状のみを取得する場合
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2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修　

1 単位　必修　

2 単位　必修

3 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修　

1 単位　必修

６単位以上

２単位以上

２単位

８７単位以上

２６単位

２６単位以上

Ｂ 群

Ｃ 群

Ｄ 群

Ｅ 群

合 計

Ａ 群

Ｂ 群

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

１年

１年

２年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

「カリキュラム論（計画と評価）」

「保育内容研究 b（子どもの環境）」

「保育内容研究 d（子どもの生活・遊び）」

「保育内容研究 e（子どもの文化）」

「保育内容研究 f（子どもの文化）」

「子ども家庭支援の心理学」

「教育実習Ⅱ」

「保育・教職実践演習」

「保育実習Ⅱ」2 単位と「保育所保育実習指導Ⅱ」1 単位、または、「保育実習Ⅲ」2

単位と「施設保育実習指導Ⅲ」1 単位のいずれか 2 科目 3 単位必修 ( すべて２年 )

「音楽表現Ⅱ」1 単位「造形表現Ⅱ」1 単位「身体表現Ⅱ」1 単位のいずれか１科目 1 単位以上必修（すべて 2 年）

「宗教学」

「情報機器の操作」

「日本国憲法」

「英語Ⅰa」

「英語Ⅰb（保育の英語）」

「体育 a」

「体育 b」

「保育者論」

「保育内容研究 a（子どもの環境）」

「保育内容研究 c（子どもの生活・遊び）」

「教育実習概論」

「教育実習Ⅰ」

「保育指導法」

「幼児理解と教育相談の基礎」

「特別支援保育 a」

「カリキュラム論（計画と評価）」

「保育内容研究 b（子どもの環境）」

「保育内容研究 d（子どもの生活・遊び）」

「保育内容研究 e（子どもの文化）」

「保育内容研究 f（子どもの文化）」
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「教育実習Ⅱ」

「保育・教職実践演習」

a：「発達心理学（保育の心理学）」2 単位１年、「教育心理学（子どもの理解と援助）」

1 単位１年、「乳幼児心理学」2 単位２年の 3 科目の中から 1 科目 2 単位以上必修

「宗教学」

「情報機器の操作」

「日本国憲法」

「英語Ⅰa」

「英語Ⅰb（保育の英語）」

選択科目の中から 1 科目 2 単位以上必修

「体育 a」

「体育 b」

「保育者論」

「発達心理学 ( 保育の心理学 )」

「子ども家庭福祉Ⅰ」

「教育心理学 ( 子どもの理解と援助 )」

「保育内容研究 a（子どもの環境）」

「保育内容研究 c（子どもの生活・遊び）」

「保育所保育実習Ⅰ」

「施設保育実習Ⅰ」

「保育所保育実習指導Ⅰ」

「施設保育実習指導Ⅰ」

「子育て支援」

「子どもの保健」

「子どもの健康と安全」

「子どもの食と栄養 a」

「子どもの食と栄養 b」

「子ども家庭支援論」

「社会的養護Ⅱ」

「特別支援保育 a」

（3）本学において保育士資格のみを取得する場合
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６単位以上

２単位以上

２単位以上

２単位

６４単位以上

２６単位

４０単位以上

Ｂ 群

Ｃ 群

Ｄ 群

ＢＣＤ群

Ｅ 群

合 計

Ａ 群

Ｂ 群

２年

２年

１年

１年

２年

１年

１年

１年

１年

3 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1･2 年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年
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「教育実習Ⅱ」

「保育・教職実践演習」

a：「発達心理学（保育の心理学）」2 単位１年、「教育心理学（子どもの理解と援助）」

1 単位１年、「乳幼児心理学」2 単位２年の 3 科目の中から 1 科目 2 単位以上必修

「宗教学」

「情報機器の操作」

「日本国憲法」

「英語Ⅰa」

「英語Ⅰb（保育の英語）」

選択科目の中から 1 科目 2 単位以上必修

「体育 a」

「体育 b」

「保育者論」

「発達心理学 ( 保育の心理学 )」

「子ども家庭福祉Ⅰ」

「教育心理学 ( 子どもの理解と援助 )」

「保育内容研究 a（子どもの環境）」

「保育内容研究 c（子どもの生活・遊び）」

「保育所保育実習Ⅰ」

「施設保育実習Ⅰ」

「保育所保育実習指導Ⅰ」

「施設保育実習指導Ⅰ」

「子育て支援」

「子どもの保健」

「子どもの健康と安全」

「子どもの食と栄養 a」

「子どもの食と栄養 b」

「子ども家庭支援論」

「社会的養護Ⅱ」

「特別支援保育 a」

（3）本学において保育士資格のみを取得する場合
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６単位以上

２単位以上

２単位以上

２単位

６４単位以上

２６単位

４０単位以上

Ｂ 群

Ｃ 群

Ｄ 群

ＢＣＤ群

Ｅ 群

合 計

Ａ 群

Ｂ 群

２年

２年

１年

１年

２年

１年

１年

１年

１年

3 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1･2 年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

「特別支援保育ｂ」

「カリキュラム論（計画と評価）」

「保育内容研究 b（子どもの環境）」

「保育内容研究 d（子どもの生活・遊び）」

「保育内容研究 e（子どもの文化）」

「保育内容研究 f（子どもの文化）」

「子ども家庭支援の心理学」

「保育実習Ⅱ」2 単位と「保育所保育実習指導Ⅱ」1 単位、または、「保育実習Ⅲ」2

単位と「施設保育実習指導Ⅲ」1 単位のいずれか 2 科目 3 単位必修 ( すべて２年 )

「保育・教職実践演習」

「音楽表現Ⅱ」1 単位「造形表現Ⅱ」1 単位「身体表現Ⅱ」1 単位のいずれか１科

目 1 単位以上必修（すべて 2 年）

「宗教学」

「英語Ⅰa」

「英語Ⅰb（保育の英語）」

「体育 a」

「体育 b」
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４単位以上

２単位以上

２単位

７４単位以上

Ｂ 群

　

Ｃ 群

Ｄ 群

Ｅ 群

合 計

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

２年

１年

１年

１年

１年

１年

1 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修　

1 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

2 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修

1 単位　必修
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教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱ、保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについて

　幼稚園教諭二種免許状を取得するには教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱを、保育士資格を取

得するには、保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ、及び保育実習Ⅱ又は保育実習Ⅲを

履修しなければならない。

(1)  実習施設の種別・日数等

(2)  実習施設の決定

　　実習施設は、東京都・神奈川県など原則として大学周辺の公私立の幼稚園、保育所、

　施設等を大学で割りあてる。

(3)  実習についての注意

　　各実習とも、事前に担当教員並びに教務課から説明があるので十分その指示を受

　けなければならない。また、各種書類等の記入や提出など、必要な事務手続きを期

　限までに行うこと。これらの書類の提出がない場合は、実習に参加することができ

　ない。

(4)  保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについては、いずれかを選択する。（いずれか 1 科目しか

　履修できない）

(5)  なお、保育実習Ⅱの履修にあたっては、保育所保育実習指導Ⅱを履修すること。

　保育実習Ⅲの履修にあたっては、施設保育実習指導Ⅲを履修すること。

(6)  保育実習Ⅲを履修するにあたっては、子ども家庭福祉Ⅱを必ず履修すること。

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

保育所保育実習Ⅰ

施設保育実習Ⅰ

保育実習Ⅱ

保育実習Ⅲ

2

3

2

2

2

2

20

11

11

11

11

必修

必修

必修

見学観察

参加実習

見学観察

参加実習

見学観察

参加実習

参加実習

参加実習

幼稚園、幼保連携型認定こども園

　（オリエンテーションを含む）　

保育所、幼保連携型認定こども園

入所施設・通所施設　

　乳児院、母子生活支援施設、障害児入所

　施設、児童発達支援センター、障害者支

　援施設、指定障害福祉サービス事業所（一

　部）、児童養護施設、児童相談所一時保

　護施設等、厚生労働省に指定された施設

保育所、幼保連携型認定こども園

施設保育実習Ⅰの施設及び、児童厚生

施設その他社会福祉関係諸法令の規定

に基づき設置されている施設であって

保育実習を行う施設として適当と認め

られるもの

実習の種類 単 位 数 日数 内　容実 習 施 設 の 種 別

事前事後指
導を含む（　　　　　）
事前事後指
導を含む（　　　　　）

選択
必修

選択
必修
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教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱ、保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについて

　幼稚園教諭二種免許状を取得するには教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱを、保育士資格を取

得するには、保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ、及び保育実習Ⅱ又は保育実習Ⅲを

履修しなければならない。

(1)  実習施設の種別・日数等

(2)  実習施設の決定

　　実習施設は、東京都・神奈川県など原則として大学周辺の公私立の幼稚園、保育所、

　施設等を大学で割りあてる。

(3)  実習についての注意

　　各実習とも、事前に担当教員並びに教務課から説明があるので十分その指示を受

　けなければならない。また、各種書類等の記入や提出など、必要な事務手続きを期

　限までに行うこと。これらの書類の提出がない場合は、実習に参加することができ

　ない。

(4)  保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについては、いずれかを選択する。（いずれか 1 科目しか

　履修できない）

(5)  なお、保育実習Ⅱの履修にあたっては、保育所保育実習指導Ⅱを履修すること。

　保育実習Ⅲの履修にあたっては、施設保育実習指導Ⅲを履修すること。

(6)  保育実習Ⅲを履修するにあたっては、子ども家庭福祉Ⅱを必ず履修すること。

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

保育所保育実習Ⅰ

施設保育実習Ⅰ

保育実習Ⅱ

保育実習Ⅲ

2

3

2

2

2

2

20

11

11

11

11

必修

必修

必修

見学観察

参加実習

見学観察

参加実習

見学観察

参加実習

参加実習

参加実習

幼稚園、幼保連携型認定こども園

　（オリエンテーションを含む）　

保育所、幼保連携型認定こども園

入所施設・通所施設　

　乳児院、母子生活支援施設、障害児入所

　施設、児童発達支援センター、障害者支

　援施設、指定障害福祉サービス事業所（一

　部）、児童養護施設、児童相談所一時保

　護施設等、厚生労働省に指定された施設

保育所、幼保連携型認定こども園

施設保育実習Ⅰの施設及び、児童厚生

施設その他社会福祉関係諸法令の規定

に基づき設置されている施設であって

保育実習を行う施設として適当と認め

られるもの

実習の種類 単 位 数 日数 内　容実 習 施 設 の 種 別

事前事後指
導を含む（　　　　　）
事前事後指
導を含む（　　　　　）

選択
必修

選択
必修
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資料

幼稚園教諭二種免許状取得の基礎資格および本学における単位履修
（教育職員免許法および同法施行規則による）

基礎資格

　学校教育法第百四条第三項に定める短期大学士の学位を有すること。

大学において修得することを必要とする最低単位数

●教科および教職に関する科目　　　３１単位以上

領域に関する専門的事項

保育内容の指導法 ( 情報機器

及び教材の活用を含む。) 

教育の理念並びに教育に関

する歴史及び思想 

教職の意義及び教員の役割・

職務内容 ( チーム学校運営へ

の対応を含む。)

教員に関する社会的、制度

的又は経営的事項 ( 学校と地

域との連携及び学校安全へ

の対応を含む。)

幼児、児童及び生徒の心身

の発達及び学習の過程

子どもと健康

子どもと人間関係

子どもと環境

子どもと言葉

子どもと表現

保育内容総論 a

保育内容総論 b

保育内容研究 a（子どもの環境）

保育内容研究 b（子どもの環境）

保育内容研究 c（子どもの生活・遊び )

保育内容研究 d（子どもの生活・遊び ) 

保育内容研究 e（子どもの文化 )

保育内容研究 f（子どもの文化 )

教育原理　　　　　

※教育原理は、教育に関する社会的、制度

的又は経営的事項 ( 学校と地域との連携及

び学校安全への対応を含む。) を含む。

保育者論　　　　　

教育心理学 ( 子どもの理解と援助 )1

発達心理学 ( 保育の心理学 )　　　2

乳幼児心理学　　　　　　　　　 2

領域及び保

育内容の指

導法に関す

る科目

教育の基礎

的理解に関

する科目

（1）

（2）

（1）

（2）

（3）

（4）

12

6

免 許 法 上 の 規 程 本学にて履修する科目と単位数欄
必　要
単位数

第
２
欄

第
３
欄

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

２

２

3 科目より

2 単位以上

修得}

― 79 ―



― 54 ―

●教育職員免許法施行規則 66 条の６に定める科目　8 単位

　　日本国憲法　2 単位　　体育　2 単位　　外国語コミュニケーション　2 単位

　　情報機器の操作　2 単位

　本学にて履修する科目

　　日本国憲法　2 単位　　体育 a　1 単位　　体育 b　1 単位

　　英語Ⅰa　1 単位　　英語Ⅰb（保育の英語）　1 単位　　情報機器の操作　2 単位

特別の支援を必要とする幼

児、児童及び生徒に対する理

解

教育課程の意義及び編成の方

法（カリキュラム・マネジメ

ントを含む。）

教育の方法及び技術（情報機

器及び教材の活用を含む。）

幼児理解の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに

関する基礎的な知識を含む。）

の理論及び方法

教育実習

教職実践演習

特別支援保育 a　　　　　　　　　　 １

カリキュラム論（計画と評価）　　　　2

保育指導法　　　　　　　　　　　　2

幼児理解と教育相談の基礎　　　　　2

※幼児理解と教育相談の基礎は、教育相談

（カウンセリングに関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法を含む。

教育実習概論　　　　　　　　　　　2

教育実習Ⅰ（事前事後指導を含む）　　2

教育実習Ⅱ（事前事後指導を含む）　　3

保育・教職実践演習　　　　　　　　2

最低修得単位を超えて履修した「領域及び保

育内容の指導法に関する科目」又は「教育の

基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な

学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相

談等に関する科目」、「教育実践に関する科目」

について、併せて２単位以上を修得

道 徳、総 合

的な学習の

時間等の指

導法及び生

徒 指 導、教

育相談等に

関する科目

教育実践に

関する科目

大学が独自

に設定する

科目

（5）

（6）

（1）

（2）

（3）

（1）

（2）

4

5

2

2

第
４
欄

第
５
欄

第
６
欄
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●教育職員免許法施行規則 66 条の６に定める科目　8 単位

　　日本国憲法　2 単位　　体育　2 単位　　外国語コミュニケーション　2 単位

　　情報機器の操作　2 単位

　本学にて履修する科目

　　日本国憲法　2 単位　　体育 a　1 単位　　体育 b　1 単位

　　英語Ⅰa　1 単位　　英語Ⅰb（保育の英語）　1 単位　　情報機器の操作　2 単位

特別の支援を必要とする幼

児、児童及び生徒に対する理

解

教育課程の意義及び編成の方

法（カリキュラム・マネジメ

ントを含む。）

教育の方法及び技術（情報機

器及び教材の活用を含む。）

幼児理解の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに

関する基礎的な知識を含む。）

の理論及び方法

教育実習

教職実践演習

特別支援保育 a　　　　　　　　　　 １

カリキュラム論（計画と評価）　　　　2

保育指導法　　　　　　　　　　　　2

幼児理解と教育相談の基礎　　　　　2

※幼児理解と教育相談の基礎は、教育相談

（カウンセリングに関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法を含む。

教育実習概論　　　　　　　　　　　2

教育実習Ⅰ（事前事後指導を含む）　　2

教育実習Ⅱ（事前事後指導を含む）　　3

保育・教職実践演習　　　　　　　　2

最低修得単位を超えて履修した「領域及び保

育内容の指導法に関する科目」又は「教育の

基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な

学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相

談等に関する科目」、「教育実践に関する科目」

について、併せて２単位以上を修得

道 徳、総 合

的な学習の

時間等の指

導法及び生

徒 指 導、教

育相談等に

関する科目

教育実践に

関する科目

大学が独自

に設定する

科目

（5）

（6）

（1）

（2）

（3）

（1）

（2）

4

5

2

2

第
４
欄

第
５
欄

第
６
欄
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資料      

保育士養成課程による教科目と本学開講科目の対応表
　厚生労働省が指定した保育士養成課程の教科目と、これに対応して本学で開講し

ている科目の一覧表である。どの教科がどのような目的で開設されているか参考に

してください。

区分 系　列 設置単位 本学開設科目 履修単位教　科　目

宗教学

哲学

環境倫理入門

倫理学

文学

社会学

法学

日本国憲法

歴史学

経済学

数学

化学

生活科学

日本語コミュニケーション

心理学

コンピュータ概論

情報機器の操作

英語Ⅰa

英語Ⅰb（保育の英語）

体育 a

体育 b

外国語、

体育以外の科目

外国語（演習）

体育（講義）

　　  （実技）

　　小　　計

教養科目 2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

8 以上

6 以上

2 以上

1

1

１０以上

区分 系　列 設置単位 本学開設科目 履修単位教　科　目

保育原理

教育原理

子ども家庭福祉Ⅰ

社会福祉

子ども家庭支援論

社会的養護Ⅰ

保育者論

発達心理学（保育の心理学）

子ども家庭支援の心理学

教育心理学（子どもの理解と援助）

子どもの保健

子どもの食と栄養 a

子どもの食と栄養 b

保育原理（講義）

教育原理（講義）

子ども家庭福祉（講義）

社会福祉（講義）

子ども家庭支援論（講義）

社会的養護Ⅰ（講義）

保育者論（講義）

保育の心理学（講義）

子ども家庭支援の心理学（講義）

子どもの理解と援助（演習）

子どもの保健（講義）

子どもの食と栄養（演習）

保育の本質・

目的に関する

科目

保育の対象の

理解に関する

科目

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

必

修

科

目
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カリキュラム論（計画と評価）

保育内容総論 a

保育内容総論 b

保育内容研究 a（子どもの環境）

保育内容研究 b（子どもの環境）

保育内容研究 c（子どもの生活・遊び）

保育内容研究 d（子どもの生活・遊び）

保育内容研究 e（子どもの文化）

保育内容研究 f（子どもの文化）

音楽表現Ⅰ

造形表現Ⅰ

身体表現Ⅰ

音楽表現Ⅱ

造形表現Ⅱ

身体表現Ⅱ

子どもと言葉

子どもと表現

乳児保育Ⅰ

乳児保育Ⅱ

子どもの健康と安全

特別支援保育 a

特別支援保育 b

社会的養護Ⅱ

子育て支援

保育所保育実習Ⅰ

施設保育実習Ⅰ

保育所保育実習指導Ⅰ

施設保育実習指導Ⅰ

保育･教職実践演習

保育の計画と評価（講義）

保育内容総論（演習）

保育内容演習（演習）

保育内容の理解と方法（演習）

乳児保育Ⅰ（講義）

乳児保育Ⅱ（演習）

子どもの健康と安全（演習）

障害児保育（演習）

社会的養護Ⅱ（演習）

子育て支援（演習）

保育実習Ⅰ（実習）

保育実習指導Ⅰ（演習）

保育実践演習（演習）

保育の内容・

方法に関する

科目

保育実習

総合演習

　  

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

2

2

1

1

2

55

2

1

5

4

2

1

1

2

1

1

4

2

2

51

必

修

科

目

小　計

― 56 ―

子ども家庭福祉Ⅱ

乳幼児心理学

臨床心理学

保育指導法

ピアノ・声楽Ⅰa

ピアノ・声楽Ⅰb

ピアノ・声楽Ⅱa

ピアノ・声楽Ⅱb

　各指定保育士

　養成施設に

　おいて設定

保育の本質・

目的に関する

科目

保育の対象の

理解に関する

科目

保育の内容・

方法に関する

科目

2

2

2

2

1

1

1

1

15 以上

選

択

必

修

科

目

区分 系　列 設置単位 本学開設科目 履修単位教　科　目

区分 系　列 設置単位 本学開設科目 履修単位教　科　目

1 科目

1 単位

以上必修}
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カリキュラム論（計画と評価）

保育内容総論 a

保育内容総論 b

保育内容研究 a（子どもの環境）

保育内容研究 b（子どもの環境）

保育内容研究 c（子どもの生活・遊び）

保育内容研究 d（子どもの生活・遊び）

保育内容研究 e（子どもの文化）

保育内容研究 f（子どもの文化）

音楽表現Ⅰ

造形表現Ⅰ

身体表現Ⅰ

音楽表現Ⅱ

造形表現Ⅱ

身体表現Ⅱ

子どもと言葉

子どもと表現

乳児保育Ⅰ

乳児保育Ⅱ

子どもの健康と安全

特別支援保育 a

特別支援保育 b

社会的養護Ⅱ

子育て支援

保育所保育実習Ⅰ

施設保育実習Ⅰ

保育所保育実習指導Ⅰ

施設保育実習指導Ⅰ

保育･教職実践演習

保育の計画と評価（講義）

保育内容総論（演習）

保育内容演習（演習）

保育内容の理解と方法（演習）

乳児保育Ⅰ（講義）

乳児保育Ⅱ（演習）

子どもの健康と安全（演習）

障害児保育（演習）

社会的養護Ⅱ（演習）

子育て支援（演習）

保育実習Ⅰ（実習）

保育実習指導Ⅰ（演習）

保育実践演習（演習）

保育の内容・

方法に関する

科目

保育実習

総合演習

　  

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

2

2

1

1

2

55

2

1

5

4

2

1

1

2

1

1

4

2

2

51

必

修

科

目

小　計
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子ども家庭福祉Ⅱ

乳幼児心理学

臨床心理学

保育指導法

ピアノ・声楽Ⅰa

ピアノ・声楽Ⅰb

ピアノ・声楽Ⅱa

ピアノ・声楽Ⅱb

　各指定保育士

　養成施設に

　おいて設定

保育の本質・

目的に関する

科目

保育の対象の

理解に関する

科目

保育の内容・

方法に関する

科目

2

2

2

2

1

1

1

1

15 以上

選

択

必

修

科

目

区分 系　列 設置単位 本学開設科目 履修単位教　科　目

区分 系　列 設置単位 本学開設科目 履修単位教　科　目

1 科目

1 単位

以上必修}

― 57 ―

幼児体育

子どもと健康 

子どもと人間関係

子どもと環境

保育実習Ⅱ

保育所保育実習指導Ⅱ

保育実習Ⅲ

施設保育実習指導Ⅲ

保育実習Ⅱ（実習）

保育実習指導Ⅱ（演習）

保育実習Ⅲ（実習）

保育実習指導Ⅲ（演習）

保育実習

1

1

2

2

2

1

2

1

9 以上

2

1

2

1

18 以上

選
択
必
修
科
目

区分 系　列 設置単位 本学開設科目 履修単位教　科　目

｝
｝

小　 計
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保育科　履修系統図　２０２５（令和７）年度入学生

建学の精神に基づいた分類 幼稚園教諭免許状 保育士資格

１（セメスター） ２(セメスター) ３(セメスター) ４(セメスター)

仏教保育 [A11202]

宗教学 [C11101]

英語Ⅱa（保育の英語）
[D42313]

英語Ⅱb（保育の英語）
[D42414]

英語Ⅰa [D41107] 英語Ⅰb（保育の英語）
[D41208]

体育a [E41109] 体育b [E41210]

体育実技保健コースa
 [E41111]

体育実技保健コースb
[E41212]

情報機器の操作[C41104]

２　憲法・法律 日本国憲法 [C22301]

哲学 [C41101] 心理学 [C41205] 生活科学 [C42315] 環境倫理入門 [C42416]

社会学 [C41103] 文学 [C41202]

子どもの保健 [B62307]

子ども家庭支援の心理学
 [B62412]

子どもの食と栄養a
[B62309]

子どもの食と栄養b
 [B62410]

臨床心理学 [B62406]

発達心理学 [B61111]
（保育の心理学）

教育心理学 [B61202]
（子どもの理解と援助）

乳幼児心理学 [B62303]

教育原理 [A51201]

保育原理 [A51203]

３　期待される保育者像 保育者論 [B31101] 教育の基礎的理解に関する科目

社会福祉 [A51102] 子ども家庭福祉Ⅰ [B51205] 子ども家庭福祉Ⅱ [B52307] ※ 保育実習Ⅲを履修する場合必修

子ども家庭支援論
 [B52308]

社会的養護 Ⅰ
 [A51204]

社会的養護Ⅱ [B72423]

特別支援保育a [B72324] 教育の基礎的理解に関する科目

乳児保育Ⅰ
 [A71132]

乳児保育Ⅱ
 [A71209]

特別支援保育b [B72425]

子育て支援 [B72421]

子どもの健康と安全
 [B72433]

カリキュラム論（計画と評価）
 [B72318]

教育の基礎的理解に関する科目

保育内容総論a [A71110] 保育内容総論b [A71211]

保育内容研究a
（子どもの環境）

[B71212]

保育内容研究b
（子どもの環境）

[B72513]
or

保育内容研究b
（子どもの環境）

[B72513]

保育内容研究c
（子どもの生活・遊び）

[B71214]

保育内容研究d
（子どもの生活・遊び）

[B72515]
or

保育内容研究d
（子どもの生活・遊び）

[B72515]

子どもと人間関係[A71135]

保育内容研究e
（子どもの文化）

[B72528]

保育内容研究f or e
（子どもの文化）

[B72429/B72528]

子どもと健康 [A71234] or 子どもと健康 [A71234]

子どもと環境 [A71536] or 子どもと環境 [A71536]

子どもと言葉 [A71137]

子どもと表現[A71138]

幼児体育 [A72539]

音楽表現Ⅰ [A71101] 音楽表現Ⅱ [B72404]

造形表現Ⅰ [A71502] or 造形表現Ⅰ [A71502] 造形表現Ⅱ [B72405]

身体表現Ⅰ [A71203] 身体表現Ⅱ [B72306]

ピアノ・声楽Ⅰa [B71116] ピアノ・声楽Ⅰb [B71217] ピアノ・声楽Ⅱa [B72330] ピアノ・声楽Ⅱb [B72431]

保育指導法 [B72319]

幼児理解と教育相談の基礎
 [B72422]

保育所保育実習指導Ⅰ
[B81204]

保育所保育実習指導Ⅱ
[B82309]

保育実習Ⅱ [B82608]
（集中）

保育所保育実習Ⅰ
[B81602]
（集中）

施設保育実習指導Ⅰ
[B81205]

施設保育実習指導Ⅲ
[B82311]

保育実習Ⅲ [B82610]
（集中）

施設保育実習Ⅰ [B81603]
(集中）

or 施設保育実習Ⅰ [B81603]
（集中）

教育実習概論 [B81101]
教育実習Ⅰ

（事前事後指導を含む）
[B81206]

教育実習Ⅱ
（事前事後指導を含む）

[B82307]

保育・教職実践演習
[B92401]

※[  ]内はナンバリング

1年生 2年生

１　建学の精神・教育理念

教養科目

４　教養科目

教育職員免許法施行規則６６条の６
に定める科目

４　教養科目

６　乳幼児理解 保育の対象の理解に関する科目

教育の基礎的理解に関する科目

５　保育の理念・思想

保育の本質・目的に関する科目

５　保育の理念・思想

８　実習

保育実習

教育実践に関する科目

９　保育実践 総合演習

７　保育内容・方法 保育の内容・方法に関する科目

領域及び保育内容の指導法に関す
る科目（保育内容の指導法）

領域及び保育内容の指導法に関す
る科目(領域に関する専門的事項）

道徳、総合的な学習の時間等の指
導法及び生徒指導、教育相談等に
関する科目
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保育科　履修系統図

建学の精神に基づいた分類 幼稚園教諭免許状 保育士資格

１（セメスター） ２(セメスター) ３(セメスター) ４(セメスター)

仏教保育 [A11202]

宗教学 [C11101]

英語Ⅱa（保育の英語）
[D42313]

英語Ⅱb（保育の英語）
[D42414]

英語Ⅰa [D41107] 英語Ⅰb（保育の英語）
[D41208]

体育a [E41109] 体育b [E41210]

体育実技保健コースa
 [E41111]

体育実技保健コースb
[E41212]

情報機器の操作 [C41504] or 情報機器の操作 [C41504]

２　憲法・法律 日本国憲法 [C22301]

哲学 [C41101] 心理学 [C41205] 生活科学 [C42315] 環境倫理入門 [C42416]

社会学 [C41103] 文学 [C41202]

子どもの保健 [B62307]

子ども家庭支援の心理学
 [B62412]

子どもの食と栄養a
[B62309]

子どもの食と栄養b
 [B62410]

臨床心理学 [B62406]

発達心理学 [B61111]
（保育の心理学）

教育心理学 [B61202]
（子どもの理解と援助）

乳幼児心理学 [B62303]

教育原理 [A51101] or 教育原理 [A51101]

保育原理 [A51203]

３　期待される保育者像 保育者論 [B31101] 教育の基礎的理解に関する科目

社会福祉 [A51102] 子ども家庭福祉Ⅰ [B51205] 子ども家庭福祉Ⅱ [B52307] ※ 保育実習Ⅲを履修する場合必修

子ども家庭支援論
 [B52308]

社会的養護 Ⅰ
 [A51204]

社会的養護Ⅱ [B72423]

特別支援保育a [B72324] 教育の基礎的理解に関する科目

乳児保育Ⅰ
 [A71132]

乳児保育Ⅱ
 [A71209]

特別支援保育b [B72425]

子育て支援 [B72421]

子どもの健康と安全
 [B72433]

カリキュラム論（計画と評価）
 [B72318]

教育の基礎的理解に関する科目

保育内容総論a [A71110] 保育内容総論b [A71211]

保育内容研究a
（子どもの環境）

[B71212]

保育内容研究b
（子どもの環境）

[B72513]
or

保育内容研究b
（子どもの環境）

[B72513]

保育内容研究c
（子どもの生活・遊び）

[B71214]

保育内容研究d
（子どもの生活・遊び）

[B72515]
or

保育内容研究d
（子どもの生活・遊び）

[B72515]

子どもと人間関係
[A71135]

保育内容研究e or f
（子どもの文化）

[B72528/B72529]

保育内容研究f or e
（子どもの文化）

[B72529/B72528]

子どもと健康 [A71234] or 子どもと健康 [A71234]

子どもと環境 [A71536] or 子どもと環境 [A71536]

子どもと言葉 [A71137]

子どもと表現[A71138]

幼児体育 [A72539]

音楽表現Ⅰ [A71101] 音楽表現Ⅱ [B72404]

造形表現Ⅰ [A71502] or 造形表現Ⅰ [A71502] 造形表現Ⅱ [B72505] or 造形表現Ⅱ [B72505]

身体表現Ⅰ [A71203] 身体表現Ⅱ [B72306]

ピアノ・声楽Ⅰa [B71116] ピアノ・声楽Ⅰb [B71217] ピアノ・声楽Ⅱa [B72330] ピアノ・声楽Ⅱb [B72431]

保育指導法 [B72319]

幼児理解と教育相談の基礎
 [B72422]

保育所保育実習指導Ⅰ
[B81204]

保育所保育実習指導Ⅱ
[B82309]

保育実習Ⅱ [B82608]
（集中）

保育所保育実習Ⅰ
[B81602]
（集中）

施設保育実習指導Ⅰ
[B81205]

施設保育実習指導Ⅲ
[B82311]

保育実習Ⅲ [B82610]
（集中）

施設保育実習Ⅰ [B81603]
(集中）

or 施設保育実習Ⅰ [B81603]
（集中）

教育実習概論 [B81101]
教育実習Ⅰ

（事前事後指導を含む）
[B81206]

教育実習Ⅱ
（事前事後指導を含む）

[B82307]

保育・教職実践演習
[B92401]

※[  ]内はナンバリング

７　保育内容・方法 保育の内容・方法に関する科目

領域及び保育内容の指導法に関す
る科目（保育内容の指導法）

領域及び保育内容の指導法に関す
る科目(領域に関する専門的事項）

道徳、総合的な学習の時間等の指
導法及び生徒指導、教育相談等に
関する科目

８　実習

保育実習

教育実践に関する科目

９　保育実践 総合演習

６　乳幼児理解 保育の対象の理解に関する科目

教育の基礎的理解に関する科目

５　保育の理念・思想

保育の本質・目的に関する科目

５　保育の理念・思想

1年生 2年生

１　建学の精神・教育理念

教養科目

４　教養科目

教育職員免許法施行規則６６条の６
に定める科目

４　教養科目

２０２４（令和６）年度入学生
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科　目　名

必修 選択 群 系統 学年 セメスター 番号

宗教学 2 前期 C 1 1 1 01

仏教保育 2 後期 A 1 1 2 02

日本国憲法 2 ○ 前期 C 2 2 3 01

保育者論 2 ○ ア 前期 B 3 1 1 01

哲学 2 前期 C 4 1 1 01

文学 2 後期 C 4 1 2 02

社会学 2 前期 C 4 1 1 03

情報機器の操作 2 ○ 前期 C 4 1 1 04

心理学 2 後期 C 4 1 2 05

英語Ⅰa 1 ○ ○ 前期 D 4 1 1 07

英語Ⅰb(保育の英語） 1 ○ ○ 後期 D 4 1 2 08

体育a 1 ○ ○ 前期 E 4 1 1 09

体育b 1 ○ ○ 後期 E 4 1 2 10

体育実技保健コースa 前期 E 4 1 1 11

体育実技保健コースb 後期 E 4 1 2 12

英語Ⅱa（保育の英語） 1 前期 D 4 2 3 13

英語Ⅱb（保育の英語） 1 後期 D 4 2 4 14

生活科学 2 前期 C 4 2 3 15

環境倫理入門 2 後期 C 4 2 4 16

教育原理 2 ○ ア 後期 A 5 1 2 01

社会福祉 2 ア 前期 A 5 1 1 02

保育原理 2 ア 後期 A 5 1 2 03

社会的養護Ⅰ 2 ア 後期 A 5 1 2 04

子ども家庭福祉Ⅰ 2 ア 後期 B 5 1 2 05

子ども家庭福祉Ⅱ 2 イ 前期 B 5 2 3 07

子ども家庭支援論 2 ア 前期 B 5 2 3 08

発達心理学（保育の心理学） 2 A ア 前期 B 6 1 1 11

教育心理学（子どもの理解と援助） 1 A ア 後期 B 6 1 2 02

乳幼児心理学 2 A イ 前期 B 6 2 3 03

子ども家庭支援の心理学 2 ア 後期 B 6 2 4 12

臨床心理学 2 イ 後期 B 6 2 4 06

子どもの保健 2 ア 前期 B 6 2 3 07

子どもの食と栄養a 1 ア 前期 B 6 2 3 09

子どもの食と栄養b 1 ア 後期 B 6 2 4 10

音楽表現Ⅰ 1 ア 前期 A 7 1 1 01

造形表現Ⅰ 1 ア 前後期 A 7 1 5 02

身体表現Ⅰ 1 ア 後期 A 7 1 2 03

音楽表現Ⅱ 1 オ 後期 B 7 2 4 04

造形表現Ⅱ 1 オ 後期 B 7 2 4 05

身体表現Ⅱ 1 オ 前期 B 7 2 3 06

乳児保育Ⅰ 2 ア 前期 A 7 1 1 32

乳児保育Ⅱ 1 ア 後期 A 7 1 2 09

保育内容総論a 1 ○ ア 前期 A 7 1 1 10

保育内容総論b 1 ○ ア 後期 A 7 1 2 11

保育内容研究a （子どもの環境） 1 ○ ア 後期 B 7 1 2 12

保育内容研究b （子どもの環境） 1 ○ ア 前後期 B 7 2 5 13

保育内容研究c （子どもの生活・遊び） 1 ○ ア 後期 B 7 1 2 14

保育内容研究d （子どもの生活・遊び） 1 ○ ア 前後期 B 7 2 5 15

ピアノ・声楽Ⅰa 1 イ 前期 B 7 1 1 16

ピアノ・声楽Ⅰb 1 イ 後期 B 7 1 2 17

カリキュラム論（計画と評価） 2 ○ ア 前期 B 7 2 3 18

保育指導法 2 ○ イ 前期 B 7 2 3 19

子育て支援 1 ア 後期 B 7 2 4 21

幼児理解と教育相談の基礎 2 ○ 後期 B 7 2 4 22

社会的養護Ⅱ 1 ア 後期 B 7 2 4 23

特別支援保育a 1 ○ ア 前期 B 7 2 3 24

特別支援保育b 1 ア 後期 B 7 2 4 25

保育内容研究e （子どもの文化） 1 ○ ア 前後期 B 7 2 5 28

保育内容研究f （子どもの文化） 1 ○ ア 後期 B 7 2 4 29

ピアノ・声楽Ⅱa 1 イ 前期 B 7 2 3 30

ピアノ・声楽Ⅱb 1 イ 後期 B 7 2 4 31

子どもの健康と安全 1 ア 後期 B 7 2 4 33

子どもと健康 1 ○ イ 前後期 A 7 1 5 34

子どもと人間関係 2 〇 イ 前期 A 7 1 1 35

子どもと環境 2 〇 イ 後期 A 7 1 5 36

子どもと言葉 1 〇 ア 前期 A 7 1 1 37

子どもと表現 1 〇 ア 前期 A 7 1 1 38

幼児体育 1 イ 前後期 A 7 2 5 39

教育実習概論 2 ○ 前期 B 8 1 1 01

保育所保育実習Ⅰ 2 ア 集中 B 8 1 6 02

施設保育実習Ⅰ 2 ア 集中 B 8 1 6 03

保育所保育実習指導Ⅰ 1 ア 後期 B 8 1 2 04

施設保育実習指導Ⅰ 1 ア 後期 B 8 1 2 05

教育実習Ⅰ （事前事後指導を含む） 2 ○ 後期 B 8 1 2 06

教育実習Ⅱ （事前事後指導を含む） 3 ○ 前期 B 8 2 3 07

保育実習Ⅱ 2 ウ 集中 B 8 2 6 08

保育所保育実習指導Ⅱ 1 ウ 前期 B 8 2 3 09

保育実習Ⅲ 2 エ 集中 B 8 2 6 10

施設保育実習指導Ⅲ 1 エ 前期 B 8 2 3 11

保育・教職実践演習 2 ○ ア 後期 B 9 2 4 01

保保育育科科ナナンンババリリンンググ一一覧覧　　２２００２２５５（（令令和和７７））年年度度入入学学生生

卒業 免許・資格 開講期
ナンバリング

単位数 幼免
必修

保育士 １年次 ２年次
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科　目　名

必修 選択 群 系統 学年 セメスター 番号

宗教学 2 前期 C 1 1 1 01

仏教保育 2 後期 A 1 1 2 02

日本国憲法 2 ○ 前期 C 2 2 3 01

保育者論 2 ○ ア 前期 B 3 1 1 01

哲学 2 前期 C 4 1 1 01

文学 2 後期 C 4 1 2 02

社会学 2 前期 C 4 1 1 03

情報機器の操作 2 ○ 前後期 C 4 1 5 04

心理学 2 後期 C 4 1 2 05

英語Ⅰa 1 ○ ○ 前期 D 4 1 1 07

英語Ⅰb(保育の英語） 1 ○ ○ 後期 D 4 1 2 08

体育a 1 ○ ○ 前期 E 4 1 1 09

体育b 1 ○ ○ 後期 E 4 1 2 10

体育実技保健コースa 前期 E 4 1 1 11

体育実技保健コースb 後期 E 4 1 2 12

英語Ⅱa（保育の英語） 1 前期 D 4 2 3 13

英語Ⅱb（保育の英語） 1 後期 D 4 2 4 14

生活科学 2 前期 C 4 2 3 15

環境倫理入門 2 後期 C 4 2 4 16

教育原理 2 ○ ア 前後期 A 5 1 5 01

社会福祉 2 ア 前期 A 5 1 1 02

保育原理 2 ア 後期 A 5 1 2 03

社会的養護Ⅰ 2 ア 後期 A 5 1 2 04

子ども家庭福祉Ⅰ 2 ア 後期 B 5 1 2 05

子ども家庭福祉Ⅱ 2 イ 前期 B 5 2 3 07

子ども家庭支援論 2 ア 前期 B 5 2 3 08

発達心理学（保育の心理学） 2 A ア 前期 B 6 1 1 11

教育心理学（子どもの理解と援助） 1 A ア 後期 B 6 1 2 02

乳幼児心理学 2 A イ 前期 B 6 2 3 03

子ども家庭支援の心理学 2 ア 後期 B 6 2 4 12

臨床心理学 2 イ 後期 B 6 2 4 06

子どもの保健 2 ア 前期 B 6 2 3 07

子どもの食と栄養a 1 ア 前期 B 6 2 3 09

子どもの食と栄養b 1 ア 後期 B 6 2 4 10

音楽表現Ⅰ 1 ア 前期 A 7 1 1 01

造形表現Ⅰ 1 ア 前後期 A 7 1 5 02

身体表現Ⅰ 1 ア 後期 A 7 1 2 03

音楽表現Ⅱ 1 オ 後期 B 7 2 4 04

造形表現Ⅱ 1 オ 前後期 B 7 2 5 05

身体表現Ⅱ 1 オ 前期 B 7 2 3 06

乳児保育Ⅰ 2 ア 前期 A 7 1 1 32

乳児保育Ⅱ 1 ア 後期 A 7 1 2 09

保育内容総論a 1 ○ ア 前期 A 7 1 1 10

保育内容総論b 1 ○ ア 後期 A 7 1 2 11

保育内容研究a （子どもの環境） 1 ○ ア 後期 B 7 1 2 12

保育内容研究b （子どもの環境） 1 ○ ア 前後期 B 7 2 5 13

保育内容研究c （子どもの生活・遊び） 1 ○ ア 後期 B 7 1 2 14

保育内容研究d （子どもの生活・遊び） 1 ○ ア 前後期 B 7 2 5 15

ピアノ・声楽Ⅰa 1 イ 前期 B 7 1 1 16

ピアノ・声楽Ⅰb 1 イ 後期 B 7 1 2 17

カリキュラム論（計画と評価） 2 ○ ア 前期 B 7 2 3 18

保育指導法 2 ○ イ 前期 B 7 2 3 19

子育て支援 1 ア 後期 B 7 2 4 21

幼児理解と教育相談の基礎 2 ○ 後期 B 7 2 4 22

社会的養護Ⅱ 1 ア 後期 B 7 2 4 23

特別支援保育a 1 ○ ア 前期 B 7 2 3 24

特別支援保育b 1 ア 後期 B 7 2 4 25

保育内容研究e （子どもの文化） 1 ○ ア 前後期 B 7 2 5 28

保育内容研究f （子どもの文化） 1 ○ ア 前後期 B 7 2 5 29

ピアノ・声楽Ⅱa 1 イ 前期 B 7 2 3 30

ピアノ・声楽Ⅱb 1 イ 後期 B 7 2 4 31

子どもの健康と安全 1 ア 後期 B 7 2 4 33

子どもと健康 1 ○ イ 前後期 A 7 1 5 34

子どもと人間関係 2 〇 イ 前期 A 7 1 1 35

子どもと環境 2 〇 イ 後期 A 7 1 5 36

子どもと言葉 1 〇 ア 前期 A 7 1 1 37

子どもと表現 1 〇 ア 前期 A 7 1 1 38

幼児体育 1 イ 前後期 A 7 2 5 39

教育実習概論 2 ○ 前期 B 8 1 1 01

保育所保育実習Ⅰ 2 ア 集中 B 8 1 6 02

施設保育実習Ⅰ 2 ア 集中 B 8 1 6 03

保育所保育実習指導Ⅰ 1 ア 後期 B 8 1 2 04

施設保育実習指導Ⅰ 1 ア 後期 B 8 1 2 05

教育実習Ⅰ （事前事後指導を含む） 2 ○ 後期 B 8 1 2 06

教育実習Ⅱ （事前事後指導を含む） 3 ○ 前期 B 8 2 3 07

保育実習Ⅱ 2 ウ 集中 B 8 2 6 08

保育所保育実習指導Ⅱ 1 ウ 前期 B 8 2 3 09

保育実習Ⅲ 2 エ 集中 B 8 2 6 10

施設保育実習指導Ⅲ 1 エ 前期 B 8 2 3 11

保育・教職実践演習 2 ○ ア 後期 B 9 2 4 01

保育科ナンバリング一覧　

卒業 免許・資格 開講期
ナンバリング

単位数 幼免
必修

保育士 １年次 ２年次

２０２４（令和６）年度入学生
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科 目 履 修 方 法

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

歯
科
衛
生
科

履修にあたっての注意

　歯科衛生科の卒業所要単位及び履修科目が 2026（令和８）年度から変更に

なりました。

　これに伴い、2026（令和８）年度以降の入学生は新課程での履修、2025 （令

和７）年度以前の入学生は旧課程での履修となり、履修すべき科目が異なり

ます。

　したがって、自分の該当ページを確認して、間違いのないように履修して

ください。

(

令
和
８)

年
度
入
学
生

2026



　卒業するためには３年以上在学し、下記の表により総計１０２単位以上を修得しな

ければならない。

【 歯科衛生科・2026（令和８）年度の入学生 】

卒業所要単位

9

23

59

91

13 以上

23

59

７以上

102 以上

4 以上

7 以上

11 以上

単位合計
卒 業 に 必 要 な 単 位

必修単位 選択単位
区　分

― 60 ―

基 礎 分 野

専門基礎分野

専 門 分 野

選択必修分野

単 位 合 計
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歯科衛生科授業科目一覧

― 61 ―

学年
必修 選択

単位数

科 目 名

教 育 内 容
学年

必修 選択

単位数

科 目 名

教 育 内 容

生 命 科 学
情 報 リ テ ラ シ ー
メディカル情報処理 

宗 教 学
心 理 学
倫 理 学
スタートアップセミナー
ステップアップセミナー
キ ャ リ ア デ ザ イ ン
日 本 語 リ テ ラ シ ー
キャリアのための教養
英 語 リ テ ラ シ ー
歯 科 英 語
中 国 語 リ テ ラ シ ー
体 　 育

解 剖 学
組 織 ・ 発 生 学

口腔解剖学（歯の解剖学を含む）
生理学（口腔生理学を含む）
生化学（口腔生化学を含む）

病理学（口腔病理学を含む）
微生物学（口腔微生物学を含む）
薬理学（歯科薬理学を含む）

口 腔 衛 生 学　Ⅰ
口腔衛生学Ⅱ（歯科衛生統計を含む)
衛 生 行 政・社 会 福 祉
衛 生 学・公 衆 衛 生 学

歯 科 衛 生 士 概 論

保存修復・歯内療法学
歯 周 治 療 学
歯 科 補 綴 学
口 腔 外 科 学
小 児 歯 科 学
歯 科 矯 正 学
高齢者・障害者歯科学
歯 科 放 射 線 学
チ ー ム 歯 科 医 療 論
　( 災害概論を含む )　

1
1
1

1
2
1
1
2
3
1
2
1
1
1
3

1
1

1
1
1

1
1
1

1
1
2
2

1

1
1
1
2
1
2
2
2
2

2

2

1
1
1

1
1

2
2

2
2
2

2
2
2

1
2
2
2

2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1

2
2

1
2

1
1

科学的思考の基盤

人間と生活

人体の構造と機能

歯・口腔の構造と機能

疾病の成り立ちと回復過程の促進

歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み

歯科衛生士概論

臨床歯科医学

歯 科 予 防 処 置 論  Ⅰ

歯 科 予 防 処 置 論  Ⅱ

歯 科 予 防 処 置 論  Ⅲ

歯 科 予 防 処 置 論  Ⅳ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅰ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅱ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅲ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅳ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅴ

栄 養 指 導 　 Ⅰ

栄 養 指 導 　 Ⅱ

歯 科 診 療 補 助 論  Ⅰ

歯 科 診 療 補 助 論  Ⅱ

歯 科 診 療 補 助 論  Ⅲ

歯 科 診 療 補 助 論  Ⅳ

介 護 技 術 実 習

( 摂食嚥下リハビリテーション学を含む )

歯 科 臨 床 実 習　Ⅰ

歯 科 臨 床 実 習　Ⅱ

歯 科 臨 床 実 習　Ⅲ

臨 地 実 習

総 合 講 義

臨 床 医 学 概 論

卒 業 研 究

ボ ラ ン テ ィ ア 論

環 境 リ テ ラ シ ー

日 本 の 伝 統

現 代 の 文 化

コミュニケーション論

介護職員初任者研修事業

1

1

2

3

1

1

1

2

3

1

1

1

1

2

3

2

2

3

2・3

2・3

3

2

3

2

3

1

3

2

1

2

3

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

1

2

6

6

6

2

4

2

2

2

2

2

2

2

3

歯科予防処置論

歯科保健指導論

歯科診療補助論

臨地・臨床実習

総　　括

基

礎

分

野

専

門

基

礎

分

野

専

門

分

野

専

門

分

野

選

択

必

修

分

野

合計 102 単位以上

　卒業するためには３年以上在学し、下記の表により総計１０２単位以上を修得しな

ければならない。

【 歯科衛生科・2026（令和８）年度の入学生 】

卒業所要単位

9

23

59

91

13 以上

23

59

７以上

102 以上

4 以上

7 以上

11 以上

単位合計
卒 業 に 必 要 な 単 位

必修単位 選択単位
区　分

― 60 ―

基 礎 分 野

専門基礎分野

専 門 分 野

選択必修分野

単 位 合 計
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2026（令和８）年度　歯科衛生科開講科目及び担当者

― 62 ―

( 基礎分野 ) （１年生）

( 基礎分野 ) （２年生）

( 基礎分野 ) （３年生）

科　　　目 単位 必・選 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 開講期 クラス編成 担　当　者

瀧

佐藤（文）

松　岡

宮　﨑

小　館

小林（一）・奥村・

齋藤・石黒

奥　村

譚

生 命 科 学

情 報 リ テ ラ シ ー

メディカル情報処理

宗 教 学

倫 理 学

スタートアップセミナー

日本語リテラシー

英 語 リ テ ラ シ ー

歯 科 英 語

中国語リテラシー

2

1

1

2

2

1

1

1

1

1

必

選

選

必

選

必

選

必

必

選

心 理 学

ステップアップセミナー

キャリアのための教養

2

1

2

選

必

選

クラス編成

全組

全組

開講期

前期

前期

前期

キャリアデザイン

体 育

1

1

必

選

A 組

B 組

A 組

B 組

全組

前期

後期

クラス編成

A１組

A２組

B１組

B２組

梅　澤

梅　澤

上　田

上　田

A１組

A２組

B１組

B２組

全組

前期

後期

前期

梅　澤

梅　澤

上　田

上　田

全組

全組

全組

全組

全組

全組

全組

開講期

前期

前期

後期

前期

後期

前期

前期
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※英語の履修上の注意

　卒業するためには、1 年次に「英語リテラシー」必修１単位と「歯科英語」必修１

単位を修得しなければならない。

　別途定める要件を満たし、既修得単位を認定された者は、既に「英語リテラシー」

を修得したものとみなすことができる。

※体育の履修上の注意

　服装等に関しては、オリエンテーションまたは初回授業の中で指示する。

※心理学は履修人数を制限する。

※情報リテラシー、メディカル情報処理は履修人数を制限する。

※メディカル情報処理は情報リテラシーを修得した者でなければ履修できない。

― 63 ―

2026（令和８）年度　歯科衛生科開講科目及び担当者

― 62 ―

( 基礎分野 ) （１年生）

( 基礎分野 ) （２年生）

( 基礎分野 ) （３年生）

科　　　目 単位 必・選 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 開講期 クラス編成 担　当　者

瀧

佐藤（文）

松　岡

宮　﨑

小　館

小林（一）・奥村・

齋藤・石黒

奥　村

譚

生 命 科 学

情 報 リ テ ラ シ ー

メディカル情報処理

宗 教 学

倫 理 学

スタートアップセミナー

日本語リテラシー

英 語 リ テ ラ シ ー

歯 科 英 語

中国語リテラシー

2

1

1

2

2

1

1

1

1

1

必

選

選

必

選

必

選

必

必

選

心 理 学

ステップアップセミナー

キャリアのための教養

2

1

2

選

必

選

クラス編成

全組

全組

開講期

前期

前期

前期

キャリアデザイン

体 育

1

1

必

選

A 組

B 組

A 組

B 組

全組

前期

後期

クラス編成

A１組

A２組

B１組

B２組

梅　澤

梅　澤

上　田

上　田

A１組

A２組

B１組

B２組

全組

前期

後期

前期

梅　澤

梅　澤

上　田

上　田

全組

全組

全組

全組

全組

全組

全組

開講期

前期

前期

後期

前期

後期

前期

前期
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( 専門基礎分野 ) （１年生）

解 剖 学
組 織・発 生 学
口腔解剖学（歯の解剖学を含む）
生理学（口腔生理学を含む）
生化学（口腔生化学を含む）
病理学（口腔病理学を含む）
微生物学（口腔微生物学を含む）
薬理学（歯科薬理学を含む）
口 腔 衛 生 学Ⅰ
口 腔 衛 生 学Ⅱ
　（歯科衛生統計を含む）　

2
2
2
2
2
2
2
2
1

2

必
必
必
必
必
必
必
必
必

必

前期
前期
前期
前期
後期
後期
前期
後期
前期

後期

( 専門基礎分野 ) （２年生）

衛生行政・社会福祉

衛生学・公衆衛生学

2

2

必

必

前期

前期

全組

全組

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者

( 専門分野 ) （１年生）

歯 科 衛 生 士 概 論
保存修復・歯内療法学
歯 周 治 療 学
歯 科 補 綴 学
小 児 歯 科 学

歯科予防処置論Ⅰ

歯科予防処置論Ⅱ

歯科保健指導論Ⅰ

歯科保健指導論Ⅱ

歯科保健指導論Ⅲ

栄 養 指 導 Ⅰ

栄 養 指 導 Ⅱ

歯科診療補助論Ⅰ

歯科診療補助論Ⅱ

2
1
1
1
1

2

3

1

1

1

1

1

2

2

必
必
必
必
必

必

必

必

必

必

必

必

必

必

前期
後期
後期
後期
後期

前期

後期

前期

後期

後期

前期

後期

前期

後期

石黒 ･安田
齋　藤
白　川
花　谷
小　平

石黒･清田･安田･阿部
石黒･清田･安田･阿部

石黒･清田･安田･阿部･田中（宣）･齋藤
石黒･清田･安田･阿部･田中（宣）･齋藤

小　澤
小澤 ･阿部
小澤 ･阿部
清田 ･阿部
清田 ･阿部
細　田
細　田
細　田

花谷･白川･田中（宣）･齋藤
花谷･白川･田中（宣）･齋藤
花谷･白川･田中（宣）･齋藤
花谷･白川･田中（宣）･齋藤
花谷･白川･田中（宣）･齋藤･石黒･清田･安田･阿部
花谷･白川･田中（宣）･齋藤･石黒･清田･安田･阿部
花谷･白川･田中（宣）･齋藤･石黒･清田･安田･阿部
花谷･白川･田中（宣）･齋藤･石黒･清田･安田･阿部

科　　　目 単位 必・選

全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組

全組

クラス編成

クラス編成

全組
全組
全組
全組
全組
Ａ組
B組
Ａ組
B組
全組
Ａ組
Ｂ組
Ａ組
Ｂ組
全組
Ａ組
Ｂ組
Ａ1組
Ａ2組
Ｂ1 組
Ｂ2 組
Ａ1組
Ａ2組
Ｂ1 組
Ｂ2 組

クラス編成開講期 担　当　者
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藤原（久）
藤原（久）
小林（美）
田中（仁）
小林（一）
藤原（久）
寺　田

須田・垣内・藤原（正）
的　場

的場･石黒
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　１．歯科予防処置論Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの順で履修すること。

　２．歯科保健指導論Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴの順で履修すること。

　３．歯科診療補助論Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの順で履修すること。

１．歯科臨床実習Ⅰ～Ⅲ、臨地実習は１・２年次の専門基礎分野・専門分野(臨床実習・

　　臨地実習を除く ) の科目を修得したものでなければ履修できない。

２．歯科臨床実習Ⅰ～Ⅲ、臨地実習の日程は、別途指導を行う。
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( 専門分野 ) （２年生）

口 腔 外 科 学

歯 科 矯 正 学

高齢者・障害者歯科学

歯 科 放 射 線 学

チーム歯科医療論

（災 害 概 論 を 含 む）  

歯 科 予 防 処 置 論Ⅲ

歯 科 保 健 指 導 論Ⅳ

歯 科 診 療 補 助 論Ⅲ

介 護 技 術 実 習

（摂食嚥下リハビリ

テーション学を含む）

1

1

1

1

1

2

1

2

2

必

必

必

必

必

必

必

必

必

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

科　　　目 単位 必・選 開講期

全組

全組

全組

全組

全組

Ａ組

Ｂ組

Ａ組

Ｂ組

Ａ１組

Ａ２組

Ｂ１組

Ｂ２組

Ａ組

Ｂ組

クラス編成 担　当　者

必

必

必

後期

後期

後期

全組

全組

全組

6

6

2

歯 科 臨 床 実 習Ⅰ

歯 科 臨 床 実 習Ⅲ

臨 地 実 習

( 専門基礎分野 ) （１年生）

解 剖 学
組 織・発 生 学
口腔解剖学（歯の解剖学を含む）
生理学（口腔生理学を含む）
生化学（口腔生化学を含む）
病理学（口腔病理学を含む）
微生物学（口腔微生物学を含む）
薬理学（歯科薬理学を含む）
口 腔 衛 生 学Ⅰ
口 腔 衛 生 学Ⅱ
　（歯科衛生統計を含む）　

2
2
2
2
2
2
2
2
1

2

必
必
必
必
必
必
必
必
必

必

前期
前期
前期
前期
後期
後期
前期
後期
前期

後期

( 専門基礎分野 ) （２年生）

衛生行政・社会福祉

衛生学・公衆衛生学

2

2

必

必

前期

前期

全組

全組

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者

( 専門分野 ) （１年生）

歯 科 衛 生 士 概 論
保存修復・歯内療法学
歯 周 治 療 学
歯 科 補 綴 学
小 児 歯 科 学

歯科予防処置論Ⅰ

歯科予防処置論Ⅱ

歯科保健指導論Ⅰ

歯科保健指導論Ⅱ

歯科保健指導論Ⅲ

栄 養 指 導 Ⅰ

栄 養 指 導 Ⅱ

歯科診療補助論Ⅰ

歯科診療補助論Ⅱ

2
1
1
1
1

2

3

1

1

1

1

1

2

2

必
必
必
必
必

必

必

必

必

必

必

必

必

必

前期
後期
後期
後期
後期

前期

後期

前期

後期

後期

前期

後期

前期

後期

石黒 ･安田
齋　藤
白　川
花　谷
小　平

石黒･清田･安田･阿部
石黒･清田･安田･阿部

石黒･清田･安田･阿部･田中（宣）･齋藤
石黒･清田･安田･阿部･田中（宣）･齋藤

小　澤
小澤 ･阿部
小澤 ･阿部
清田 ･阿部
清田 ･阿部
細　田
細　田
細　田

花谷･白川･田中（宣）･齋藤
花谷･白川･田中（宣）･齋藤
花谷･白川･田中（宣）･齋藤
花谷･白川･田中（宣）･齋藤
花谷･白川･田中（宣）･齋藤･石黒･清田･安田･阿部
花谷･白川･田中（宣）･齋藤･石黒･清田･安田･阿部
花谷･白川･田中（宣）･齋藤･石黒･清田･安田･阿部
花谷･白川･田中（宣）･齋藤･石黒･清田･安田･阿部

科　　　目 単位 必・選

全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組

全組

クラス編成

クラス編成

全組
全組
全組
全組
全組
Ａ組
B組
Ａ組
B組
全組
Ａ組
Ｂ組
Ａ組
Ｂ組
全組
Ａ組
Ｂ組
Ａ1組
Ａ2組
Ｂ1 組
Ｂ2 組
Ａ1組
Ａ2組
Ｂ1 組
Ｂ2 組

クラス編成開講期 担　当　者
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藤原（久）
藤原（久）
小林（美）
田中（仁）
小林（一）
藤原（久）
寺　田

須田・垣内・藤原（正）
的　場

的場･石黒
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　１．総合講義は当該年度に卒業所要単位を満たす見込みの者でなければ履修でき

　　　ない。

　２．歯科臨床実習Ⅱは歯科臨床実習Ⅰを修得した者でなければ履修できない。
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( 専門分野 ) （３年生）

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者クラス編成

歯科保健指導論 Ⅴ 1 必 後期

歯科診療補助論  Ⅳ 1 必 後期

歯科予防処置論 Ⅳ 1 必 後期

A 組
B 組

全組

全組

全組

全組

全組

歯 科 臨 床 実 習 Ⅱ 6 必 前期

歯 科 臨 床 実 習 Ⅲ 6 必 前期

臨 地 実 習 2 必 前期

総 合 講 義 4 必 後期 全組
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　※　介護職員初任者研修事業は履修人数を制限する。

奥　村
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( 選択必修分野 ) （１年生）

日 本 の 伝 統 2 選 後期

科　　　目 単位 必・選 開講期

全組

クラス編成 担　当　者

( 選択必修分野 ) （３年生）

環 境 リ テ ラ シ ー

現 代 の 文 化

卒 業 研 究

2

2

2

選

選

選

後期

後期

通年

全組

全組

全組

科　　　目 単位 必・選 開講期 クラス編成 担　当　者

安田･木口･綿貫･伊藤･

押見 (い )･押見 (佳 )･

酒井 (ひ )･酒井 (真 )･

佐藤 (光 )･鈴木 (正 )･

髙山･田渕･富菜･

根本 (志 )･根本 (由 )･

前川･松崎･丸岡･宮下･

和田

( 選択必修分野 ) （２年生）

臨 床 医 学 概 論 2 選 前期

ボ ラ ン テ ィ ア 論 2 選 前期

コミュニケーション論 2 選 前期

介護職員初任者研修事業 3 選 後期

科　　　目 単位 必・選 開講期

全組

Ａ組

Ｂ組

全組

全組

クラス編成 担　当　者

　１．総合講義は当該年度に卒業所要単位を満たす見込みの者でなければ履修でき

　　　ない。

　２．歯科臨床実習Ⅱは歯科臨床実習Ⅰを修得した者でなければ履修できない。
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( 専門分野 ) （３年生）

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者クラス編成

歯科保健指導論 Ⅴ 1 必 後期

歯科診療補助論  Ⅳ 1 必 後期

歯科予防処置論 Ⅳ 1 必 後期

A 組
B 組

全組

全組

全組

全組

全組

歯 科 臨 床 実 習 Ⅱ 6 必 前期

歯 科 臨 床 実 習 Ⅲ 6 必 前期

臨 地 実 習 2 必 前期

総 合 講 義 4 必 後期 全組
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* 全体の履修上の注意

　◎遅刻は３０分以内で、３回につき１回の欠席扱いとする。

　◎３０分を超えた遅刻は欠席扱いとする。

　◎以下の科目は所定日数の４分の３以上出席しなければならない。

　　歯科予防処置論Ⅰ～Ⅳ、歯科保健指導論Ⅱ～Ⅴ、栄養指導Ⅰ・Ⅱ、歯科診療補助

　　論Ⅰ～Ⅳ、介護技術実習（摂食嚥下リハビリテーション学を含む）、ステップアッ

　　プセミナー、歯科臨床実習Ⅰ～Ⅲ、臨地実習、総合講義

― 68 ―― 98 ―



 歯
科
衛
生
科
　
履
修
系
統
図
　
20
26
（
令
和
8）

年
度
入
学
生

選
択

科
目

系
統

第
1セ

メ
ス

タ
ー

第
2セ

メ
ス

タ
ー

第
3セ

メ
ス

タ
ー

第
4セ

メ
ス

タ
ー

第
5セ

メ
ス

タ
ー

第
6セ

メ
ス

タ
ー

歯
科

衛
生

士
養

成
所

指
導

要
領

に
基

づ
い

た
科

目
分

類

13
 建

学
の

精
神

・
教

育
理

念
宗

教
学

　
 [1

13
A1

01
]

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
 [1

14
A2

03
]

→
メ

デ
ィ

カ
ル

情
報

処
理

 [2
14

A2
04

]
体

育
  [

61
4A

21
4]

英
語

リ
テ

ラ
シ

ー
 [1

14
A1

05
]

→
歯

科
英

語
 [2

14
A1

06
]

基
礎
分
野

生
命

科
学

　
 [1

14
A1

02
]

倫
理

学
  [

21
4A

20
7]

心
理

学
  [

31
4A

21
1]

日
本

語
リ

テ
ラ

シ
ー

[1
14

A2
09

]
キ

ャ
リ

ア
の

た
め

の
教

養
 [3

14
A2

12
]

中
国

語
リ

テ
ラ

シ
―

 [1
14

A2
08

]

 1
5 

キ
ャ

リ
ア

支
援

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
 [1

15
A1

10
]

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
 [3

15
A1

13
]

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

  [
51

5A
11

5]

解
剖

学
  [

11
6B

10
1]

 1
6 

人
体

(歯
・

口
腔

を
含

む
)

組
織

・
発

生
学

  [
11

6B
10

2]

   
　

の
構

造
と

機
能

口
腔

解
剖

学
(歯

の
解

剖
学

を
含

む
) [

11
6B

10
3]

生
理

学
(口

腔
生

理
学

を
含

む
) [

11
6B

10
4]

生
化

学
(口

腔
生

化
学

を
含

む
)  

[2
16

B1
05

]  
  

専
門
基
礎
分
野

 1
7 

疾
病

の
成

り
立

ち
及

び
微

生
物

学
(口

腔
微

生
物

学
を

含
む

) [
11

7B
10

7]
病

理
学

(口
腔

病
理

学
を

含
む

) [
21

7B
10

6]

　
回

復
過

程
の

促
進

薬
理

学
(歯

科
薬

理
学

を
含

む
) [

21
7B

10
8]

 1
8 

歯
・

口
腔

の
健

康
と

予
防

に
口

腔
衛

生
学

 I 
[1

18
B1

09
]

→
口

腔
衛

生
学

Ⅱ
(歯

科
衛

生
統

計
を

含
む

)  
[2

18
B1

10
]

衛
生

行
政

・
社

会
福

祉
  [

31
8B

11
1]

  関
わ

る
人

間
と

社
会

の
仕

組
み

衛
生

学
・

公
衆

衛
生

学
  [

31
8B

11
2]

歯
科

補
綴

学
  [

21
9C

10
4]

口
腔

外
科

学
  [

31
9C

10
6]

小
児

歯
科

学
  [

21
9C

10
5]

歯
科

矯
正

学
  [

31
9C

10
7]

 1
9 

臨
床

歯
科

医
学

保
存

修
復

・
歯

内
療

法
学

 [2
19

C1
02

]
高

齢
者

・
障

害
者

歯
科

学
 [3

19
C1

08
]

歯
周

治
療

学
  [

21
9C

10
3]

歯
科

放
射

線
学

  [
31

9C
10

9]

チ
ー

ム
歯

科
医

療
論

(災
害

概
論

を
含

む
) [

31
9C

11
0]

歯
科

衛
生

士
概

論
  [

12
0C

10
1]

栄
養

指
導

 Ⅰ
  [

12
0C

11
1]

栄
養

指
導

 Ⅱ
  [

22
0C

11
2]

歯
科

保
健

指
導

論
Ⅰ

  [
12

0C
11

3]
→

歯
科

保
健

指
導

論
Ⅱ

  [
22

0C
11

6]
→

歯
科

保
健

指
導

論
Ⅳ

  [
32

0C
12

0]
 2

0 
歯

科
衛

生
士

の
専

門
性

歯
科

保
健

指
導

論
Ⅲ

  [
22

0C
11

7]
専
門
分
野

歯
科

予
防

処
置

論
Ⅰ

  [
12

0C
11

4]
→

歯
科

予
防

処
置

論
Ⅱ

  [
22

0C
11

9]
→

歯
科

予
防

処
置

論
Ⅲ

  [
32

0C
12

1]

歯
科

診
療

補
助

論
Ⅰ

  [
12

0C
11

5]
→

歯
科

診
療

補
助

論
Ⅱ

  [
22

0C
11

8]
→

歯
科

診
療

補
助

論
Ⅲ

  [
32

0C
12

2]
介

護
技

術
実

習
 (摂

食
嚥

下
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

学
を

含
む

)  
[3

20
C1

23
]

⇒
歯

科
臨

床
実

習
Ⅰ

  [
42

1C
12

7]
→

歯
科

臨
床

実
習

Ⅱ
  [

52
1C

12
8]

 2
1 

臨
地

実
習

・
臨

床
実

習

総
合

講
義

  [
62

2C
13

1]

⇒
歯

科
保

健
指

導
論

Ⅴ
  [

62
2C

12
5]

歯
科

予
防

処
置

論
Ⅳ

  [
62

2C
12

4]
歯

科
診

療
補

助
論

Ⅳ
  [

62
2C

12
6]

日
本

の
伝

統
  [

22
3D

20
1]

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

論
  [

32
3D

20
3]

現
代

の
文

化
  [

62
3D

20
7]

 2
3 

教
養

 
臨

床
医

学
概

論
  [

32
3D

20
2]

環
境

リ
テ

ラ
シ

ー
  [

62
3D

20
6]

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

  [
32

3D
20

4]

 2
4 

研
究

 2
5 

介
護

職
員

初
任

者
研

修
介

護
職

員
初

任
者

研
修

事
業

 [2
25

D
20

5]

 1
4 

人
間

と
生

活

選
択
必
修
分
野

 2
2 

総
括

歯
科

臨
床

実
習

Ⅲ
  [

42
1C

12
9]

臨
地

実
習

  [
42

1C
13

0]

卒
業

研
究

  [
52

4D
20

8]

* 全体の履修上の注意

　◎遅刻は３０分以内で、３回につき１回の欠席扱いとする。

　◎３０分を超えた遅刻は欠席扱いとする。

　◎以下の科目は所定日数の４分の３以上出席しなければならない。

　　歯科予防処置論Ⅰ～Ⅳ、歯科保健指導論Ⅱ～Ⅴ、栄養指導Ⅰ・Ⅱ、歯科診療補助

　　論Ⅰ～Ⅳ、介護技術実習（摂食嚥下リハビリテーション学を含む）、ステップアッ

　　プセミナー、歯科臨床実習Ⅰ～Ⅲ、臨地実習、総合講義
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⑭人間と生活
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歯科衛生科　履修概念図　2020(令和2)年度以降入学生歯科衛生科　履修概念図　2020(令和2)年度以降入学生
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歯科衛生科ナンバリング一覧　2026（令和８）年度入学生

教育内容

科目名 必修 選択 セメスター 系統 分野 必修/選択 科目 備考

基礎分野 宗教学 1 2 1 13 A 1 01 113A101

基礎分野 生命科学 1 2 1 14 A 1 02 114A102

基礎分野 情報リテラシー 1 1 1 14 A 2 03 114A203

基礎分野 メディカル情報処理 1 1 2 14 A 2 04 214A204

基礎分野 英語リテラシー 1 1 1 14 A 1 05 114A105

基礎分野 歯科英語 1 1 2 14 A 1 06 214A106

基礎分野 倫理学 1 2 2 14 A 2 07 214A207

基礎分野 中国語リテラシー 1 1 1 14 A 2 08 114A208

基礎分野 日本語リテラシー 1 1 1 14 A 2 09 114A209

基礎分野 スタートアップセミナー 1 1 1 15 A 1 10 115A110

基礎分野 心理学 2 2 3 14 A 2 11 314A211

基礎分野 キャリアのための教養 2 2 3 14 A 2 12 314A212

基礎分野 ステップアップセミナー 2 1 3 15 A 1 13 315A113

基礎分野 体育 3 1 6 14 A 2 14 614A214

基礎分野 キャリアデザイン 3 1 5 15 A 1 15 515A115

選択必修分野 日本の伝統 1 2 2 23 D 2 01 223D201

選択必修分野 臨床医学概論 2 2 3 23 D 2 02 323D202

選択必修分野 ボランティア論 2 2 3 23 D 2 03 323D203

選択必修分野 コミュニケーション論 2 2 3 23 D 2 04 323D204

選択必修分野 介護職員初任者研修事業 1 3 2 25 D 2 05 225D205

選択必修分野 環境リテラシー 3 2 6 23 D 2 06 623D206

選択必修分野 現代の文化 3 2 6 23 D 2 07 623D207

選択必修分野 卒業研究 3 2 5 24 D 2 08 ※2 524D208

専門基礎分野 解剖学 1 2 1 16 B 1 01 116B101

専門基礎分野 組織・発生学 1 2 1 16 B 1 02 116B102

専門基礎分野 口腔解剖学（歯の解剖学を含む） 1 2 1 16 B 1 03 116B103

専門基礎分野 生理学（口腔生理学含む） 1 2 1 16 B 1 04 116B104

専門基礎分野 生化学（口腔生化学） 1 2 2 16 B 1 05 216B105

専門基礎分野 病理学（口腔病理学を含む） 1 2 2 17 B 1 06 217B106

専門基礎分野 微生物学（口腔微生物学を含む） 1 2 1 17 B 1 07 117B107

専門基礎分野 薬理学（歯科薬理学を含む） 1 2 2 17 B 1 08 217B108

専門基礎分野 口腔衛生学Ⅰ 1 1 1 18 B 1 09 118B109

専門基礎分野 口腔衛生学Ⅱ（歯科衛生統計を含む） 1 2 2 18 B 1 10 218B110

専門基礎分野 衛生行政・社会福祉 2 2 3 18 B 1 11 318B111

専門基礎分野 衛生学・公衆衛生学 2 2 3 18 B 1 12 318B112

専門分野 歯科衛生士概論 1 2 1 20 C 1 01 120C101

専門分野 保存修復・歯内療法学 1 1 2 19 C 1 02 219C102

専門分野 歯周治療学 1 1 2 19 C 1 03 219C103

専門分野 歯科補綴学 1 1 2 19 C 1 04 219C104

専門分野 小児歯科学 1 1 2 19 C 1 05 219C105

専門分野 口腔外科学 2 1 3 19 C 1 06 319C106

専門分野 歯科矯正学 2 1 3 19 C 1 07 319C107

専門分野 高齢者・障害者歯科学 2 1 3 19 C 1 08 319C108

専門分野 歯科放射線学 2 1 3 19 C 1 09 319C109

専門分野 チーム歯科医療論（災害概論を含む） 2 1 3 19 C 1 10 319C110

専門分野 栄養指導Ⅰ 1 1 1 20 C 1 11 120C111

専門分野 栄養指導Ⅱ 1 1 2 20 C 1 12 220C112

専門分野 歯科保健指導論Ⅰ 1 1 1 20 C 1 13 120C113

専門分野 歯科予防処置論Ⅰ 1 2 1 20 C 1 14 120C114

専門分野 歯科診療補助論Ⅰ 1 2 1 20 C 1 15 120C115

専門分野 歯科保健指導論Ⅱ 1 1 2 20 C 1 16 220C116

専門分野 歯科保健指導論Ⅲ 1 1 2 20 C 1 17 220C117

専門分野 歯科診療補助論Ⅱ 1 2 2 20 C 1 18 220C118

専門分野 歯科予防処置論Ⅱ 1 3 2 20 C 1 19 220C119

専門分野 歯科保健指導論Ⅳ 2 1 3 20 C 1 20 320C120

専門分野 歯科予防処置論Ⅲ 2 2 3 20 C 1 21 320C121

専門分野 歯科診療補助論Ⅲ 2 2 3 20 C 1 22 320C122

専門分野
介護技術実習
（摂食嚥下リハビリテーション学を含む）

2 2 3 20 C 1 23 320C123

専門分野 歯科予防処置論Ⅳ 3 1 6 22 C 1 24 622C124

専門分野 歯科保健指導論Ⅴ 3 1 6 22 C 1 25 622C125

専門分野 歯科診療補助論Ⅳ 3 1 6 22 C 1 26 622C126

専門分野 歯科臨床実習Ⅰ 2 6 4 21 C 1 27 421C127

専門分野 歯科臨床実習Ⅱ 3 6 5 21 C 1 28 521C128

専門分野 歯科臨床実習Ⅲ 2・3 6 4 21 C 1 29 ※1 421C129

専門分野 臨地実習 2・3 2 4 21 C 1 30 ※1 421C130

専門分野 総合講義 3 4 6 22 C 1 31 622C131

※１　第4又は第5セメスターで履修する。
※２　第5、第6セメスターを通して履修する。

学年
単位数 ナンバリング
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科 目 履 修 方 法

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

歯
科
衛
生
科

(

令
和
５･

６･

７)

年
度
の
入
学
生

2023
・

2024
・

2025

履修にあたっての注意

　歯科衛生科の卒業所要単位及び履修科目が 2026（令和８）年度から変更に

なりました。

　これに伴い、2026（令和８）年度以降の入学生は新課程での履修、2025 （令

和７）年度以前の入学生は旧課程での履修となり、履修すべき科目が異なり

ます。

　したがって、自分の該当ページを確認して、間違いのないように履修して

ください。



　卒業するためには３年以上在学し、下記の表により総計１０２単位以上を修得しな

ければならない。

【 歯科衛生科・2023･2024･2025（令和 5･6･7）年度の入学生 】

卒業所要単位

9

23

59

91

13 以上

23

59

７以上

102 以上

4 以上

7 以上

11 以上

単位合計
卒 業 に 必 要 な 単 位

必修単位 選択単位
区　分
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基 礎 分 野

専門基礎分野

専 門 分 野

選択必修分野

単 位 合 計

― 104 ―



歯科衛生科授業科目一覧

― 61 ―

学年
必修 選択

単位数

科 目 名

教 育 内 容
学年

必修 選択

単位数

科 目 名

教 育 内 容

生 命 科 学
情 報 リ テ ラ シ ー
メディカル情報処理 

宗 教 学
心 理 学
倫 理 学
スタートアップセミナー
ステップアップセミナー
キ ャ リ ア デ ザ イ ン
日 本 語 リ テ ラ シ ー
キャリアのための教養
英 語 リ テ ラ シ ー
歯 科 英 語
中 国 語 リ テ ラ シ ー
体 　 育

解 剖 学
組 織 ・ 発 生 学

口腔解剖学（歯の解剖学を含む）
生理学（口腔生理学を含む）
生化学（口腔生化学を含む）

病理学（口腔病理学を含む）
微生物学（口腔微生物学を含む）
薬理学（歯科薬理学を含む）

口 腔 衛 生 学　Ⅰ
口腔衛生学Ⅱ（歯科衛生統計を含む)
衛 生 行 政・社 会 福 祉
衛 生 学・公 衆 衛 生 学

歯 科 衛 生 士 概 論

保存修復・歯内療法学
歯 周 治 療 学
歯 科 補 綴 学
口 腔 外 科 学
小 児 歯 科 学
歯 科 矯 正 学
高齢者・障害者歯科学
歯 科 放 射 線 学
チ ー ム 歯 科 医 療 論
　( 災害概論を含む )　

1
1
1

1
2
1
1
2
3
1
2
1
1
1
3

1
1

1
1
1

1
1
1

1
1
2
2

1

1
1
1
2
1
2
2
2
2

2

2

1
1
1

1
1

2
2

2
2
2

2
2
2

1
2
2
2

2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1

2
2

1
2

1
1

科学的思考の基盤

人間と生活

人体の構造と機能

歯・口腔の構造と機能

疾病の成り立ちと回復過程の促進

歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み

歯科衛生士概論

臨床歯科医学

歯 科 予 防 処 置 論  Ⅰ

歯 科 予 防 処 置 論  Ⅱ

歯 科 予 防 処 置 論  Ⅲ

歯 科 予 防 処 置 論  Ⅳ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅰ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅱ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅲ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅳ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅴ

栄 養 指 導 　 Ⅰ

栄 養 指 導 　 Ⅱ

歯 科 診 療 補 助 論  Ⅰ

歯 科 診 療 補 助 論  Ⅱ

歯 科 診 療 補 助 論  Ⅲ

歯 科 診 療 補 助 論  Ⅳ

介 護 技 術 実 習

( 摂食嚥下リハビリテーション学を含む )

歯 科 臨 床 実 習　Ⅰ

歯 科 臨 床 実 習　Ⅱ

歯 科 臨 床 実 習　Ⅲ

臨 地 実 習

総 合 講 義

臨 床 医 学 概 論

卒 業 研 究

ボ ラ ン テ ィ ア 論

環 境 リ テ ラ シ ー

日 本 の 伝 統

現 代 の 文 化

コミュニケーション論

介護職員初任者研修事業

1

1

2

3

1

1

1

2

3

1

1

1

1

2

3

2

2

3

2・3

2・3

3

2

3

2

3

1

3

2

2

2

3

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

1

2

6

6

4

4

4

2

2

2

2

2

2

2

3

歯科予防処置論

歯科保健指導論

歯科診療補助論

臨地・臨床実習

総　　括

基

礎

分

野

専

門

基

礎

分

野

専

門

分

野

専

門

分

野

選

択

必

修

分

野

合計 102 単位以上

　卒業するためには３年以上在学し、下記の表により総計１０２単位以上を修得しな

ければならない。

【 歯科衛生科・2023･2024･2025（令和 5･6･7）年度の入学生 】

卒業所要単位

9

23

59

91

13 以上

23

59

７以上

102 以上

4 以上

7 以上

11 以上

単位合計
卒 業 に 必 要 な 単 位

必修単位 選択単位
区　分
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基 礎 分 野

専門基礎分野

専 門 分 野

選択必修分野

単 位 合 計

― 105 ―



2026（令和８）年度　歯科衛生科開講科目及び担当者

― 62 ―

( 基礎分野 ) （１年生）

( 基礎分野 ) （２年生）

科　　　目 単位 必・選 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 担　当　者

生 命 科 学

情 報 リ テ ラ シ ー

メディカル情報処理

宗 教 学

倫 理 学

スタートアップセミナー

日本語リテラシー

英 語 リ テ ラ シ ー

歯 科 英 語

中国語リテラシー

2

1

1

2

2

1

1

1

1

1

必

選

選

必

選

必

選

必

必

選

心 理 学

ステップアップセミナー

キャリアのための教養

2

1

2

選

必

選

クラス編成

全組

全組

開講期

前期

前期

前期

村上（志）

奥　村

小澤･小林（一）･花谷･藤原（久）･

白川･田中（宣）･齋藤･石黒･

清田･安田･阿部

小澤･小林（一）･花谷･藤原（久）･

白川･田中（宣）･齋藤･石黒･

清田･安田･阿部

A 組

B 組

クラス編成

A１組

A２組

B１組

B２組

A１組

A２組

B１組

B２組

全組

前期

後期

前期

全組

全組

全組

全組

全組

全組

全組

開講期

前期

前期

後期

前期

後期

前期

前期

― 106 ―



※英語の履修上の注意

　卒業するためには、1 年次に「英語リテラシー」必修１単位と「歯科英語」必修１

単位を修得しなければならない。

　別途定める要件を満たし、既修得単位を認定された者は、既に「英語リテラシー」

を修得したものとみなすことができる。

※体育の履修上の注意

　服装等に関しては、オリエンテーションまたは初回授業の中で指示する。

※心理学は履修人数を制限する。

※情報リテラシー、メディカル情報処理は履修人数を制限する。

※メディカル情報処理は情報リテラシーを修得した者でなければ履修できない。

― 63 ―

( 基礎分野 ) （３年生）

科　　　目 単位 必・選 開講期 クラス編成 担　当　者

キャリアデザイン

体 育

1

1

必

選

A 組

B 組

全組

前期

後期

奥 　 村

奥 　 村

秋 　 田

2026（令和８）年度　歯科衛生科開講科目及び担当者

― 62 ―

( 基礎分野 ) （１年生）

( 基礎分野 ) （２年生）

科　　　目 単位 必・選 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 担　当　者

生 命 科 学

情 報 リ テ ラ シ ー

メディカル情報処理

宗 教 学

倫 理 学

スタートアップセミナー

日本語リテラシー

英 語 リ テ ラ シ ー

歯 科 英 語

中国語リテラシー

2

1

1

2

2

1

1

1

1

1

必

選

選

必

選

必

選

必

必

選

心 理 学

ステップアップセミナー

キャリアのための教養

2

1

2

選

必

選

クラス編成

全組

全組

開講期

前期

前期

前期

村上（志）

奥　村

小澤･小林（一）･花谷･藤原（久）･

白川･田中（宣）･齋藤･石黒･

清田･安田･阿部

小澤･小林（一）･花谷･藤原（久）･

白川･田中（宣）･齋藤･石黒･

清田･安田･阿部

A 組

B 組

クラス編成

A１組

A２組

B１組

B２組

A１組

A２組

B１組

B２組

全組

前期

後期

前期

全組

全組

全組

全組

全組

全組

全組

開講期

前期

前期

後期

前期

後期

前期

前期
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( 専門基礎分野 ) （１年生）

解 剖 学
組 織・発 生 学
口腔解剖学（歯の解剖学を含む）
生理学（口腔生理学を含む）
生化学（口腔生化学を含む）
病理学（口腔病理学を含む）
微生物学（口腔微生物学を含む）
薬理学（歯科薬理学を含む）
口 腔 衛 生 学Ⅰ
口 腔 衛 生 学Ⅱ
　（歯科衛生統計を含む）　

2
2
2
2
2
2
2
2
1

2

必
必
必
必
必
必
必
必
必

必

前期
前期
前期
前期
後期
後期
前期
後期
前期

後期

的　場

田中（宣）

( 専門基礎分野 ) （２年生）

衛生行政・社会福祉

衛生学・公衆衛生学

2

2

必

必

前期

前期

全組

全組

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者

( 専門分野 ) （１年生）

歯 科 衛 生 士 概 論
保存修復・歯内療法学
歯 周 治 療 学
歯 科 補 綴 学
小 児 歯 科 学

歯科予防処置論Ⅰ

歯科予防処置論Ⅱ

歯科保健指導論Ⅰ

歯科保健指導論Ⅱ

歯科保健指導論Ⅲ

栄 養 指 導 Ⅰ

栄 養 指 導 Ⅱ

歯科診療補助論Ⅰ

歯科診療補助論Ⅱ

2
1
1
1
1

2

3

1

1

1

1

1

2

2

必
必
必
必
必

必

必

必

必

必

必

必

必

必

前期
後期
後期
後期
後期

前期

後期

前期

後期

後期

前期

後期

前期

後期

科　　　目 単位 必・選

全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組

全組

クラス編成

クラス編成

全組
全組
全組
全組
全組
Ａ組
B組
Ａ組
B組
全組
Ａ組
Ｂ組
Ａ組
Ｂ組
全組
Ａ組
Ｂ組
Ａ1組
Ａ2組
Ｂ1 組
Ｂ2 組
Ａ1組
Ａ2組
Ｂ1 組
Ｂ2 組

クラス編成開講期 担　当　者
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　１．歯科予防処置論Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの順で履修すること。

　２．歯科保健指導論Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴの順で履修すること。

　３．歯科診療補助論Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの順で履修すること。

１．歯科臨床実習Ⅰ～Ⅲ、臨地実習は１・２年次の専門基礎分野・専門分野(臨床実習・

　　臨地実習を除く ) の科目を修得したものでなければ履修できない。

２．歯科臨床実習Ⅰ～Ⅲ、臨地実習の日程は、別途指導を行う。

― 65 ―

藤原（久）

関　谷

花　谷

藤原（久）

藤原（久）

小林（一）･安田･阿部

小林（一）･石黒･阿部

小澤・清田

小澤・清田

花谷･藤原 ( 久 )･白川･田中 ( 宣 )･齋藤

花谷･藤原 ( 久 )･白川･田中 ( 宣 )･齋藤

花谷･藤原 ( 久 )･白川･田中 ( 宣 )･齋藤

花谷･藤原 ( 久 )･白川･田中 ( 宣 )･齋藤

石黒･清田･安田

石黒･清田･安田

( 専門分野 ) （２年生）

口 腔 外 科 学

歯 科 矯 正 学

高齢者・障害者歯科学

歯 科 放 射 線 学

チーム歯科医療論

（災 害 概 論 を 含 む）  

歯 科 予 防 処 置 論Ⅲ

歯 科 保 健 指 導 論Ⅳ

歯 科 診 療 補 助 論Ⅲ

介 護 技 術 実 習

（摂食嚥下リハビリ

テーション学を含む）

1

1

1

1

1

2

1

2

2

必

必

必

必

必

必

必

必

必

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

科　　　目 単位 必・選 開講期

全組

全組

全組

全組

全組

Ａ組

Ｂ組

Ａ組

Ｂ組

Ａ１組

Ａ２組

Ｂ１組

Ｂ２組

Ａ組

Ｂ組

クラス編成 担　当　者

必

必

必

後期

後期

後期

全組

全組

全組

小林（一）･花谷･藤原（久）･白川･齋藤･山崎

花谷･田中（宣）･齋藤

小澤･藤原 ( 久 )･田中 ( 宣 )･石黒･清田･安田･阿部

6

4

4

歯 科 臨 床 実 習Ⅰ

歯 科 臨 床 実 習Ⅲ

臨 地 実 習

( 専門基礎分野 ) （１年生）

解 剖 学
組 織・発 生 学
口腔解剖学（歯の解剖学を含む）
生理学（口腔生理学を含む）
生化学（口腔生化学を含む）
病理学（口腔病理学を含む）
微生物学（口腔微生物学を含む）
薬理学（歯科薬理学を含む）
口 腔 衛 生 学Ⅰ
口 腔 衛 生 学Ⅱ
　（歯科衛生統計を含む）　

2
2
2
2
2
2
2
2
1

2

必
必
必
必
必
必
必
必
必

必

前期
前期
前期
前期
後期
後期
前期
後期
前期

後期

的　場

田中（宣）

( 専門基礎分野 ) （２年生）

衛生行政・社会福祉

衛生学・公衆衛生学

2

2

必

必

前期

前期

全組

全組

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者

( 専門分野 ) （１年生）

歯 科 衛 生 士 概 論
保存修復・歯内療法学
歯 周 治 療 学
歯 科 補 綴 学
小 児 歯 科 学

歯科予防処置論Ⅰ

歯科予防処置論Ⅱ

歯科保健指導論Ⅰ

歯科保健指導論Ⅱ

歯科保健指導論Ⅲ

栄 養 指 導 Ⅰ

栄 養 指 導 Ⅱ

歯科診療補助論Ⅰ

歯科診療補助論Ⅱ

2
1
1
1
1

2

3

1

1

1

1

1

2

2

必
必
必
必
必

必

必

必

必

必

必

必

必

必

前期
後期
後期
後期
後期

前期

後期

前期

後期

後期

前期

後期

前期

後期

科　　　目 単位 必・選

全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組

全組

クラス編成

クラス編成

全組
全組
全組
全組
全組
Ａ組
B組
Ａ組
B組
全組
Ａ組
Ｂ組
Ａ組
Ｂ組
全組
Ａ組
Ｂ組
Ａ1組
Ａ2組
Ｂ1 組
Ｂ2 組
Ａ1組
Ａ2組
Ｂ1 組
Ｂ2 組

クラス編成開講期 担　当　者
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　１．総合講義は当該年度に卒業所要単位を満たす見込みの者でなければ履修でき

　　　ない。

　２．歯科臨床実習Ⅱは歯科臨床実習Ⅰを修得した者でなければ履修できない。

― 66 ―

( 専門分野 ) （３年生）

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者クラス編成

石黒･清田･安田･阿部

花谷･白川･田中（宣）･齋藤

小澤・清田
小澤・清田

歯科保健指導論 Ⅴ 1 必 後期

歯科診療補助論  Ⅳ 1 必 後期

歯科予防処置論 Ⅳ 1 必 後期

A 組
B 組

全組

全組

全組

全組

全組

小　澤

小林（一）

花　谷

藤原（久）

白　川

奥　村

田中（宣）

齋　藤

石　黒

清　田

安　田

阿　部

小　平

細　田

寺　田

的　場

須　田

関　谷

花谷･田中（宣）･齋藤

小林（一）･花谷･藤原（久）･白川･齋藤･山崎歯 科 臨 床 実 習 Ⅱ 6 必 前期

歯 科 臨 床 実 習 Ⅲ 4 必 前期

小澤･藤原（久）･田中（宣）･石黒･清田･安田･阿部臨 地 実 習 4 必 前期

総 合 講 義 4 必 後期 全組

― 110 ―



　※　介護職員初任者研修事業は履修人数を制限する。

高　瀬

奥　村

小　澤

小林（一）

花　谷

藤原（久）

白　川

奥　村

齋　藤

綿　貫

村　上

宮　原

宮　原

安田･木口･綿貫･伊藤･

押見 (い )･押見 (佳 )･

酒井 (ひ )･酒井 (真 )･

佐藤 (光 )･鈴木 (正 )･

髙山･田渕･富菜･

根本 (志 )･根本 (由 )･

前川･松崎･丸岡･宮下･

和田

― 67 ―

( 選択必修分野 ) （１年生）

日 本 の 伝 統 2 選 後期

科　　　目 単位 必・選 開講期

全組

クラス編成 担　当　者

( 選択必修分野 ) （２年生）

臨 床 医 学 概 論 2 選 前期

ボ ラ ン テ ィ ア 論 2 選 前期

コミュニケーション論 2 選 前期

介護職員初任者研修事業 3 選 後期

科　　　目 単位 必・選 開講期

全組

Ａ組

Ｂ組

全組

全組

クラス編成 担　当　者

( 選択必修分野 ) （３年生）

環 境 リ テ ラ シ ー

現 代 の 文 化

卒 業 研 究

2

2

2

選

選

選

後期

後期

通年

全組

全組

全組

科　　　目 単位 必・選 開講期 クラス編成 担　当　者

　１．総合講義は当該年度に卒業所要単位を満たす見込みの者でなければ履修でき

　　　ない。

　２．歯科臨床実習Ⅱは歯科臨床実習Ⅰを修得した者でなければ履修できない。
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( 専門分野 ) （３年生）

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者クラス編成

石黒･清田･安田･阿部

花谷･白川･田中（宣）･齋藤

小澤・清田
小澤・清田

歯科保健指導論 Ⅴ 1 必 後期

歯科診療補助論  Ⅳ 1 必 後期

歯科予防処置論 Ⅳ 1 必 後期

A 組
B 組

全組

全組

全組

全組

全組

小　澤

小林（一）

花　谷

藤原（久）

白　川

奥　村

田中（宣）

齋　藤

石　黒

清　田

安　田

阿　部

小　平

細　田

寺　田

的　場

須　田

関　谷

花谷･田中（宣）･齋藤

小林（一）･花谷･藤原（久）･白川･齋藤･山崎歯 科 臨 床 実 習 Ⅱ 6 必 前期

歯 科 臨 床 実 習 Ⅲ 4 必 前期

小澤･藤原（久）･田中（宣）･石黒･清田･安田･阿部臨 地 実 習 4 必 前期

総 合 講 義 4 必 後期 全組
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* 全体の履修上の注意

　◎遅刻は３０分以内で、３回につき１回の欠席扱いとする。

　◎３０分を超えた遅刻は欠席扱いとする。

　◎以下の科目は所定日数の４分の３以上出席しなければならない。

　　歯科予防処置論Ⅰ～Ⅳ、歯科保健指導論Ⅱ～Ⅴ、栄養指導Ⅰ・Ⅱ、歯科診療補助

　　論Ⅰ～Ⅳ、介護技術実習（摂食嚥下リハビリテーション学を含む）、ステップアッ

　　プセミナー、歯科臨床実習Ⅰ～Ⅲ、臨地実習、総合講義
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* 全体の履修上の注意

　◎遅刻は３０分以内で、３回につき１回の欠席扱いとする。

　◎３０分を超えた遅刻は欠席扱いとする。

　◎以下の科目は所定日数の４分の３以上出席しなければならない。

　　歯科予防処置論Ⅰ～Ⅳ、歯科保健指導論Ⅱ～Ⅴ、栄養指導Ⅰ・Ⅱ、歯科診療補助

　　論Ⅰ～Ⅳ、介護技術実習（摂食嚥下リハビリテーション学を含む）、ステップアッ

　　プセミナー、歯科臨床実習Ⅰ～Ⅲ、臨地実習、総合講義
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歯歯科科衛衛生生科科　　履履修修概概念念図図　　22002200（（令令和和22））年年度度以以降降入入学学生生
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㉔研究

㉑臨地実習・臨床実習
㉒総括
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歯科衛生科ナンバリング一覧 2023・2024・2025（令和５・６・７）年度入学生

教育内容

科目名 必修 選択 セメスター 系統 分野 必修/選択 科目 備考

基礎分野 宗教学 1 2 1 13 A 1 01 113A101

基礎分野 生命科学 1 2 1 14 A 1 02 114A102

基礎分野 情報リテラシー 1 1 1 14 A 2 03 114A203

基礎分野 メディカル情報処理 1 1 2 14 A 2 04 214A204

基礎分野 英語リテラシー 1 1 1 14 A 1 05 114A105

基礎分野 歯科英語 1 1 2 14 A 1 06 214A106

基礎分野 倫理学 1 2 2 14 A 2 07 214A207

基礎分野 中国語リテラシー 1 1 1 14 A 2 08 114A208

基礎分野 日本語リテラシー 1 1 1 14 A 2 09 114A209

基礎分野 スタートアップセミナー 1 1 1 15 A 1 10 115A110

基礎分野 心理学 2 2 3 14 A 2 11 314A211

基礎分野 キャリアのための教養 2 2 3 14 A 2 12 314A212

基礎分野 ステップアップセミナー 2 1 3 15 A 1 13 315A113

基礎分野 体育 3 1 6 14 A 2 14 614A214

基礎分野 キャリアデザイン 3 1 5 15 A 1 15 515A115

選択必修分野 日本の伝統 1 2 2 23 D 2 01 223D201

選択必修分野 臨床医学概論 2 2 3 23 D 2 02 323D202

選択必修分野 ボランティア論 2 2 3 23 D 2 03 323D203

選択必修分野 コミュニケーション論 2 2 3 23 D 2 04 323D204

選択必修分野 介護職員初任者研修事業 2 3 4 25 D 2 05 425D205

選択必修分野 環境リテラシー 3 2 6 23 D 2 06 623D206

選択必修分野 現代の文化 3 2 6 23 D 2 07 623D207

選択必修分野 卒業研究 3 2 5 24 D 2 08 ※2 524D208

専門基礎分野 解剖学 1 2 1 16 B 1 01 116B101

専門基礎分野 組織・発生学 1 2 1 16 B 1 02 116B102

専門基礎分野 口腔解剖学（歯の解剖学を含む） 1 2 1 16 B 1 03 116B103

専門基礎分野 生理学（口腔生理学含む） 1 2 1 16 B 1 04 116B104

専門基礎分野 生化学（口腔生化学） 1 2 2 16 B 1 05 216B105

専門基礎分野 病理学（口腔病理学を含む） 1 2 2 17 B 1 06 217B106

専門基礎分野 微生物学（口腔微生物学を含む） 1 2 1 17 B 1 07 117B107

専門基礎分野 薬理学（歯科薬理学を含む） 1 2 2 17 B 1 08 217B108

専門基礎分野 口腔衛生学Ⅰ 1 1 1 18 B 1 09 118B109

専門基礎分野 口腔衛生学Ⅱ（歯科衛生統計を含む） 1 2 2 18 B 1 10 218B110

専門基礎分野 衛生行政・社会福祉 2 2 3 18 B 1 11 318B111

専門基礎分野 衛生学・公衆衛生学 2 2 3 18 B 1 12 318B112

専門分野 歯科衛生士概論 1 2 1 20 C 1 01 120C101

専門分野 保存修復・歯内療法学 1 1 2 19 C 1 02 219C102

専門分野 歯周治療学 1 1 2 19 C 1 03 219C103

専門分野 歯科補綴学 1 1 2 19 C 1 04 219C104

専門分野 小児歯科学 1 1 2 19 C 1 05 219C105

専門分野 口腔外科学 2 1 3 19 C 1 06 319C106

専門分野 歯科矯正学 2 1 3 19 C 1 07 319C107

専門分野 高齢者・障害者歯科学 2 1 3 19 C 1 08 319C108

専門分野 歯科放射線学 2 1 3 19 C 1 09 319C109

専門分野 チーム歯科医療論（災害概論を含む） 2 1 3 19 C 1 10 319C110

専門分野 栄養指導Ⅰ 1 1 1 20 C 1 11 120C111

専門分野 栄養指導Ⅱ 1 1 2 20 C 1 12 220C112

専門分野 歯科保健指導論Ⅰ 1 1 1 20 C 1 13 120C113

専門分野 歯科予防処置論Ⅰ 1 2 1 20 C 1 14 120C114

専門分野 歯科診療補助論Ⅰ 1 2 1 20 C 1 15 120C115

専門分野 歯科保健指導論Ⅱ 1 1 2 20 C 1 16 220C116

専門分野 歯科保健指導論Ⅲ 1 1 2 20 C 1 17 220C117

専門分野 歯科診療補助論Ⅱ 1 2 2 20 C 1 18 220C118

専門分野 歯科予防処置論Ⅱ 1 3 2 20 C 1 19 220C119

専門分野 歯科保健指導論Ⅳ 2 1 3 20 C 1 20 320C120

専門分野 歯科予防処置論Ⅲ 2 2 3 20 C 1 21 320C121

専門分野 歯科診療補助論Ⅲ 2 2 3 20 C 1 22 320C122

専門分野
介護技術実習
（摂食嚥下リハビリテーション学を含む）

2 2 3 20 C 1 23 320C123

専門分野 歯科予防処置論Ⅳ 3 1 6 22 C 1 24 622C124

専門分野 歯科保健指導論Ⅴ 3 1 6 22 C 1 25 622C125

専門分野 歯科診療補助論Ⅳ 3 1 6 22 C 1 26 622C126

専門分野 歯科臨床実習Ⅰ 2 6 4 21 C 1 27 421C127

専門分野 歯科臨床実習Ⅱ 3 6 5 21 C 1 28 521C128

専門分野 歯科臨床実習Ⅲ 2・3 4 4 21 C 1 29 ※1 421C129

専門分野 臨地実習 2・3 4 4 21 C 1 30 ※1 421C130

専門分野 総合講義 3 4 6 22 C 1 31 622C131

※１　第4又は第5セメスターで履修する。
※２　第5、第6セメスターを通して履修する。

学年
単位数 ナンバリング
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科 目 履 修 方 法

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

歯
科
衛
生
科

(

令
和
２･

３･

４)

年
度
の
入
学
生

2020
・

2021
・

2022

履修にあたっての注意

　歯科衛生科の卒業所要単位及び履修科目が 2026（令和８）年度から変更に

なりました。

　これに伴い、2026（令和８）年度以降の入学生は新課程での履修、2025 （令

和７）年度以前の入学生は旧課程での履修となり、履修すべき科目が異なり

ます。

　したがって、自分の該当ページを確認して、間違いのないように履修して

ください。



　卒業するためには３年以上在学し、下記の表により総計１０２単位以上を修得しな

ければならない。

【 歯科衛生科・2020･2021･2022（令和 2･3･4）年度の入学生 】

卒業所要単位

9

23

59

91

13 以上

23

59

７以上

102 以上

4 以上

7 以上

11 以上

単位合計
卒 業 に 必 要 な 単 位

必修単位 選択単位
区　分

― 70 ―

基 礎 分 野

専門基礎分野

専 門 分 野

選択必修分野

単 位 合 計
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歯科衛生科授業科目一覧

― 71 ―

学年
必修 選択

単位数

科 目 名

教 育 内 容
学年

必修 選択

単位数

科 目 名

教 育 内 容

生 命 科 学
情 報 リ テ ラ シ ー
メディカル情報処理 

宗 教 学
心 理 学
倫 理 学
スタートアップセミナー
ステップアップセミナー
キ ャ リ ア デ ザ イ ン
日 本 語 リ テ ラ シ ー
キャリアのための教養
英 語 リ テ ラ シ ー
歯 科 英 語
中 国 語 リ テ ラ シ ー
体 　 育

解 剖 学
組 織 ・ 発 生 学

口腔解剖学（歯の解剖学を含む）
生理学（口腔生理学を含む）
生化学（口腔生化学を含む）

病理学（口腔病理学を含む）
微生物学（口腔微生物学を含む）
薬理学（歯科薬理学を含む）

口 腔 衛 生 学　Ⅰ
口腔衛生学Ⅱ（歯科衛生統計を含む)
衛 生 行 政・社 会 福 祉
衛 生 学・公 衆 衛 生 学

歯 科 衛 生 士 概 論

保存修復・歯内療法学
歯 周 治 療 学
歯 科 補 綴 学
口 腔 外 科 学
小 児 歯 科 学
歯 科 矯 正 学
高齢者・障害者歯科学
歯 科 放 射 線 学
チ ー ム 歯 科 医 療 論
　( 災害概論を含む )　

1
1
1

1
2
1
1
2
3
1
2
1
1
1
3

1
1

1
1
1

1
1
1

1
1
2
2

1

1
1
1
2
1
2
2
2
2

2

2

1
1
1

1
1

2
2

2
2
2

2
2
2

1
2
2
2

2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1

2
2

1
2

1
1

科学的思考の基盤

人間と生活

人体の構造と機能

歯・口腔の構造と機能

疾病の成り立ちと回復過程の促進

歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み

歯科衛生士概論

臨床歯科医学

歯 科 予 防 処 置 論  Ⅰ

歯 科 予 防 処 置 論  Ⅱ

歯 科 予 防 処 置 論  Ⅲ

歯 科 予 防 処 置 論  Ⅳ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅰ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅱ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅲ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅳ

歯 科 保 健 指 導 論  Ⅴ

栄 養 指 導 　 Ⅰ

栄 養 指 導 　 Ⅱ

歯 科 診 療 補 助 論  Ⅰ

歯 科 診 療 補 助 論  Ⅱ

歯 科 診 療 補 助 論  Ⅲ

歯 科 診 療 補 助 論  Ⅳ

介 護 技 術 実 習

( 摂食嚥下リハビリテーション学を含む )

歯 科 臨 床 実 習　Ⅰ

歯 科 臨 床 実 習　Ⅱ

歯 科 臨 床 実 習　Ⅲ

臨 地 実 習

総 合 講 義

臨 床 医 学 概 論

卒 業 研 究

ボ ラ ン テ ィ ア 論

環 境 リ テ ラ シ ー

日 本 の 伝 統

現 代 の 文 化

コミュニケーション論

介護職員初任者研修事業

1

1

2

3

1

1

1

2

3

1

1

1

1

2

3

2

2

3

2・3

2・3

3

2

3

2

3

1

3

2

2

2

3

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

1

2

6

6

4

4

4

2

2

2

2

2

2

2

3

歯科予防処置論

歯科保健指導論

歯科診療補助論

臨地・臨床実習

総　　括

基

礎

分

野

専

門

基

礎

分

野

専

門

分

野

専

門

分

野

選

択

必

修

分

野

合計 102 単位以上

　卒業するためには３年以上在学し、下記の表により総計１０２単位以上を修得しな

ければならない。

【 歯科衛生科・2020･2021･2022（令和 2･3･4）年度の入学生 】

卒業所要単位

9

23

59

91

13 以上

23

59

７以上

102 以上

4 以上

7 以上

11 以上

単位合計
卒 業 に 必 要 な 単 位

必修単位 選択単位
区　分

― 70 ―

基 礎 分 野

専門基礎分野

専 門 分 野

選択必修分野

単 位 合 計

― 119 ―



2026（令和８）年度　歯科衛生科開講科目及び担当者

― 72 ―

( 基礎分野 ) （１年生）

( 基礎分野 ) （２年生）

( 基礎分野 ) （３年生）

科　　　目 単位 必・選 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 開講期 クラス編成 担　当　者

生 命 科 学

情 報 リ テ ラ シ ー

メディカル情報処理

宗 教 学

倫 理 学

スタートアップセミナー

日本語リテラシー

英 語 リ テ ラ シ ー

歯 科 英 語

中国語リテラシー

2

1

1

2

2

1

1

1

1

1

必

選

選

必

選

必

選

必

必

選

心 理 学

ステップアップセミナー

キャリアのための教養

2

1

2

選

必

選

クラス編成

全組

全組

開講期

前期

前期

前期

キャリアデザイン

体 育

1

1

必

選

A 組

B 組

A 組

B 組

全組

前期

後期

奥 　 村

奥 　 村

秋 　 田

クラス編成

全組

全組

全組

全組

全組

全組

全組

全組

開講期

前期

前期

後期

前期

後期

前期

前期

前期

後期

前期

A １組

A ２組

B １組

B ２組

A １組

A ２組

B １組

B ２組
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※英語の履修上の注意

　卒業するためには、1 年次に「英語リテラシー」必修１単位と「歯科英語 」必修１

単位を修得しなければならない。

　別途定める要件を満たし、既修得単位を認定された者は、既に「英語リテラシー」

を修得したものとみなすことができる。

※体育の履修上の注意

　服装等に関しては、オリエンテーションまたは初回授業の中で指示する。

※心理学は履修人数を制限する。

※情報リテラシー、メディカル情報処理は履修人数を制限する。

※メディカル情報処理は情報リテラシーを修得した者でなければ履修できない。

― 73 ―

2026（令和８）年度　歯科衛生科開講科目及び担当者

― 72 ―

( 基礎分野 ) （１年生）

( 基礎分野 ) （２年生）

( 基礎分野 ) （３年生）

科　　　目 単位 必・選 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 開講期 クラス編成 担　当　者

生 命 科 学

情 報 リ テ ラ シ ー

メディカル情報処理

宗 教 学

倫 理 学

スタートアップセミナー

日本語リテラシー

英 語 リ テ ラ シ ー

歯 科 英 語

中国語リテラシー

2

1

1

2

2

1

1

1

1

1

必

選

選

必

選

必

選

必

必

選

心 理 学

ステップアップセミナー

キャリアのための教養

2

1

2

選

必

選

クラス編成

全組

全組

開講期

前期

前期

前期

キャリアデザイン

体 育

1

1

必

選

A 組

B 組

A 組

B 組

全組

前期

後期

奥 　 村

奥 　 村

秋 　 田

クラス編成

全組

全組

全組

全組

全組

全組

全組

全組

開講期

前期

前期

後期

前期

後期

前期

前期

前期

後期

前期

A １組

A ２組

B １組

B ２組

A １組

A ２組

B １組

B ２組
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( 専門基礎分野 ) （１年生）

解 剖 学
組 織・発 生 学
口腔解剖学（歯の解剖学を含む）
生理学（口腔生理学を含む）
生化学（口腔生化学を含む）
病理学（口腔病理学を含む）
微生物学（口腔微生物学を含む）
薬理学（歯科薬理学を含む）
口 腔 衛 生 学Ⅰ
口 腔 衛 生 学Ⅱ
　（歯科衛生統計を含む）　

2
2
2
2
2
2
2
2
1

2

必
必
必
必
必
必
必
必
必

必

前期
前期
前期
前期
後期
後期
前期
後期
前期

後期

( 専門基礎分野 ) （２年生）

衛生行政・社会福祉

衛生学・公衆衛生学

2

2

必

必

前期

前期

全組

全組

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者

( 専門分野 ) （１年生）

歯 科 衛 生 士 概 論
保存修復・歯内療法学
歯 周 治 療 学
歯 科 補 綴 学
小 児 歯 科 学

歯科予防処置論Ⅰ

歯科予防処置論Ⅱ

歯科保健指導論Ⅰ

歯科保健指導論Ⅱ

歯科保健指導論Ⅲ

栄 養 指 導 Ⅰ

栄 養 指 導 Ⅱ

歯科診療補助論Ⅰ

歯科診療補助論Ⅱ

2
1
1
1
1

2

3

1

1

1

1

1

2

2

必
必
必
必
必

必

必

必

必

必

必

必

必

必

前期
後期
後期
後期
後期

前期

後期

前期

後期

後期

前期

後期

前期

後期

科　　　目 単位 必・選

全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組

全組

クラス編成

クラス編成

全組
全組
全組
全組
全組
Ａ組
B組
Ａ組
B組
全組
Ａ組
Ｂ組
Ａ組
Ｂ組
全組
Ａ組
Ｂ組
Ａ1組
Ａ2組
Ｂ1 組
Ｂ2 組
Ａ1組
Ａ2組
Ｂ1 組
Ｂ2 組

クラス編成開講期 担　当　者
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　１．歯科予防処置論Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの順で履修すること。

　２．歯科保健指導論Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴの順で履修すること。

　３．歯科診療補助論Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの順で履修すること。

１．歯科臨床実習Ⅰ～Ⅲ、臨地実習は１・２年次の専門基礎分野・専門分野(臨床実習・

　　臨地実習を除く ) の科目を修得したものでなければ履修できない。

２．歯科臨床実習Ⅰ～Ⅲ、臨地実習はクラスごとに開講学年が異なる。
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( 専門分野 ) （２年生）

口 腔 外 科 学

歯 科 矯 正 学

高齢者・障害者歯科学

歯 科 放 射 線 学

チーム歯科医療論

（災 害 概 論 を 含 む）  

歯 科 予 防 処 置 論Ⅲ

歯 科 保 健 指 導 論Ⅳ

歯 科 診 療 補 助 論Ⅲ

介 護 技 術 実 習

（摂食嚥下リハビリ

テーション学を含む）

1

1

1

1

1

2

1

2

2

必

必

必

必

必

必

必

必

必

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

科　　　目 単位 必・選 開講期 クラス編成

全組

全組

全組

全組

全組

Ａ組

Ｂ組

Ａ組

Ｂ組

Ａ１組

Ａ２組

Ｂ１組

Ｂ２組

Ａ組

Ｂ組

担　当　者

全組

全組

全組

後期

後期

後期

必

必

必

6

4

4

歯 科 臨 床 実 習Ⅰ

歯 科 臨 床 実 習Ⅲ

臨 地 実 習

( 専門基礎分野 ) （１年生）

解 剖 学
組 織・発 生 学
口腔解剖学（歯の解剖学を含む）
生理学（口腔生理学を含む）
生化学（口腔生化学を含む）
病理学（口腔病理学を含む）
微生物学（口腔微生物学を含む）
薬理学（歯科薬理学を含む）
口 腔 衛 生 学Ⅰ
口 腔 衛 生 学Ⅱ
　（歯科衛生統計を含む）　

2
2
2
2
2
2
2
2
1

2

必
必
必
必
必
必
必
必
必

必

前期
前期
前期
前期
後期
後期
前期
後期
前期

後期

( 専門基礎分野 ) （２年生）

衛生行政・社会福祉

衛生学・公衆衛生学

2

2

必

必

前期

前期

全組

全組

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者

( 専門分野 ) （１年生）

歯 科 衛 生 士 概 論
保存修復・歯内療法学
歯 周 治 療 学
歯 科 補 綴 学
小 児 歯 科 学

歯科予防処置論Ⅰ

歯科予防処置論Ⅱ

歯科保健指導論Ⅰ

歯科保健指導論Ⅱ

歯科保健指導論Ⅲ

栄 養 指 導 Ⅰ

栄 養 指 導 Ⅱ

歯科診療補助論Ⅰ

歯科診療補助論Ⅱ

2
1
1
1
1

2

3

1

1

1

1

1

2

2

必
必
必
必
必

必

必

必

必

必

必

必

必

必

前期
後期
後期
後期
後期

前期

後期

前期

後期

後期

前期

後期

前期

後期

科　　　目 単位 必・選

全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組
全組

全組

クラス編成

クラス編成

全組
全組
全組
全組
全組
Ａ組
B組
Ａ組
B組
全組
Ａ組
Ｂ組
Ａ組
Ｂ組
全組
Ａ組
Ｂ組
Ａ1組
Ａ2組
Ｂ1 組
Ｂ2 組
Ａ1組
Ａ2組
Ｂ1 組
Ｂ2 組

クラス編成開講期 担　当　者
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　１．総合講義は当該年度に卒業所要単位を満たす見込みの者でなければ履修でき

　　　ない。

　２．歯科臨床実習Ⅱは歯科臨床実習Ⅰを修得した者でなければ履修できない。
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( 専門分野 ) （３年生）

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者クラス編成

石黒･清田･安田･阿部

花谷･白川･田中（宣）･齋藤

小 澤 ・ 清 田
小 澤 ・ 清 田

歯科保健指導論 Ⅴ 1 必 後期

歯科診療補助論  Ⅳ 1 必 後期

歯科予防処置論 Ⅳ 1 必 後期

A 組
B 組

全組

全組

全組

全組

全組

小 　 澤

小 林（ 一 ）

花 　 谷

藤 原（ 久 ）

白 　 川

奥 　 村

田 中（ 宣 ）

齋 　 藤

石 　 黒

清 　 田

安 　 田

阿 　 部

小 　 平

細 　 田

関 　 谷

寺 　 田

須 　 田

的 　 場

花谷･田中（宣）･齋藤

小林（一）･花谷･藤原（久）･白川･齋藤･山崎歯 科 臨 床 実 習 Ⅱ 6 必 前期

歯 科 臨 床 実 習 Ⅲ 4 必 前期

小澤･藤原（久）･田中（宣）･石黒･清田･安田･阿部臨 地 実 習 4 必 前期

総 合 講 義 4 必 後期 全組
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　※　介護職員初任者研修事業は履修人数を制限する。

高　瀬

奥　村

小　澤

小林（一）

花　谷

藤原（久）

白　川

奥　村

齋　藤
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( 選択必修分野 ) （１年生）

日 本 の 伝 統 2 選 後期

科　　　目 単位 必・選 開講期

全組

クラス編成 担　当　者

( 選択必修分野 ) （２年生）

臨 床 医 学 概 論 2 選 前期

ボ ラ ン テ ィ ア 論 2 選 前期

コミュニケーション論 2 選 前期

介護職員初任者研修事業 3 選 後期

科　　　目 単位 必・選 開講期

全組

Ａ組

Ｂ組

全組

全組

クラス編成 担　当　者

( 選択必修分野 ) （３年生）

環 境 リ テ ラ シ ー

現 代 の 文 化

卒 業 研 究

2

2

2

選

選

選

後期

後期

通年

全組

全組

全組

科　　　目 単位 必・選 開講期 クラス編成 担　当　者

　１．総合講義は当該年度に卒業所要単位を満たす見込みの者でなければ履修でき

　　　ない。

　２．歯科臨床実習Ⅱは歯科臨床実習Ⅰを修得した者でなければ履修できない。
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( 専門分野 ) （３年生）

科　　　目 単位 必・選 開講期 担　当　者クラス編成

石黒･清田･安田･阿部

花谷･白川･田中（宣）･齋藤

小 澤 ・ 清 田
小 澤 ・ 清 田

歯科保健指導論 Ⅴ 1 必 後期

歯科診療補助論  Ⅳ 1 必 後期

歯科予防処置論 Ⅳ 1 必 後期

A 組
B 組

全組

全組

全組

全組

全組

小 　 澤

小 林（ 一 ）

花 　 谷

藤 原（ 久 ）

白 　 川

奥 　 村

田 中（ 宣 ）

齋 　 藤

石 　 黒

清 　 田

安 　 田

阿 　 部

小 　 平

細 　 田

関 　 谷

寺 　 田

須 　 田

的 　 場

花谷･田中（宣）･齋藤

小林（一）･花谷･藤原（久）･白川･齋藤･山崎歯 科 臨 床 実 習 Ⅱ 6 必 前期

歯 科 臨 床 実 習 Ⅲ 4 必 前期

小澤･藤原（久）･田中（宣）･石黒･清田･安田･阿部臨 地 実 習 4 必 前期

総 合 講 義 4 必 後期 全組
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* 全体の履修上の注意

　◎遅刻は３０分以内で、３回につき１回の欠席扱いとする。

　◎３０分を超えた遅刻は欠席扱いとする。

　◎以下の科目は所定日数の４分の３以上出席しなければならない。

　　歯科予防処置論Ⅰ～Ⅳ、歯科保健指導論Ⅱ～Ⅴ、栄養指導Ⅰ・Ⅱ、歯科診療補助

　　論Ⅰ～Ⅳ、介護技術実習（摂食嚥下リハビリテーション学を含む）、歯科臨床実

　　習Ⅰ～Ⅲ、臨地実習、総合講義
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* 全体の履修上の注意

　◎遅刻は３０分以内で、３回につき１回の欠席扱いとする。

　◎３０分を超えた遅刻は欠席扱いとする。

　◎以下の科目は所定日数の４分の３以上出席しなければならない。

　　歯科予防処置論Ⅰ～Ⅳ、歯科保健指導論Ⅱ～Ⅴ、栄養指導Ⅰ・Ⅱ、歯科診療補助

　　論Ⅰ～Ⅳ、介護技術実習（摂食嚥下リハビリテーション学を含む）、歯科臨床実

　　習Ⅰ～Ⅲ、臨地実習、総合講義
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歯科衛生科ナンバリング一覧 2022（令和４）年度入学生

教育内容

科目名 必修 選択 セメスター 系統 分野 必修/選択 科目 備考

基礎分野 宗教学 1 2 1 13 A 1 01 113A101

基礎分野 生命科学 1 2 1 14 A 1 02 114A102

基礎分野 情報リテラシー 1 1 1 14 A 2 03 114A203

基礎分野 メディカル情報処理 1 1 2 14 A 2 04 214A204

基礎分野 英語リテラシー 1 1 1 14 A 1 05 114A105

基礎分野 歯科英語 1 1 2 14 A 1 06 214A106

基礎分野 倫理学 1 2 2 14 A 2 07 214A207

基礎分野 中国語リテラシー 1 1 1 14 A 2 08 114A208

基礎分野 日本語リテラシー 1 1 1 14 A 2 09 114A209

基礎分野 スタートアップセミナー 1 1 1 15 A 1 10 115A110

基礎分野 心理学 2 2 3 14 A 2 11 314A211

基礎分野 キャリアのための教養 2 2 3 14 A 2 12 314A212

基礎分野 ステップアップセミナー 2 1 3 15 A 1 13 315A113

基礎分野 体育 3 1 6 14 A 2 14 614A214

基礎分野 キャリアデザイン 3 1 5 15 A 1 15 515A115

選択必修分野 日本の伝統 1 2 2 23 D 2 01 223D201

選択必修分野 臨床医学概論 2 2 3 23 D 2 02 323D202

選択必修分野 ボランティア論 2 2 3 23 D 2 03 323D203

選択必修分野 コミュニケーション論 2 2 3 23 D 2 04 323D204

選択必修分野 介護職員初任者研修事業 2 3 4 25 D 2 05 425D205

選択必修分野 環境リテラシー 3 2 6 23 D 2 06 623D206

選択必修分野 現代の文化 3 2 6 23 D 2 07 623D207

選択必修分野 卒業研究 3 2 5 24 D 2 08 ※2 524D208

専門基礎分野 解剖学 1 2 1 16 B 1 01 116B101

専門基礎分野 組織・発生学 1 2 1 16 B 1 02 116B102

専門基礎分野 口腔解剖学（歯の解剖学を含む） 1 2 1 16 B 1 03 116B103

専門基礎分野 生理学（口腔生理学含む） 1 2 1 16 B 1 04 116B104

専門基礎分野 生化学（口腔生化学） 1 2 2 16 B 1 05 216B105

専門基礎分野 病理学（口腔病理学を含む） 1 2 2 17 B 1 06 217B106

専門基礎分野 微生物学（口腔微生物学を含む） 1 2 1 17 B 1 07 117B107

専門基礎分野 薬理学（歯科薬理学を含む） 1 2 2 17 B 1 08 217B108

専門基礎分野 口腔衛生学Ⅰ 1 1 1 18 B 1 09 118B109

専門基礎分野 口腔衛生学Ⅱ（歯科衛生統計を含む） 1 2 2 18 B 1 10 218B110

専門基礎分野 衛生行政・社会福祉 2 2 3 18 B 1 11 318B111

専門基礎分野 衛生学・公衆衛生学 2 2 3 18 B 1 12 318B112

専門分野 歯科衛生士概論 1 2 1 20 C 1 01 120C101

専門分野 保存修復・歯内療法学 1 1 2 19 C 1 02 219C102

専門分野 歯周治療学 1 1 2 19 C 1 03 219C103

専門分野 歯科補綴学 1 1 2 19 C 1 04 219C104

専門分野 小児歯科学 1 1 2 19 C 1 05 219C105

専門分野 口腔外科学 2 1 3 19 C 1 06 319C106

専門分野 歯科矯正学 2 1 3 19 C 1 07 319C107

専門分野 高齢者・障害者歯科学 2 1 3 19 C 1 08 319C108

専門分野 歯科放射線学 2 1 3 19 C 1 09 319C109

専門分野 チーム歯科医療論（災害概論を含む） 2 1 3 19 C 1 10 319C110

専門分野 栄養指導Ⅰ 1 1 1 20 C 1 11 120C111

専門分野 栄養指導Ⅱ 1 1 2 20 C 1 12 220C112

専門分野 歯科保健指導論Ⅰ 1 1 1 20 C 1 13 120C113

専門分野 歯科予防処置論Ⅰ 1 2 1 20 C 1 14 120C114

専門分野 歯科診療補助論Ⅰ 1 2 1 20 C 1 15 120C115

専門分野 歯科保健指導論Ⅱ 1 1 2 20 C 1 16 220C116

専門分野 歯科保健指導論Ⅲ 1 1 2 20 C 1 17 220C117

専門分野 歯科診療補助論Ⅱ 1 2 2 20 C 1 18 220C118

専門分野 歯科予防処置論Ⅱ 1 3 2 20 C 1 19 220C119

専門分野 歯科保健指導論Ⅳ 2 1 3 20 C 1 20 320C120

専門分野 歯科予防処置論Ⅲ 2 2 3 20 C 1 21 320C121

専門分野 歯科診療補助論Ⅲ 2 2 3 20 C 1 22 320C122

専門分野
介護技術実習
（摂食嚥下リハビリテーション学を含む）

2 2 3 20 C 1 23 320C123

専門分野 歯科予防処置論Ⅳ 3 1 6 22 C 1 24 622C124

専門分野 歯科保健指導論Ⅴ 3 1 6 22 C 1 25 622C125

専門分野 歯科診療補助論Ⅳ 3 1 6 22 C 1 26 622C126

専門分野 歯科臨床実習Ⅰ 2 6 4 21 C 1 27 421C127

専門分野 歯科臨床実習Ⅱ 3 6 5 21 C 1 28 521C128

専門分野 歯科臨床実習Ⅲ 2・3 4 4 21 C 1 29 ※1 421C129

専門分野 臨地実習 2・3 4 4 21 C 1 30 ※1 421C130

専門分野 総合講義 3 4 6 22 C 1 31 622C131

※１　第4又は第5セメスターで履修する。
※２　第5、第6セメスターを通して履修する。

学年
単位数 ナンバリング
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歯歯科科衛衛生生科科ナナンンババリリンンググ一一覧覧　　22002200・・22002211（（令令和和２２・・３３））年年度度入入学学生生

教育内容

科目名 必修 選択 セメスター 系統 分野 必修/選択 科目 備考

基礎分野 宗教学 1 2 1 13 A 1 01 113A101

基礎分野 生命科学 1 2 1 14 A 1 02 114A102

基礎分野 情報リテラシー 1 1 1 14 A 2 03 114A203

基礎分野 メディカル情報処理 1 1 2 14 A 2 04 214A204

基礎分野 英語リテラシー 1 1 1 14 A 1 05 114A105

基礎分野 歯科英語 1 1 2 14 A 1 06 214A106

基礎分野 倫理学 1 2 2 14 A 2 07 214A207

基礎分野 中国語リテラシー 1 1 2 14 A 2 08 214A208

基礎分野 日本語リテラシー 1 1 1 14 A 2 09 114A209

基礎分野 スタートアップセミナー 1 1 1 15 A 1 10 115A110

基礎分野 心理学 2 2 3 14 A 2 11 314A211

基礎分野 キャリアのための教養 2 2 3 14 A 2 12 314A212

基礎分野 ステップアップセミナー 2 1 3 15 A 1 13 315A113

基礎分野 体育 3 1 6 14 A 2 14 614A214

基礎分野 キャリアデザイン 3 1 5 15 A 1 15 515A115

選択必修分野 日本の伝統 1 2 2 23 D 2 01 223D201

選択必修分野 臨床医学概論 2 2 3 23 D 2 02 323D202

選択必修分野 ボランティア論 2 2 3 23 D 2 03 323D203

選択必修分野 コミュニケーション論 2 2 3 23 D 2 04 323D204

選択必修分野 介護職員初任者研修事業 2 3 4 25 D 2 05 425D205

選択必修分野 環境リテラシー 3 2 6 23 D 2 06 623D206

選択必修分野 現代の文化 3 2 6 23 D 2 07 623D207

選択必修分野 卒業研究 3 2 5 24 D 2 08 ※2 524D208

専門基礎分野 解剖学 1 2 1 16 B 1 01 116B101

専門基礎分野 組織・発生学 1 2 1 16 B 1 02 116B102

専門基礎分野 口腔解剖学（歯の解剖学を含む） 1 2 1 16 B 1 03 116B103

専門基礎分野 生理学（口腔生理学含む） 1 2 1 16 B 1 04 116B104

専門基礎分野 生化学（口腔生化学） 1 2 2 16 B 1 05 216B105

専門基礎分野 病理学（口腔病理学を含む） 1 2 2 17 B 1 06 217B106

専門基礎分野 微生物学（口腔微生物学を含む） 1 2 1 17 B 1 07 117B107

専門基礎分野 薬理学（歯科薬理学を含む） 1 2 2 17 B 1 08 217B108

専門基礎分野 口腔衛生学Ⅰ 1 1 1 18 B 1 09 118B109

専門基礎分野 口腔衛生学Ⅱ（歯科衛生統計を含む） 1 2 2 18 B 1 10 218B110

専門基礎分野 衛生行政・社会福祉 2 2 3 18 B 1 11 318B111

専門基礎分野 衛生学・公衆衛生学 2 2 3 18 B 1 12 318B112

専門分野 歯科衛生士概論 1 2 1 20 C 1 01 120C101

専門分野 保存修復・歯内療法学 1 1 2 19 C 1 02 219C102

専門分野 歯周治療学 1 1 2 19 C 1 03 219C103

専門分野 歯科補綴学 1 1 2 19 C 1 04 219C104

専門分野 小児歯科学 1 1 2 19 C 1 05 219C105

専門分野 口腔外科学 2 1 3 19 C 1 06 319C106

専門分野 歯科矯正学 2 1 3 19 C 1 07 319C107

専門分野 高齢者・障害者歯科学 2 1 3 19 C 1 08 319C108

専門分野 歯科放射線学 2 1 3 19 C 1 09 319C109

専門分野 チーム歯科医療論（災害概論を含む） 2 1 3 19 C 1 10 319C110

専門分野 栄養指導Ⅰ 1 1 1 20 C 1 11 120C111

専門分野 栄養指導Ⅱ 1 1 2 20 C 1 12 220C112

専門分野 歯科保健指導論Ⅰ 1 1 1 20 C 1 13 120C113

専門分野 歯科予防処置論Ⅰ 1 2 1 20 C 1 14 120C114

専門分野 歯科診療補助論Ⅰ 1 2 1 20 C 1 15 120C115

専門分野 歯科保健指導論Ⅱ 1 1 2 20 C 1 16 220C116

専門分野 歯科保健指導論Ⅲ 1 1 2 20 C 1 17 220C117

専門分野 歯科診療補助論Ⅱ 1 2 2 20 C 1 18 220C118

専門分野 歯科予防処置論Ⅱ 1 3 2 20 C 1 19 220C119

専門分野 歯科保健指導論Ⅳ 2 1 3 20 C 1 20 320C120

専門分野 歯科予防処置論Ⅲ 2 2 3 20 C 1 21 320C121

専門分野 歯科診療補助論Ⅲ 2 2 3 20 C 1 22 320C122

専門分野
介護技術実習
（摂食嚥下リハビリテーション学を含む）

2 2 3 20 C 1 23 320C123

専門分野 歯科予防処置論Ⅳ 3 1 6 22 C 1 24 622C124

専門分野 歯科保健指導論Ⅴ 3 1 6 22 C 1 25 622C125

専門分野 歯科診療補助論Ⅳ 3 1 6 22 C 1 26 622C126

専門分野 歯科臨床実習Ⅰ 2 6 4 21 C 1 27 421C127

専門分野 歯科臨床実習Ⅱ 3 6 5 21 C 1 28 521C128

専門分野 歯科臨床実習Ⅲ 2・3 4 4 21 C 1 29 ※1 421C129

専門分野 臨地実習 2・3 4 4 21 C 1 30 ※1 421C130

専門分野 総合講義 3 4 6 22 C 1 31 622C131

※１　第4又は第5セメスターで履修する。
※２　第5、第6セメスターを通して履修する。

学年
単位数 ナンバリング
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授業科目の履修について

ま　　 え　　 が　　 き

　所定の授業科目を適切な計画のもとに順序よく履修することは、大学生活の根幹

をなすものである。そのためには履修に関する十分な理解が必要である。以下、各

項目にわたって説明する。なお、学則の第 15 章（「学生生活」参照）を熟読すること。

履 修 に 関 す る 注 意

（ａ）修了のために必要な授業科目及びその単位数に関する規定は、きわめて厳格な

　 ものであって、1 単位の不足があっても修了できない。

（ｂ）授業科目の評価は、出席状況、試験・レポートなどの成績、及びその他の学習

　 作業の結果を総合して決められ、合格と判断された科目に対しては所定の単位が

　 与えられる。したがって、試験の成績が合格の程度に達していても、不合格とな

　 ることがある。

履  修  科  目  の  登  録

（ａ）授業を受けて単位を修得するためには、毎年度の始めにその年度の受講計画を

　 立てて、履修する授業科目を登録しなければならない。期日までに登録しなかっ

　 た場合には、その年度の履修が認められず、たとえ授業を受けても試験を受ける

　 資格がなく単位は与えられない。

　　 したがって、登録を怠って 1 年間又は半年間を無駄にすることのないように十

　 分注意すること。

（ｂ）履修科目の登録は、指定された期間に必ず本人が行うものとする。登録期間内

　 に手続きできない場合は必ず事前に教務課まで申し出ること。

（ｃ）すでに単位を修得した科目を重ねて履修することはできない。

（ｄ）前年度までに修得すべき単位が残っている場合は、履修科目登録の前に担当教

　 員又は教務課の助言を受けること。
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（ｅ）履修科目の登録手順

　１．履修科目登録の準備（年度始めの教務課オリエンテーションの説明による）

　　　　　　　　　　　↓

　２．web履修登録（履修科目登録日参照）

　　　　　　　　　　　↓

　３．履修科目登録の確認（「履修登録確認表」の受取）

　　　　　　　　　　　↓

　４．履修科目登録の変更・修正（履修登録修正期間内）

　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　履修科目登録完了

１．履修科目登録の準備

　●　履修科目登録に必要な書類（履修要項、授業時間割表、その他プリント類）は

　　 教務課オリエンテーションにて配布するので、履修科目登録日には必ず持参す

　　 ること。

　●　学生は履修科目登録日までに、履修要項、web シラバス（鶴見大学ポータル

　　  システム）を熟読し、教務課オリエンテーションでの説明、指導により受講

　　  計画を立てておくこと。

２．web履修登録

　●　履修科目登録は履修科目登録日に教務課の説明を聞いて、各自が web 上で登録

　　 を行うこと。なお、登録に必要なＩＤ・パスワードについては履修登録時に連

　　 絡する。

３．履修科目登録の確認

　●　「履修登録確認表」は指定された日時に教務課より受け取り、各自で誤りがな

　　 いか確認すること。

　●　「履修登録確認表」の確認を怠り、誤りをそのままにしておくと、たとえ授業

　　 に出席していても、その科目の履修は無効となってしまうので注意すること。

４．履修科目登録の変更・修正

　●　履修科目の変更、修正、追加、取消については、前期及び後期に履修登録修正

　　 期間を設けて受け付けを行う。変更、修正等を希望する学生は、「履修登録確

　　 認表」に修正等を記載し、教務課に提出すること。訂正後は必ず「履修登録確

　　 認表」を受け取り、確認すること。
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  ◎履修登録修正期間外の変更、修正、追加、取消等は一切認められない。

（ｆ）履修科目登録日

試 験 に つ い て の 細 則

　学則第 50 条第 3 項の規定で定める試験についての細則は次のとおりとする。

1　試　験

　試験には、定期試験、追試験、特別試験、再試験がある。

　（ａ）定期試験

　　　 前期及び後期の定期試験期間中に行う。試験の方法には筆記、レポート、

　　　 実技などがある。

　（ｂ）追試験

　  １．定期試験を欠席した者に対して行われる。

　　　  なお、追試験の受験手続きを怠った者、欠席をした者（忌引等のやむをえ

　　　  ない事由による欠席は除く）は受験資格を失う。不合格となった場合は再

　　　  履修となる。

　  ２．追試験の受験手続きは、次のとおりである。

　　  ア　欠席した科目の試験日を含めて、原則として７日以内に所定の「試験欠

　　　　  席届」と「相当の証明書」を教務課に提出しなければならない。ただし、

　　　　  欠席理由を証明する「相当の証明書」の提出が無い場合、または、提出

　　　　  された証明書が「相当の証明書」と認められない場合には、「再試験扱い」

　　　　  となる。

　　  イ　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法等を確認し、「試験

　　　　　申込用紙」に必要事項を正確に記入し、受験料の証紙を貼付の上所定の

　　　　　期間内に教務課に提出しなければならない。

　　　ウ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

　　　　　を提示しなければならない。

　　　エ　受験料は 1 科目 1,000 円とする。

保 育 専 攻 3014 月２日（木）11 時 00 分～ 11 時 30 分

専　攻 教　室日　　　　　　　　時
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（ｅ）履修科目の登録手順

　１．履修科目登録の準備（年度始めの教務課オリエンテーションの説明による）

　　　　　　　　　　　↓

　２．web履修登録（履修科目登録日参照）

　　　　　　　　　　　↓

　３．履修科目登録の確認（「履修登録確認表」の受取）

　　　　　　　　　　　↓

　４．履修科目登録の変更・修正（履修登録修正期間内）

　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　履修科目登録完了

１．履修科目登録の準備

　●　履修科目登録に必要な書類（履修要項、授業時間割表、その他プリント類）は

　　 教務課オリエンテーションにて配布するので、履修科目登録日には必ず持参す

　　 ること。

　●　学生は履修科目登録日までに、履修要項、web シラバス（鶴見大学ポータル

　　  システム）を熟読し、教務課オリエンテーションでの説明、指導により受講

　　  計画を立てておくこと。

２．web履修登録

　●　履修科目登録は履修科目登録日に教務課の説明を聞いて、各自が web 上で登録

　　 を行うこと。なお、登録に必要なＩＤ・パスワードについては履修登録時に連

　　 絡する。

３．履修科目登録の確認

　●　「履修登録確認表」は指定された日時に教務課より受け取り、各自で誤りがな

　　 いか確認すること。

　●　「履修登録確認表」の確認を怠り、誤りをそのままにしておくと、たとえ授業

　　 に出席していても、その科目の履修は無効となってしまうので注意すること。

４．履修科目登録の変更・修正

　●　履修科目の変更、修正、追加、取消については、前期及び後期に履修登録修正

　　 期間を設けて受け付けを行う。変更、修正等を希望する学生は、「履修登録確

　　 認表」に修正等を記載し、教務課に提出すること。訂正後は必ず「履修登録確

　　 認表」を受け取り、確認すること。
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　　３．追試験は最高点を 80 点とする。

　 （ｃ）特別試験

　　１．追試験を受験する者のうち、定期試験を忌引、就職試験、実習で欠席した

　　　　者に対して行われる。なお、特別試験の受験手続きを怠った者、欠席をし

　　　　た者（忌引等のやむをえない事由による欠席は除く）は受験資格を失う。

　　　　不合格となった場合は再履修となる。

　　２．特別試験の受験手続きは、次のとおりである。

　　　ア　欠席した科目の試験日を含めて、原則として 7 日以内に所定の「試験欠

　　　　　席届」と「相当の証明書」を教務課に提出しなければならない。ただし、

　　　　　忌引き、就職試験、実習による欠席について「相当の証明書」の提出が

　　　　　無い場合、または、提出された証明書が「相当の証明書」と認められな

　　　　　い場合には、「再試験扱い」となる。

　　　イ　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法を確認し、「試験申

　　　　　込用紙」に必要事項を正確に記入し、所定の期間内に教務課に提出しな

　　　　　ければならない。

　　　ウ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

　　　　　を提示しなければならない。

　　　エ　受験料は無料である。

　　３．特別試験の成績は、減点されない。

　 （ｄ）再試験

　　１．期末において科目の総合成績が不合格となった者に対して行われる。ただ

　　　　し、追試験及び特別試験の不合格者は対象にならない。なお、再試験の受

　　　　験手続きを怠ったり、欠席をした者（忌引等のやむをえない事由による欠

　　　　席は除く）は受験資格を失う。不合格となった場合は再履修となる。

　　　　通年科目の前期の再試験は、原則として行われない。

　　２．再試験の受験手続きは、次のとおりである。

　　　ア　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法等を確認し、「試　

　　　　験申込用紙」に必要事項を正確に記入し、受験料の証紙を貼付の上所定　

　　　　の期間内に教務課に提出しなければならない。

　　　イ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

　　　　　を提示しなければならない。

　　　ウ　受験料は 1科目 2,000 円とする。

　　３．再試験に合格した場合の成績は、合格の最低点とする。
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２　受験に関する注意

　 （ａ）次の場合には受験できない。

　　１．履修届に科目名が記入されていない場合

　　２．授業時間数の 3 分の 2 以上出席しなかった場合

　　３．授業料はじめ学納金等が納入されていない場合

　　４．試験場に 20 分以上遅刻した場合

　 （ｂ）試験場の注意

　　１．試験場では、監督者の指示に従わなければならない。

　　２．学籍番号順に着席しなければならない。また、着席後は私語を慎まなけれ

　　　　ばならない。

　　３．試験中は学生証を机上に置かなければならない。学生証を忘れた場合には、

　　　　教務課で「仮受験票」の交付を受け、机上に置かなければならない。

　　　　 （手数料は 1,000 円とする）

　　４．筆記具及び許可されたもの以外は机上に出してはならない。また、携帯電話、

　　　　情報端末等は時計としての使用もできない。特に携帯電話、情報端末等は、

　　　　受験者が試験中に手に取ったり操作したことを監督者が目視した時点で不

　　　　正行為と見なされるので注意すること。

　　５．試験時間終了まで退出してはならない。

　 （ｃ）不正行為について

　　　　筆記試験に不正行為があった場合は、ただちに当該科目の受験が停止され

　　　　る。その後、事実確認が行われ、教授会の審議を経てその科目を含む当該

　　　　期に履修中の筆記試験を行う全ての科目が失格となる。なお、前期に不正

　　　　行為が行われた場合、前期に筆記試験が行われる通年科目も失格となる。

　 （ｄ）追試験・特別試験・再試験を欠席する場合について

　　　　追試験・特別試験・再試験を忌引等やむをえない事由で欠席する場合には、

　　　　ただちに、教務課に申し出のうえ、指示を受け、「相当の証明書」を提出す

　　　　ること。

３　試験時間

　 （ａ）定期試験時間は次のとおりとする。

　　　　第 1 時限　　9 時 00 分～ 10 時 30 分

　　　　第 2 時限　 10 時 40 分～ 12 時 10 分

　　　　第 3 時限　 13 時 00 分～ 14 時 30 分

　　３．追試験は最高点を 80 点とする。

　 （ｃ）特別試験

　　１．追試験を受験する者のうち、定期試験を忌引、就職試験、実習で欠席した

　　　　者に対して行われる。なお、特別試験の受験手続きを怠った者、欠席をし

　　　　た者（忌引等のやむをえない事由による欠席は除く）は受験資格を失う。

　　　　不合格となった場合は再履修となる。

　　２．特別試験の受験手続きは、次のとおりである。

　　　ア　欠席した科目の試験日を含めて、原則として 7 日以内に所定の「試験欠

　　　　　席届」と「相当の証明書」を教務課に提出しなければならない。ただし、

　　　　　忌引き、就職試験、実習による欠席について「相当の証明書」の提出が

　　　　　無い場合、または、提出された証明書が「相当の証明書」と認められな

　　　　　い場合には、「再試験扱い」となる。

　　　イ　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法を確認し、「試験申

　　　　　込用紙」に必要事項を正確に記入し、所定の期間内に教務課に提出しな

　　　　　ければならない。

　　　ウ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

　　　　　を提示しなければならない。

　　　エ　受験料は無料である。

　　３．特別試験の成績は、減点されない。

　 （ｄ）再試験

　　１．期末において科目の総合成績が不合格となった者に対して行われる。ただ

　　　　し、追試験及び特別試験の不合格者は対象にならない。なお、再試験の受

　　　　験手続きを怠ったり、欠席をした者（忌引等のやむをえない事由による欠

　　　　席は除く）は受験資格を失う。不合格となった場合は再履修となる。

　　　　通年科目の前期の再試験は、原則として行われない。

　　２．再試験の受験手続きは、次のとおりである。

　　　ア　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法等を確認し、「試　

　　　　験申込用紙」に必要事項を正確に記入し、受験料の証紙を貼付の上所定　

　　　　の期間内に教務課に提出しなければならない。

　　　イ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

　　　　　を提示しなければならない。

　　　ウ　受験料は 1科目 2,000 円とする。

　　３．再試験に合格した場合の成績は、合格の最低点とする。
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　　　　第４時限　　 14 時 40 分～ 16 時 10 分

　　　　第５時限　　 16 時 20 分～ 17 時 50 分

　　　　※上記の時間内に 50 分間から 90 分間の試験を行う。

　 （ｂ）追試験・特別試験・再試験時間は次のとおりとする。

　　　　第 1 時限　　　9 時 20 分～ 10 時 10 分

　　　　第 2 時限　　 10 時 40 分～ 11 時 30 分

　　　　第 3 時限　　 13 時 20 分～ 14 時 10 分

　　　　第 4 時限　　 14 時 40 分～ 15 時 30 分

　　　　第 5 時限　　 16 時 00 分～ 16 時 50 分

４　レポート提出に関する注意

　レポートの作成ならびに提出については次のとおりである。

　 （ａ）提出の仕方

　　・レポートには、必ず科目名・担当者名・題目・学科・学年・組・学籍番号・

　　　氏名を明記すること。

　　・複数枚になる場合には、ホチキスで綴じること。

　　・用紙・サイズなどは担当者の指示に従うこと。

　 （ｂ）提出場所

　　　　教務課または研究室等指定された場所に提出すること。

　 （ｃ）提出期日

　　　　定められた期日に提出すること。ただし、教務課へ提出する場合の提出時

　　　　間は平日 9 時～ 16 時、土曜日 9 時～ 12 時とする。

　 （ｄ）追試験・特別試験・再試験でレポートを提出する場合

　　　　レポート提出時に必ず受験許可書を提示すること。

成 績 の 評 価 と 通 知

　 （ａ）授業科目の評価は、出席状況、試験・レポート、実技・実習などの成績及

　　　　びその他の学習作業の結果を総合して行う。

　 （ｂ）下記の通り GPA 制度による評価を導入する。

成
績
評
価
対
象

合否

合格

成績評価基準評価
秀
優
良
可

90 点 ~100 点
80 点 ~89 点
70 点 ~79 点
60 点 ~69 点

4.0
3.0
2.0
1.0

特に優れた成績
優れた成績
妥当と認められる成績
合格と認められる最低
限の成績

評価内容GP
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　　ＧＰＡとは、Grade Point Average の略で、成績評価に評定値 (ＧＰ） を設定し、

　履修した科目の一単位あたりの評定平均値を計算したものである。ＧＰＡは、 各学生の学

　修成績を総合的に示す指標となるものであり、 成績通知書並びに成績証明書に表示

　される。

　　GPA の計算方法は、 以下のとおりとする。

　　　※不合格科目を再履修して合格した場合でも、 不合格分も通算 GPA の分母に含める。

　　　１セメスター毎に成績の確認が行われ、ＧＰＡ1.0以下の学生には、 指導を行う。

　 （ｃ）通知

　　　　各科目の成績は定期試験終了後、所定の期間内に通知される。

単　 位　 の　 認　 定

　授業科目を履修した者に対し、試験その他本学が定める適切な方法により、学修

の成果を評価して単位を与えるものとする。また単位が認定されるためには、授業

時間数の３分の 2 以上出席することが必要である。

修　　　　　　　　　　了

　本学専攻科に 1 年以上在学し、修了に必要な所定の単位を修得した者については、

教授会の審議を経て、学長が修了を認定し修了証書が授与される。

　修了の時期は、学年の終了日とする。ただし、学則に定める修業年限１年を超え

て在学し、前期の終了日までに修了に必要な要件を満たした場合には、教授会の審

議を経てこれを前期の終了日とすることができる。なお、前期の終了日をもって修

了することを希望する者は、履修科目登録の際に教務課に申し出なければならない。

４.０× 秀の修得単位数＋３.０× 優の修得単位数＋２.０× 良の修得単位数＋１.０× 可の修得単位数

総履修単位数 （合格、 不合格のすべてを含む）

対
象
外

認定

中止

単位認定科目

履修中止科目

－

－

他大学等で履修した単
位を本学の単位として
認定した科目

所定の手続きを経て履
修を中止した科目

不合格

不可
失格

試験欠席

59 点以下
受験失格
レポート未提出
試験欠席

0.0
0.0

不合格の成績
不合格の成績
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　　　　第４時限　　 14 時 40 分～ 16 時 10 分

　　　　第５時限　　 16 時 20 分～ 17 時 50 分

　　　　※上記の時間内に 50 分間から 90 分間の試験を行う。

　 （ｂ）追試験・特別試験・再試験時間は次のとおりとする。

　　　　第 1 時限　　　9 時 20 分～ 10 時 10 分

　　　　第 2 時限　　 10 時 40 分～ 11 時 30 分

　　　　第 3 時限　　 13 時 20 分～ 14 時 10 分

　　　　第 4 時限　　 14 時 40 分～ 15 時 30 分

　　　　第 5 時限　　 16 時 00 分～ 16 時 50 分

４　レポート提出に関する注意

　レポートの作成ならびに提出については次のとおりである。

　 （ａ）提出の仕方

　　・レポートには、必ず科目名・担当者名・題目・学科・学年・組・学籍番号・

　　　氏名を明記すること。

　　・複数枚になる場合には、ホチキスで綴じること。

　　・用紙・サイズなどは担当者の指示に従うこと。

　 （ｂ）提出場所

　　　　教務課または研究室等指定された場所に提出すること。

　 （ｃ）提出期日

　　　　定められた期日に提出すること。ただし、教務課へ提出する場合の提出時

　　　　間は平日 9 時～ 16 時、土曜日 9 時～ 12 時とする。

　 （ｄ）追試験・特別試験・再試験でレポートを提出する場合

　　　　レポート提出時に必ず受験許可書を提示すること。

成 績 の 評 価 と 通 知

　 （ａ）授業科目の評価は、出席状況、試験・レポート、実技・実習などの成績及

　　　　びその他の学習作業の結果を総合して行う。

　 （ｂ）下記の通り GPA 制度による評価を導入する。

成
績
評
価
対
象

合否

合格

成績評価基準評価
秀
優
良
可

90 点 ~100 点
80 点 ~89 点
70 点 ~79 点
60 点 ~69 点

4.0
3.0
2.0
1.0

特に優れた成績
優れた成績
妥当と認められる成績
合格と認められる最低
限の成績

評価内容GP
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学　　　籍　　　番　　　号

　各学生には、学籍番号が定められる。履修届、試験、諸証明書の申し込み、提出

物等は全て学籍番号で処理されるので、学籍番号は正確に記入しなければならない。

　　学籍番号の構造は次のとおりである。

　 

授　　　業　　　時　　　間

　授業時間は次のとおりとする。

　　　第 1 時限　　　　9 時 00 分～ 10 時 30 分

　　　第 2 時限　　　 10 時 40 分～ 12 時 10 分

　　　第 3 時限　　　 13 時 00 分～ 14 時 30 分

　　　第 4 時限　　　 14 時 40 分～ 16 時 10 分

　　　第 5 時限　　　 16 時 20 分～ 17 時 50 分

掲　　　　　　　　　　示

　教務に関する学生への通知は、学内の「教務課掲示板」及び Web 上の「鶴見大学ポー

タルシステム」に掲示する。学内の「教務課掲示板」は登校下校の際に必ず確認す

ること。

休　　　　　　　　　　講

　担当教員より連絡があり次第、「教務課掲示板」及び Web 上「鶴見大学ポータル

システム」にその旨を掲示する。始業時間より３０分以上経過しても連絡のない場合

は、教務課に申し出て指示を受けること。

授　 業　 欠　 席

　１．１週間以上にわたる欠席の場合には、教務課にも欠席届を提出する。病気の

　　　場合は医師の診断書を添えること。

・
・

・
・

・
・

・
・

J Ｇ 26 001

短期大学部 入学年度

（西暦下２桁）
個人番号

〔Ｇ－専攻科保育専攻〕

所属科・専攻
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　２．忌引の対象及び忌引扱日数は次のとおり。

　　　欠席届は、証明となるものを添えて、忌引扱期間最終日の翌日から７日以内

　　　( 土・日・祝日及び大学が定める休業日を含む ) に提出すること。

　　　　両親の場合　　　　　　　　　　7 日以内

　　　　祖父母、兄弟、姉妹の場合　　　3 日以内

災害・事故等への対応

　気象警報又は大規模地震の警戒宣言等が発令された場合、並びに自然災害や交通

ストライキによって交通機関の運行が停止した場合の授業・試験は、原則として以

下のとおり取り扱う。

１．各種気象警報発令時の取扱

　（１）対象となる警報並びに条件

　　　 神奈川県下に「暴風警報・大雨警報・洪水警報」が同時に発令された場合及

　　　 び「大雪警報」「暴風雪警報」又は「特別警報」が発令された場合は、次項

　　　 （2) に基準を適用する。

　（２）授業・試験の実施基準

　　　※　授業又は試験中に上記の事態が発生した場合は、学長の判断で措置を決

　　　　　定し、掲示（鶴見大学ポータルシステム、大学ホームページへの掲載を

　　　　　含む）や緊急放送等を以って速やかに通知しますので、これに従ってく

　　　　　ださい。

２．交通機関運行停止時の取扱

　（１）対象となる交通機関

　　　 下記 2 線のいずれも不通となった場合のみ、次項（2）の基準を適用する。

【警報解除時刻】 【授業・試験の取扱】

午前 7 時までに警報が解除された場合 平常どおり実施

午後 1 時を過ぎても警報が解除されない場合 全時限休講・試験延期

午前 11 時までに警報が解除された場合
1・2 時限目は休講・試験延期とし、
3 時限目から実施

午後 1 時までに警報が解除された場合
1･2･3 時限目は休講・試験延期とし、
4 時限目から実施
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学　　　籍　　　番　　　号
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　教務に関する学生への通知は、学内の「教務課掲示板」及び Web 上の「鶴見大学ポー

タルシステム」に掲示する。学内の「教務課掲示板」は登校下校の際に必ず確認す

ること。

休　　　　　　　　　　講

　担当教員より連絡があり次第、「教務課掲示板」及び Web 上「鶴見大学ポータル

システム」にその旨を掲示する。始業時間より３０分以上経過しても連絡のない場合

は、教務課に申し出て指示を受けること。

授　 業　 欠　 席

　１．１週間以上にわたる欠席の場合には、教務課にも欠席届を提出する。病気の

　　　場合は医師の診断書を添えること。

・
・

・
・

・
・

・
・

J Ｇ 26 001

短期大学部 入学年度

（西暦下２桁）
個人番号

〔Ｇ－専攻科保育専攻〕

所属科・専攻
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　　　 ＪＲ　京浜東北線・根岸線（東京～大船間）

　　　 私鉄　京浜急行線　　　　（品川～三崎口間）

　（２） 授業・試験の実施基準

　　　※　授業又は試験中に上記の事態が発生した場合は、学長の判断で措置を決

　　　　　定し、掲示（鶴見大学ポータルシステム、大学ホームページへの掲載を

　　　　　含む）や緊急放送等を以って速やかに通知しますので、これに従ってく

　　　　　ださい。

　　　※　神奈川県下に気象警報・気象特別警報が発表されていない場合でも、本

　　　　　学独自の判断で上記に準じた措置を取ることがあります。また、本学が

　　　　　休講または授業開始時限変更の措置を取っていない場合でも、地元の気

　　　　　象警報・気象特別警報発表により本学に通学できない場合は、後日授業

　　　　　担当教員にその旨を申し出てください。

３．南海トラフ地震臨時情報発令時の諸注意　

　　気象庁より、南海トラフ地震等発生の危険性について、情報が発表されています。

　　特に、南海トラフ地震は、我が国で発生する最大級の地震であり、大きな特徴

　　があります。

　　　①　極めて広域にわたり、強い揺れと巨大な津波が発生すること

　　　②　津波の到達時間が極めて短い地域が存在すること

　　　③　時間差をおいて複数の巨大地震が発生する可能性があること

　　これらのことから、被災の範囲は超広域にわたり、その被害はこれまで想定さ

　　れてきた地震とは全く様相が異なると考えられること等が挙げられ、発生の可

　　能性が通常と比べて相対的に高まったと評価された場合には、気象庁から「南

　　海トラフ地震臨時情報」が発表されます。臨時情報が発令された場合には、情

【運行開始時刻】 【授業・試験の取扱】

午前７時までに運行開始された場合 平常どおり実施

午後 1 時を過ぎても不通の場合 全時限休講・試験延期

午前 11 時までに運行開始された場合
1・2 時限目は休講・試験延期とし、
3 時限目から実施

午後 1 時までに運行開始された場合
1･2･3 時限目は休講・試験延期とし、
4 時限目から実施
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　　報の確認を最優先し、身の安全を確保してください。

　※　授業又は試験中に上記の事態が発生した場合は、学長の判断で措置を決定し、

　　　掲示（鶴見大学ポータルシステム、大学ホームページへの掲載を含む）や緊

　　　急放送等を以って速やかに通知しますので、これに従ってください。

授業・試験打ち切り後の行動について

　　　①　各教室で指示があるまで勝手に行動せず静かに待機する。

　　　②　火を使用している場合には直ちに消し、ガスを使用している場合には完

　　　　　全に栓を閉める。

　　　③　各教室の出入口のドアを開ける。

　　　④　エレベーターの使用は厳禁する。

　　　⑤　交通機関の運行状況は、判明次第放送する予定。

　　　⑥　交通機関の状況により帰宅できないものは、指示により次の場所に所持

　　　　　品を持って集合する。

　　　　　　文学部・歯学部・短期大学部……大学記念館大学食堂

　　　⑦　大規模地震発生時に交通機関が停止したことを想定し、平素から家族と

　　　　　相談のうえ、知人等臨時避難先を決めておき、帰宅できない場合の住所を、

　　　　　事前に明確にしておくように心がけること。

４．大規模地震発生時の措置　　

　　授業は打ち切りとします。各自持物をまとめ、放送や教職員の指示により速や

　　かに避難してください。

　　　　　避難場所：本山大駐車場

　　また、携帯用「大地震対応マニュアル」をお財布等に入れておくとよいでしょう。

地震発生時の心得

　　　①　出入口のドアを開ける。

　　　②　窓ガラスから離れる。

　　　③　机の下に身体を入れるか、丈夫な物に身を寄せる。

　　　④　落下物に気をつけ頭部を守る。

　　　⑤　あわてて外に飛び出さない。

　　　⑥　本震は１分以内であるから、震動中は行動を起こさない。
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　　　　　学独自の判断で上記に準じた措置を取ることがあります。また、本学が
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【運行開始時刻】 【授業・試験の取扱】

午前７時までに運行開始された場合 平常どおり実施
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　　　⑦　火災発生の恐れがあるので、直ちに火を消し、ガス・電気等のスイッチ

　　　　　を切る。

　　　⑧　避難は指示により、避難順路に従い、特に階段は注意する。

　　　⑨　エレベーターの使用は厳禁する。

　　　⑩　本学の緊急避難場所は、本山大駐車場とする。

　　　⑪　ハンカチ・タオル等を携帯し、不安定な靴・サンダル等はなるべくさける。

帰宅対策の準備

　大規模地震の発生により公共交通機関が停止すると、通勤・通学等で外出中の多

くの人々が帰宅困難になってしまいます。通常の交通手段が使えない場合を想定し

て、徒歩帰宅に備えた準備をしておきましょう。

　　　横浜市：帰宅困難者一時滞在施設検索システム

　　　※帰宅困難者が収容できる施設の情報を検索することができます。

　　

　徒歩帰宅可否判断基準

　　　下記項目に１つでも当てはまる場合、徒歩帰宅はお勧めできません。

　　　・自宅までの距離が 20km以上ある。

　　　・2.5km／時で歩行した場合、帰宅予定時刻が日没以降となる。

　　　・携帯電話等の通信機器を持っていない。

　　　・自宅までの道のりをよく知らない ( 地図を持っていない )。

　　　・自宅までのルートが通行制限区域及び火災発生地域になっている。

　　　・同一方面の帰宅者がいない。

　　　・運動靴等の歩きやすい靴を履いていない。

　日頃から携帯しておくと便利なもの

　　　・簡易食料 ( チョコ、あめなど )

　　　・医薬品 ( ばんそうこう、胃腸薬、解熱剤など )

　　　・ハンカチ・タオル

　　　・携帯充電池

【携帯】 【スマートフォン】
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５．Jアラート（全国瞬時警報システム）を活用した緊急情報が配信された場合の対応

　　Jアラートは、弾道ミサイル攻撃に関する情報や緊急地震速報、津波警報、気象

　警報などの緊急情報を、人工衛星及び地上回線を通じて全国の都道府県、市町村

　等に送信し、市町村防災行政無線（同報系）等を自動起動することにより、人手

　を介さず瞬時に住民等に伝達するシステムです。

　　なお、弾道ミサイル攻撃に関する情報など国民保護に関する情報は内閣官房か

　ら、緊急地震速報、津波警報、気象警報などの防災気象情報は気象庁から発出さ

　れ、消防庁の送信設備を経由して全国の都道府県、市町村等に送信される仕組み

　となっています。

　　また、この地方公共団体経由による情報伝達とは別に、国から携帯電話会社に

　配信したＪアラート情報を個々の携帯電話利用者にメール（エリアメール・緊急

　速報メール）で伝達するルートも整備されています。

弾道ミサイル情報が配信された場合の対応について

＜屋内にいる場合＞

　できるだけ窓から離れ、机の下に身を伏せる、床に伏せるなどして頭部を守る。

爆風で壊れた窓ガラスなどで被害を受けないよう、できれば窓のない部屋へ移動する。

＜屋外にいる場合＞

　近くの建物の中、又は地下に避難する。また、近くに適当な場所がない場合は、

物陰に身を隠すか地面に伏せ、頭部を守ること。

　●地下のある建物：1号館・２号館・５号館・６号館・大学会館・記念館・第２

　　研究棟・図書館・附属病院

＜自動車の車内にいる場合＞

　車を止めて頑丈な建物や地下街などに避難し、近くに適当な場所がない場合は、

車から離れて地面に伏せ、頭部を守る。また、高速道路を通行している時など、車

から出ると危険な場合には、車を安全な場所に止め、車内で姿勢を低くし、行政か

らの指示があるまで待機する。

近くにミサイルが着弾した場合の対応について

＜屋外にいる場合＞

　口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ、密閉性の高い屋内又は風上に避

難する。
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　　　・自宅までの距離が 20km以上ある。

　　　・2.5km／時で歩行した場合、帰宅予定時刻が日没以降となる。

　　　・携帯電話等の通信機器を持っていない。

　　　・自宅までの道のりをよく知らない ( 地図を持っていない )。

　　　・自宅までのルートが通行制限区域及び火災発生地域になっている。

　　　・同一方面の帰宅者がいない。

　　　・運動靴等の歩きやすい靴を履いていない。

　日頃から携帯しておくと便利なもの

　　　・簡易食料 ( チョコ、あめなど )

　　　・医薬品 ( ばんそうこう、胃腸薬、解熱剤など )

　　　・ハンカチ・タオル

　　　・携帯充電池

【携帯】 【スマートフォン】
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＜屋内にいる場合＞

　換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密閉する。テレビ・ラジオ・イン

ターネット等を通じて、情報収集に努めるとともに、行政からの指示に従い、落ち

着いて行動する。

＜建物が無い場合＞

　近くに適当な場所がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ、頭部を守ること。

 

授業・試験等の取扱について

【神奈川県内が対象地域に含まれる場合】

＜通学前に発令された場合＞

　自宅待機とし、「ミサイル通過」など安全であることが確認されたら登校する。

＜通学途中に発令された場合＞

　Jアラート配信時の対応をとり、避難場所で待機とし、「ミサイル通過」など安全

であることが確認されたら登校する。

＜帰宅途中に発令された場合＞

　Jアラート配信時の対応をとり、避難場所で待機とし、「ミサイル通過」など安全

であることが確認されたら帰宅する。

＜授業中または試験中に発令された場合＞

　Jアラート配信時の対応をとり、避難場所で待機とし、続行に関しては、大学及び

担当教員等の指示に従う。

＜課外活動中グラウンド等（屋外）で発令された場合＞

　Jアラート配信時の対応をとり、避難場所で待機とし、続行に関しては、大学及び

担当教員等の指示に従う。

【神奈川県内が対象地域に含まれない場合】

　通常通りとする。

※　大学からの緊急連絡がある場合は、鶴見大学・鶴見大学短期大学部ホームペー

　ジ、鶴見大学ポータルシステムで情報を配信いたしますので、これに従ってくだ

　さい。
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スマートフォンアプリ等による国民保護情報の配信サービスの活用について

　弾道ミサイル情報等の国民保護情報については、現在、Ｊアラートを通じて市町

村の防災行政無線、登録制メール等により国民に伝達されるほか、消防庁から携帯

大手事業者（株式会社NTTドコモ、KDDI株式会社、沖縄セルラー電話株式会社、

ソフトバンク株式会社）を経由するエリアメール・緊急速報メールにより携帯電話

・スマートフォンに配信されています。

【　エリアメール・緊急速報メールの受信確認方法　】

＜携帯大手事業者の場合＞

　携帯大手事業者が販売した携帯電話端末については、ほとんどの機種において、

エリアメール・緊急速報メールを受信することができます。以下のURLから対応機

種の確認ができます（ここに掲載されていない機種は受信ができません。）。　● 

NTTドコモ

　https://www.nttdocomo.co.jp/service/areamail/compatible_model/index.html

　● KDDI、沖縄セルラー

　http://www.au.kddi .com/mobile/anti-disaster/kinkyu-sokuho/en-

abled-device/

　● ソフトバンク

　http://www.softbank.jp/mobile/service/urgent_news/models/

　● ワイモバイル

　http://www.ymobile.jp/service/urgent_mail/

＜携帯大手事業者以外の事業者（MVNO）の場合＞

　iPhone端末については、基本的に受信可能です。Android端末についても、エリ

アメール・緊急速報メールを受信することができますので、詳細については、回線

契約をしている事業者にお問い合わせください。

【　受信できない（又は受信できるか分からない）場合の対策　】

＜民間事業者のスマートフォンアプリ・メールの例＞

　スマートフォンアプリや携帯電話のメールにより、弾道ミサイル情報等をヤフー

株式会社が無料で提供しています。以下のURLからスマートフォンアプリのインス

トールや、携帯電話のメールアドレスを登録することができます。
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＜屋内にいる場合＞
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担当教員等の指示に従う。
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　Jアラート配信時の対応をとり、避難場所で待機とし、続行に関しては、大学及び

担当教員等の指示に従う。

【神奈川県内が対象地域に含まれない場合】

　通常通りとする。

※　大学からの緊急連絡がある場合は、鶴見大学・鶴見大学短期大学部ホームペー

　ジ、鶴見大学ポータルシステムで情報を配信いたしますので、これに従ってくだ

　さい。
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　　　　　「Yahoo!防災速報」　：　https://emg.yahoo.co.jp/　　　

＜横浜市 防災情報Ｅメール＞

　横浜市では災害等の緊急時において、地震震度情報、気象警報・注意報等を始め

とする防災情報について、ネットワークを介して、Ｅメールで携帯電話等に一斉同

報配信するサービスを行っています。このサービスを携帯電話等で活用することに

より、防災情報をいち早く入手することができます。

●　登録方法

１．entry-yokohama@bousai-mail.jpへ空メールを送信してください。案内メール

が届きますので、案内に従い登録を行って下さい。

２．横浜市防災情報サイト（http://www.bousai-mail.jp/yokohama/）

にアクセスし、TOPページから空メールを送信し、案内に従い登録を行

って下さい。

防災スピーカーについて

　横浜市では、災害時における情報伝達手段として、区役所や地域防災拠点等にＪ

アラート（全国瞬時警報システム）の緊急情報などを放送する「防災スピーカー」

を設置しています。

　また、東日本大震災を教訓に、大地震による津波発生が予想される場合に、少し

でも早く避難行動がとれるよう、屋内スピーカーを使って避難を呼びかける「津波

警報伝達システム」を津波浸水予測区域に設置しています。鶴見区においても、１３

箇所に設置されていますが、本学周辺には設置がないため、お持ちの携帯電話・ス

マートフォン等での登録制メール・エリアメール・緊急速報メール等でのＪアラー

ム受信設定をお願いします。

６．災害時における安否確認について

　本学では、鶴見大学ポータルシステム「Campus Square」において、安否確認シ

ステムを導入しており、災害発生時には、「Campus Square」より安否確認用メー

ルが送信されますので、事前に安否確認用メールアドレスの登録をお願いいたしま

す。

　安否確認用メールアドレスの登録、および、安否確認登録方法については、「学
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生生活」を参照してください。

災害用伝言ダイヤル（1 7 1）

　災害用伝言ダイヤル（１７１）は、地震など大災害発生時に安否確認などの電話

が爆発的に増加し、つながりにくい状況になった場合、提供されるサービスです。

　加入電話（プッシュ回線、ダイヤル回線）、公衆電話、ＩＳＤＮ、携帯電話・Ｐ

ＨＳや一部のＩＰ電話、また災害時にＮＴＴが避難場所に設置する特設公衆電話な

どから「１７１」をダイヤルすることで利用できます。

７．防災訓練の実施

　地震や火災等の災害はいつ起こるか分かりません。普段から地震への備えを行っ

ておきましょう。地震時の「地域防災拠点」や「広域避難場所」について等、鶴見

区の防災情報は鶴見区役所のホームページに載っていますので確認しておいてくだ

さい。また、「地震発生時の心得」は学内だけでなく、学外においても役立ちます。

熟知し、災害への心構えをしっかり持つことが必要です。

　本学では学内においての大規模地震発生とそれに起因して起こる火災発生を想定

して防災訓練を行っています。防災訓練は、毎年１０月の第３木曜日２時限目に実施し

ていますが、今年度は１０月１６日（金）です。在構中の学生は全員参加してください。

　なお、防災訓練において、鶴見大学ポータルシステムによる安否確認を実施いた

します。安否確認用メールアドレスの登録方法、および、安否確認登録方法につい

ては、「学生生活」を参照してください。

学 籍 に 関 す る 異 動

　休学、復学、退学を希望する場合には、学則第８章第２３条、第２４条、第２５条によ

り所定の書類を提出しなければならない。

　なお、専攻科においては、学則第１５章第５２条も合わせて確認すること。

利　　用　　方　　法

伝言の録音方法 にダイヤル☎

伝言の再生方法
→ガイダンスが流れます

録音の場合

再生の場合
（ＸＸＸ）ＸＸＸ-ＸＸＸ

１１７１

２

安否情報を確認したい
相手の電話番号
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　　　　　「Yahoo!防災速報」　：　https://emg.yahoo.co.jp/　　　
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とする防災情報について、ネットワークを介して、Ｅメールで携帯電話等に一斉同
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１．休　学

　　本学所定の様式（「学生生活」参照）の休学願に、病気の場合は医師の診断書を

　　添えて、学長に願い出る。休学願は教務課に提出すること。

　　なお、休学を許可された者には、休学許可書を交付する。

２．復　学

　　休学の事情が解消して復学しようとする場合には、本学所定の様式（「学生生活」

　　参照）の復学願に、病気休学の場合は医師の診断書を添えて、休学期間終了の１ヵ

　　月前までに学長に願い出る。復学願は教務課に提出すること。

　　なお、復学を許可された者には、復学許可書を交付する。復学後の事項につい

　　ては必要に応じて連絡する。

３．退　学

　　本学所定の様式（「学生生活」参照）の退学願により、学長に願い出る。退学願

　　は教務課に提出し、学生証を返還すること。なお、退学を許可された者には、　

　　退学許可書を交付する。

４．除　籍

　　学則第８章第 23 条の２（「学生生活」参照）により、以下のいずれかに該当する

　　者を学長は除籍することができる。

　　（１）指定の期日までに学生納付金等を納入せず、督促してもなお納入に応じない者

　　（２）学則第 44 条に定める在学期間を超えた者

　　（３）学則第 24 条第 3 項に定める休学期間を超えて復学できない者

　　（４）死亡の届けがあった者

　（注意）・提出書類はペン書きとする。

　　　　・休学、復学、退学の申し出がなされた場合や除籍となる場合は、クラス

　　　　　担任等から父母またはこれに代わる者（保護者・連帯保証人）に連絡する。

      

　　

身 上 に 関 す る 変 更 等

　学生及び父母またはこれに代わる者・連帯保証人の住所・住居表示・電話番号の

変更、父母またはこれに代わる者・連帯保証人の変更、改姓が生じた場合には、所

定の書類を提出しなければならない。

１．住所・住居表示・電話番号変更届
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　　本学所定の様式（「学生生活」参照）の住所・電話番号変更届に記入のうえ、学

　　長に届け出る。変更届は教務課に提出し、住所・住居表示変更の場合は新たに

　　学生証の裏面シールの交付を受けること。

２．父母またはこれに代わる者・連帯保証人変更届

　　本学所定の様式（「学生生活」参照）の父母またはこれに代わる者・連帯保証人

　　変更届に記入のうえ、学長に届け出る。変更届は教務課に提出すること。

３．戸籍改姓届

　　本学所定の様式（「学生生活」参照）の戸籍改姓届に記入のうえ、学長に届け出る。

　　戸籍改姓届は戸籍抄本を添付して教務課に提出し、学生証の再交付申請を行う

　　こと。

そ　　　　 の　　　　 他

　（ａ）   問い合わせ

　　　　授業、試験、休講、行事予定等に関する電話での問い合わせにはいっさい

　　　応じない。必要ある場合は掲示板又は教務課窓口で確認すること。

　（ｂ）  事務室（教務課）窓口受付時間

　　　◎授業（補講含）実施期間

　　　　　月曜日～金曜日　　　　　8 時 50 分～ 18 時 00 分

　　　　　土曜日　　　　　　　　　8 時 50 分～ 13 時 00 分

　　　◎上記以外の期間

　　　　　月曜日～金曜日　　　　　8 時 50 分～ 16 時 50 分

　　　　　土曜日　　　　　　　　　8 時 50 分～ 13 時 00 分

　　　春、夏、冬の各休暇中等の窓口受付時間については変更することがある。

　　変更の場合には掲示で連絡するので、掲示板で確認すること。

　（ｃ）６号館学生開館時間

　　　　　月曜日～金曜日　　　　　8 時 50 分～ 20 時 00 分

　　　　　土曜日　　　　　　　　　8 時 50 分～ 15 時 00 分

　　　　　※土曜日に終日授業を実施する場合は、平日と同様の開館時間になる。

　　　　　※学校行事等で学生開館時間を変更することがある。

　　　　　※学生開館時間以外に入退館を希望する場合は、予め担当教員に相談す

　　　　　　ること。
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　　（３）学則第 24 条第 3 項に定める休学期間を超えて復学できない者

　　（４）死亡の届けがあった者

　（注意）・提出書類はペン書きとする。

　　　　・休学、復学、退学の申し出がなされた場合や除籍となる場合は、クラス

　　　　　担任等から父母またはこれに代わる者（保護者・連帯保証人）に連絡する。

      

　　

身 上 に 関 す る 変 更 等

　学生及び父母またはこれに代わる者・連帯保証人の住所・住居表示・電話番号の

変更、父母またはこれに代わる者・連帯保証人の変更、改姓が生じた場合には、所

定の書類を提出しなければならない。

１．住所・住居表示・電話番号変更届
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　（ d ）証明書の発行

　　　１．申し込み方法

　　　　　証明書の申し込み方法には、教務課窓口への書類申請と証明書自動発行

　　　　　機の利用（在学生に限る）がある。

　　　　［教務課窓口］

　　　　　所定用紙に必要事項を記入し、手数料相当の証紙を貼付のうえ、申し込

　　　　　むこと。

　　　　　なお、英文の証明書、単位成績証明書に履修中の科目表記が必要な場合

　　　　　は申し出ること。

　　　　［証明書自動発行機］

　　　　　証明書自動発行機に表示される手順に従って操作する。その際、学生証

　　　　　と鶴見大学ポータルシステムのログイン用パスワードが必要。利用時間

　　　　　は教務課窓口受付時間と同じ。

　　　２．証明書一覧

　　　　　教務課で発行する証明書については次のとおりである。

　　　※英文による証明書は、同文２通目からは同日発行に限り、すべて２００円とする。

　　　※令和 2 年 4 月 1 日より、英文による証明書の氏名については、「姓－名」と

　　　　表記し、また、姓と名を明確に区別するため、姓を全て大文字とする。

　　　　　例　「YAMADA Haruo」　※「やまだ はるお」の場合

　　　３．受け取り方法

　　　　［教務課窓口］

　　　　　申請日より３日以降の受け取りとなる。教務課で学生証を提示のうえ、本

　　　　　人が受け取ること。

　　　　［証明書自動発行機］

　　　　　即時受け取りとなる。その場で証明書の種類・部数を確認すること。なお、

単位成績証明書

単位修得証明書

修了 ( 見込 ) 証明書

在学証明書

在籍証明書

200 円

200 円

100 円

100 円

100 円

1,000 円

1,000 円

500 円

500 円

500 円

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

○

○

○

○

×

手　数　料 交付所

要日数

有効

期間

発行機

対　応
証 明 書 の 種 類 備　　考

和 文 英 文
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　　　　　証明書の厳封が必要な場合は教務課に申し出ること。

　　　４．注意事項

　　　　１）証明書交付の所要日数は、申し込みをしてから日祝祭日を除き３日以

　　　　　　降とする。

　　　　　　ただし、英文の証明書は７日以降とする。

　　　　　※７月～１１月および３月は混雑するので掲示に注意し、余裕をもって申し

　　　　　　込むこと。

　　　　２）電話による証明書の申し込みは受け付けない。

　　　　３）在学生の証明書の郵送は原則として行わない。

　　　　４）証明書の有効期間は、発行日から３ヶ月間とする。有効期間を過ぎた

　　　　　　証明書は使用できない。

　　　　５）証明書自動発行機の利用時間が、大学行事・メンテナンス等により変

　　　　　　更となる場合には、掲示及びポータルシステムで知らせる。また、履

　　　　　　修登録期間や証明書の種類によっては、証明書自動発行機の利用を停

　　　　　　止することがある。

　　　　６）証明書自動発行機の利用にあたっては、本人以外の者が発行手続きを

　　　　　　代行する等の不正な利用をした場合は、本人及びそれに関わった者全

　　　　　　員の証明書発行を停止する。

　　　　７）証明書自動発行機に関する問い合わせは、教務課窓口まで申し出ること。

　 （ e ） 健康診断

　　　　春の定期健康診断は必ず受けなければならない。

　　　　これを受けなければ、諸証明書の発行及び学外で実施する実習は認められ

　　　　ない。
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　（ d ）証明書の発行

　　　１．申し込み方法

　　　　　証明書の申し込み方法には、教務課窓口への書類申請と証明書自動発行

　　　　　機の利用（在学生に限る）がある。

　　　　［教務課窓口］

　　　　　所定用紙に必要事項を記入し、手数料相当の証紙を貼付のうえ、申し込

　　　　　むこと。

　　　　　なお、英文の証明書、単位成績証明書に履修中の科目表記が必要な場合

　　　　　は申し出ること。

　　　　［証明書自動発行機］

　　　　　証明書自動発行機に表示される手順に従って操作する。その際、学生証

　　　　　と鶴見大学ポータルシステムのログイン用パスワードが必要。利用時間

　　　　　は教務課窓口受付時間と同じ。

　　　２．証明書一覧

　　　　　教務課で発行する証明書については次のとおりである。

　　　※英文による証明書は、同文２通目からは同日発行に限り、すべて２００円とする。

　　　※令和 2 年 4 月 1 日より、英文による証明書の氏名については、「姓－名」と

　　　　表記し、また、姓と名を明確に区別するため、姓を全て大文字とする。

　　　　　例　「YAMADA Haruo」　※「やまだ はるお」の場合

　　　３．受け取り方法

　　　　［教務課窓口］

　　　　　申請日より３日以降の受け取りとなる。教務課で学生証を提示のうえ、本

　　　　　人が受け取ること。

　　　　［証明書自動発行機］

　　　　　即時受け取りとなる。その場で証明書の種類・部数を確認すること。なお、

単位成績証明書

単位修得証明書

修了 ( 見込 ) 証明書

在学証明書

在籍証明書

200 円

200 円

100 円

100 円

100 円

1,000 円

1,000 円

500 円

500 円

500 円

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 日以降

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

3 ヶ月

○

○

○

○

×

手　数　料 交付所

要日数

有効

期間

発行機

対　応
証 明 書 の 種 類 備　　考

和 文 英 文
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科 目 履 修 方 法

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎



　修了するためには１年以上在学し、下記の表により総計３０単位以上を修得しなけ

ればならない。

【 専攻科保育専攻 】

修了所要単位

― 104―

区 分

単 位 数

計 30単位以上

18　単　位 12 単位以上

必 修 科 目 選 択 科 目
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２０２６（令和８）年度　専攻科保育専攻開講科目及び担当者
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科 目 名 担当者開講期 教職課程における科目区分
単位数

必修 選択

教 育 学 特 論 2 後　期 教育の基礎的理解に関する科目

教育の基礎的理解に関する科目

教育の基礎的理解に関する科目

大学が独自に設定する科目

保 育 学 特 論 2 前　期 濱　中

濱　中

発達心理学特論 2 後　期 田　坂

教 育 方 法 特 論 2 後　期 濱　中

専 攻 科 実 習 2 前　期

芹　澤
金

片　川
木　口

芹　澤
金

片　川
木　口

保 育 演 習 2 通　年

専攻科特別研究 4 通　年

金
山　里
橋　本
陸　路
秋　田
片　川
木　口
河　合
鮫　島
芹　澤
飯　塚
濱　中
増　田

研 究 方 法 論 2 前　期

田　坂
山　里
陸　路
片　川
河　合
鮫　島
濱　中
増　田

　

　修了するためには１年以上在学し、下記の表により総計３０単位以上を修得しなけ

ればならない。

【 専攻科保育専攻 】

修了所要単位

― 104―

区 分

単 位 数

計 30単位以上

18　単　位 12 単位以上

必 修 科 目 選 択 科 目
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現 代 保 育 論

保 育 指 導 法 研 究

　特別支援保育特論

2

2

2

前　期

前　期

後　期

髙　橋

片　川

河　合

　

科 目 名 担当者開講期 教職課程における科目区分
単位数

必修 選択

教育の基礎的理解に関する科目

保育内容の指導法に関する科目

教育の基礎的理解に関する科目

保育内容 ( 健康 ) 特論

保育内容 (人間関係 )特論

保育内容 ( 環境 ) 特論

保育内容 ( 言葉 ) 特論

2

2

2

2

後　期

前　期

後　期

前　期

山　里

金

増　田

土　橋

領域に関する科目

領域に関する科目

領域に関する科目

領域に関する科目

領域に関する科目

保育内容研究1（環境）

保育内容研究3（表現）

保育内容研究2（健康）

2

2

2

後　期

後　期

後　期

増　田

山　里

陸　路

秋　田

鮫　島

芹　澤

保育内容の指導法に関する科目

保育内容の指導法に関する科目

保育内容の指導法に関する科目

保育内容 ( 表現 ) 特論 2 前　期

陸　路

秋　田

鮫　島

芹　澤

児 童 文 学

仏 教 保 育 特 論

社 会 福 祉 特 論

児 童 福 祉 特 論

乳 児 保 育 特 論

2

2

2

2

2

後　期

後　期

前　期

前　期

後　期

大　沼

橋　本

木　口

田　坂

飯　塚

片　川

綿　貫

飯　塚
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「学士（教育学）」の学位及び教育職員免許状について

１．「学士（教育学）」の学位を希望する場合の履修方法

　　基礎資格（学則第１５章第４９条）の中で、修業年限２年の短期大学及び高等専門

　学校を卒業した者は、２年以上にわたり６２単位以上の単位修得が必要である。

　 ６２単位のうち専門科目４０単位以上、専門関連科目４単位以上でなければならない。

　（修業年限３年の短期大学を卒業した者及び大学に２年以上在学し、６２単位以上

　を修得した者に関しては、別に指導する。）

　※申請の方法

　　　専攻科での単位修得後、鶴見大学文学部等で修得した単位と専攻科特別研究

　　で作成したレポートを基にした「学修成果のレポート」を大学改革支援学位授

　　与機構に提出する。その結果、試験及び審査に合格した者に「学士（教育学）」

　　の学位が授与される。

　　（学位の申請受付は年2回である。本科を卒業してすぐに専攻科に入学した場合、

　　最も早い申請時期は、専攻科入学後２年を経過した後の４月である。ただし、

　　変更の可能性もあるので確認のこと）

　　　詳細については、大学改革支援・学位授与機構から資料を入手して確認する

　　こと。

　　　https://www.niad.ac.jp/n_gakui/

２．幼稚園教諭一種免許状を希望する場合の履修方法

　　学位取得後、各都道府県の教育委員会に申請しなければならない。

　　幼稚園教諭二種免許状を取得している場合には、教育職員免許法第５条別表第

　一に定める以下の教科及び教職に関する科目 20単位が必要である。

　＜教科及び教職に関する科目＞

　●領域に関する科目　2単位

　●保育内容の指導法に関する科目　2単位

　●教育の基礎的理解に関する科目　4単位

　　本学では、8単位（教育学特論、保育学特論、発達心理学特論、特別支援保育特論）

　　が必修となっている。

　●大学が独自に設定する科目　12単位 (※1）　
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現 代 保 育 論

保 育 指 導 法 研 究

　特別支援保育特論

2

2

2

前　期

前　期

後　期

髙　橋

片　川

河　合

　

科 目 名 担当者開講期 教職課程における科目区分
単位数

必修 選択

教育の基礎的理解に関する科目

保育内容の指導法に関する科目

教育の基礎的理解に関する科目

保育内容 ( 健康 ) 特論

保育内容 (人間関係 )特論

保育内容 ( 環境 ) 特論

保育内容 ( 言葉 ) 特論

2

2

2

2

後　期

前　期

後　期

前　期

山　里

金

増　田

土　橋

領域に関する科目

領域に関する科目

領域に関する科目

領域に関する科目

領域に関する科目

保育内容研究1（環境）

保育内容研究3（表現）

保育内容研究2（健康）

2

2

2

後　期

後　期

後　期

増　田

山　里

陸　路

秋　田

鮫　島

芹　澤

保育内容の指導法に関する科目

保育内容の指導法に関する科目

保育内容の指導法に関する科目

保育内容 ( 表現 ) 特論 2 前　期

陸　路

秋　田

鮫　島

芹　澤

児 童 文 学

仏 教 保 育 特 論

社 会 福 祉 特 論

児 童 福 祉 特 論

乳 児 保 育 特 論

2

2

2

2

2

後　期

後　期

前　期

前　期

後　期

大　沼

橋　本

木　口

田　坂

飯　塚

片　川

綿　貫

飯　塚
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　(※1)「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修し

　た「領域に関する科目」、「保育内容の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理解

　に関する科目」について、併せて 12単位を修得

　　本学専攻科は、幼稚園教諭一種免許状授与のための認定を受けているので、こ

　れら合計２０単位は、本学専攻科ですべて履修することができる。
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資料

幼稚園教諭一種免許状取得の基礎資格および本学における単位履修
（教育職員免許法および同法施行規則による）

基礎資格

　幼稚園教諭二種免許状を有すること。    

　学校教育法第百四条第四項第一号に定める学士の学位を有すること。

大学において修得することを必要とする最低単位数

●教科及び教職に関する科目　　　　20 単位以上    

領域に関する専門的事項

保育内容の指導法（情報機

器及び教材の活用を含む。）

教育の理念並びに教育に関

する歴史及び思想

教職の意義及び教員の役

割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度

的又は経営的事項（学校と

地域との連携及び学校安全

への対応を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身

の発達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼

児、児童及び生徒に対する

理解

保育内容（健康）特論　　　2

保育内容（人間関係）特論　2

保育内容（環境）特論　　　2

保育内容（言葉）特論　　　2

保育内容（表現）特論　　　2

保育内容研究１( 環境 )　　2

保育内容研究２( 健康 )　　2

保育内容研究３( 表現 )　　2

保育指導法研究　　　　　2

教育学特論　　　　　　　2

保育学特論　　　　　　　2

現代保育論　　　　　　　2

発達心理学特論　　　　　2

特別支援保育特論　　　　2

領域及び保

育内容の指

導法に関す

る科目

教育の基礎

的理解に関

する科目

（1）

（2）

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

4

4

免 許 法 上 の 規 程 本学にて履修する科目と単位数欄 必　要
単位数

2 単位以上

修得

2 単位以上

修得

第
２
欄

第
３
欄

（選択科目）
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　(※1)「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて履修し

　た「領域に関する科目」、「保育内容の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理解

　に関する科目」について、併せて 12単位を修得

　　本学専攻科は、幼稚園教諭一種免許状授与のための認定を受けているので、こ

　れら合計２０単位は、本学専攻科ですべて履修することができる。
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教育課程の意義及び編成の

方法（カリキュラム・マネ

ジメントを含む。）

教育の方法及び技術（情報

機器及び教材の活用を含む。）

幼児理解の理論及び方法

教育相談（カウンセリング

に関する基礎的な知識を含

む。）の理論及び方法

教育実習

教職実践演習
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専攻科実習について

　本学専攻科では、実践する力を育成し実践について考察する力を高めるために、「専

攻科実習」を必修科目としている。

　自らの進路と研究テーマとを踏まえて、幼稚園、保育所、施設（入所施設）のい

ずれかを選択し、課題意識をしっかりともった実習ができるようにすることが必要

である。

　なお、実習の事前指導の中で課題の選択の方法についての指導を行い、事後指導

の中では実践についての考察をレポートにまとめ、発表を行う予定である。

　実習期間は、原則として 5月中旬から６月下旬、週 1回（木曜日）6日間とする。

（1）実習施設の種別

　　　　　　１．幼稚園、幼保連携型認定こども園

　　　　　　２．保育所、幼保連携型認定こども園

　　　　　　３．入所施設

　　　　　　　　乳児院、母子生活支援施設、児童養護施設、障害児入

　　　　　　　　所施設、児童発達支援センター、児童相談所一時保護

　　　　　　　　施設、児童厚生施設、障害者支援施設等、社会福祉関

　　　　　　　　係諸法令の規定に基づき設置されている施設であって

　　　　　　　　実習を行う施設として適当と認められるもの

（2）実習先の決定と留意点

　　担当教員の指導により、学生が実習先を決定する。実施にあたり、事前に担当

　教員の説明があるので十分その指示を受けて実習に臨むこと。
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教育方法特論　　　　　　2 ※1

※１「大学が独自に設定する科目」の

選択科目又は最低修得単位を超えて履

修した「領域及び保育内容の指導法に

関する科目」、「教育の基礎的理解に関

する科目」について、併せて 12 単位
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大学会館

本山大
駐車場

鶴見警察署
東台連絡所

喫煙所

鶴見駅西口交番

学生休憩室
（教科書販売所）

校 舎 配 置 図
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自
書
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証

機
売
券
紙
証
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（歯学部教務課）

教務事務部
（短期大学部教務課）
(文学部教務課)

教務事務部 教務事務部

多目的W・C

AED

入試センター
事務部
入試課 役員諸室

面談室
（１）

面談室
（２）

事務室

非常勤講師室

事務室

教 室 配 置 図
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マルチメディア 
コンピュータルーム 2
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（マルチメディア 
　教育センター） 

情報教育用 
LAN設備教室 

掲
示
板 

情報リテラシー 
教育装置 
教材準備室 

屋上広場 

屋　上4 階

5 階

スロープ
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第４研 
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4 号　館
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教育装置ネット 
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女
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印
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室 

印
刷
室 

玄関 

玄関 

大学院 
文化財学 
専攻院生 
控室 

 

文学部研究室 

大学院 
日本文学専攻 
院生控室 
 

文学部研究室 

英 語 英 米 
文　学　科 
合同研究室 
 

大学院 
英米･ドキュ 
専攻院生 
控室 

（6-223） 

短期大学部研究室 文学部研究室 

文学部研究室 

ドキュメンテ 
ーション学科 

短期大学部研究室 文学部研究室 

6 号　館

3階
共同利用室

4階
共同利用室

保育科実習指導室

仏教文化
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資料収蔵庫

室
習
演

AED
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( 画像検査部 )

Ｘ線
撮影室 

医薬品情報
管理室

湿性
製剤室

付
受

 

講師室

小児歯科臨床研修室 

矯正科
石膏技工室 

歯科麻酔科
医局

第１撮影室
（CT室）

パノラマ
X線室１

パノラマ
X線室２

第４撮影室
（頭部規格X線室）

カルテレントゲン
保管室

診療室
（超音波検査室）

病理
診断室

患
者
様

相
談
室

技
工
室

資
料
室

矯正科
技工室

口腔外科・顎顔面外科・口腔内科　診察室

デンタルX線室

AED

AED

車椅子
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臨床講堂

学生技工室
（実習室）

 

 

障害者歯科 
診療室 

処置室 

細胞 
培養室 

相談室 

ポ

セ
レ
ン
室 

受
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

総
合
歯
科
２ 

総
合
歯
科
１ 

研修医控室 

B

2
号
館
連
絡
通
路 

口腔保健科 

保存医局 

AED

室
前

 

庫
倉

室
前

 

顎機能
診断室

金属材料室

補綴科(クラウンブリッジ・義歯)・高齢者歯科診療室

診察室

手術室1
手術室2

総合
石膏重合室

保存科技工室
保存科医局

保存科(むし歯・歯周病)診察室

デ
ン
タ
ルX

線
室

学生控室 

総合技工室

初診科診療室

総合歯科１診療室

総合歯科２診療室

AED

― 183 ―



中央外来 
手術室１

中央外来 
手術室 

３

中央外来 
手術室 

2
回
復
室 

教
授
室 

器
材
室 

器
材
室 

  

看護部長室 

総合歯科２
医局 

AED

準
備
室 

 

倉
庫 室

談
面

診断
機械室 

麻酔
器材室

室
前

回復室

ホール

手術室１

手術室２

浴室 脱衣室

食堂・面会室

ミキサー室
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体　育　館

受付

W・C
（女子）

W・C
（男子）

W・C
（女子）

W・C
（男子）

多目的室

室
備
警

室
接
応

貴重品ロッカー
多目的
Ｗ・Ｃ

AED
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保健センター

保健センター

実習準備室 
埋蔵文化財実習場 

文化財学科実習棟（荒立） ※　所在は『学生生活』の「大学周辺案内図」参照

AED

AED

車椅子
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2026（令和８）年4月1日発行

〒230-8501　横浜市鶴見区鶴見 2-1-3

教務課鶴見大学短期大学部



　本学の教育の理念は、設置母体である曹洞宗大本山總持寺の発願をより

どころとする、仏教主義による禅的行持の実践を目指す教育にある。

　建学の理念を表す標語として「大覚円成（だいがくえんじょう）」「報恩

行持（ほうおんぎょうじ）」の二句八字が用いられている。これは、初代

学長中根環堂先生が總持寺御開山で学祖と仰ぐ瑩山禅師の御垂示（教え）

から選ばれた句で、曹洞宗の実践目標である「さとりの完成」と「利他行

の実践」を示しており、これを教育目標に置き換えれば、仏の教えに基づ

く人格の完成と社会への恩返しという奉仕活動のことである。さらに、本

学では、この標語を「感謝を忘れず　真人となる」「感謝のこころ　育ん

でいのち輝く　人となる」と、現代語に分かりやすく言い換えて、学生の

皆さんに提示をしている。

　本学においては、以上の教育の理念、建学の精神を学生の皆さんにも理

解してもらうため入学式や卒業式をはじめとして、新入生参禅会、精霊祭、

御征忌、太祖降誕会、成道会、涅槃会等の諸種の宗教行持の場を通して、

周知をはかっている。また、保育科においては「宗教学」、「仏教保育」、

歯科衛生科においては、「宗教学」等の本学独自の授業科目を開講し、こ

れらの学修を通じても教育の理念、建学の精神の理解を深めるようにして

いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短期大学部長　　田坂　裕子

短期大学部の教育方針

～建学の精神の具現化をめざして～

ひ　と
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